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厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局

監
視
指
導
・
麻
薬
対
策
課
長

田

中

徹

平
成
と
い
う
時
代
を
振
り
返
る
と
、
金
融
危
機
、
拡
大
し

続
け
る
財
政
赤
字
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
格
差
拡
大
、
地
球

温
暖
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
そ
し
て
少
子
高
齢
化
な
ど
、

我
が
国
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
対
し
、
将
来
世
代
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け
た
処
方
箋
を
提
示
で
き
た
か
と
い

う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
現
状
で
す
。
厚
生
行

政
に
つ
い
て
も
、
私
自
身
、
こ
の
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
医

薬
品
、
医
療
保
険
、
年
金
、
子
ど
も
、
障
害
者
、
生
活
保
護
、

感
染
症
対
策
な
ど
様
々
な
行
政
分
野
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
前
進
し
た
分
野
が
あ
る
一
方
、
必
ず
し
も
改
革
が
順
調

に
進
ん
で
い
な
い
分
野
が
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
状
況

の
変
化
や
、
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
新
た
な
行
政
課
題

が
顕
在
化
し
て
い
る
分
野
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
７
月
に
、
監
視
指
導
・
麻
薬
対
策

課
長
に
就
任
し
て
、
約
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
半
年
経
過

し
て
の
印
象
は
、
こ
の
麻
薬
対
策
、
薬
物
乱
用
防
止
と
い
う

行
政
分
野
が
、
平
成
を
通
じ
て
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
き

た
行
政
分
野
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
違
法

薬
物
の
生
涯
経
験
率
に
つ
い
て
も
、
欧
米
諸
国
で
は
、
30
％

か
ら
40
％
の
国
民
が
違
法
薬
物
を
使
用
し
て
い
る
中
で
、
我

が
国
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
数
％
と
低
い
水
準
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

平
成
時
代
に
お
け
る
薬
物
乱
用
対
策
を
俯
瞰
す
る
と
、
平

成
９
年
に
は
覚
醒
剤
事
犯
に
よ
る
検
挙
者
が
、
約
２
万
人
に

な
る
な
ど
、「
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
」
が
到
来
し
、
こ

う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本

部
を
設
置
し
、「
薬
物
乱
用
防
止
五
カ
年
戦
略
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
第
五
次
計
画
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
施
策
の
柱
は
、
基
本
的
に
は
、「
青
少
年
を
通
じ
た
広

報
啓
発
」「
再
乱
用
防
止
」「
取
締
り
の
徹
底
、
薬
物
の
流
通

阻
止
」「
水
際
対
策
に
よ
る
密
輸
入
阻
止
」「
国
際
連
携
・
協

力
」
の
５
つ
の
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
５
つ
を
柱
と

し
た
具
体
的
な
取
組
が
相
互
に
相
ま
っ
て
、
日
本
の
薬
物
乱

用
防
止
対
策
が
成
果
を
挙
げ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も

関
係
各
位
の
地
道
な
努
力
の
積
み
上
げ
の
賜
と
考
え
て
い
ま

す
。特

に
、「
目
標
１
」
の
「
青
少
年
を
中
心
と
し
た
広
報
・

啓
発
を
通
じ
た
国
民
全
体
の
規
範
意
識
の
向
上
に
よ
る
薬
物

乱
用
未
然
防
止
」
に
つ
い
て
は
、（
公
財
）
麻
薬
・
覚
せ
い

剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ま
に
は
、「『
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。』普
及
運
動
」と
し
て
、全
国
各
地
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
啓
発
・
募
金
活
動
の
実
施
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
み
な
さ
ま
に
は
、「
麻
薬
・
覚
醒

剤
乱
用
防
止
運
動
」
と
し
て
、
麻
薬
・
覚
醒
剤
等
の
恐
ろ
し

さ
、
乱
用
防
止
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
地

区
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
も
、
い
く
つ
か
の
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
若
年
者
に
対
し
て
、
薬
物
乱
用
防
止
に
つ

い
て
学
習
い
た
だ
く
、
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
一
定
の
成
果
を
収
め
て
き
た
平
成
の

薬
物
乱
用
対
策
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
課
題
も
ま
だ
ま
だ
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
中
の
情
勢
を
見
ま
す
と
、ま
ず
、

薬
物
事
犯
で
最
も
多
い
覚
醒
剤
事
犯
は
１
０
，
０
３
０
人
と

前
年
よ
り
わ
ず
か
に
減
少
し
た
も
の
の
、
覚
醒
剤
事
犯
の
特

徴
は
再
犯
率
が
６
５
．
９
％
と
非
常
に
高
い
点
に
あ
り
、
再

犯
率
は
12
年
連
続
増
加
し
、
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
覚
醒
剤
の
押
収
量
に
つ
い
て
は
、
前
年
よ
り
増
加
し

３
年
連
続
で
１
ト
ン
を
超
え
て
い
る
と
と
も
に
、
昨
年
６
月

に
は
、
一
度
に
覚
醒
剤
が
約
１
ト
ン
も
押
収
さ
れ
る
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
数
は
、
５

年
連
続
で
増
加
し
た
結
果
過
去
最
多
と
な
り
、
そ
の
う
ち
半

数
以
上
が
10
代
及
び
20
代
の
若
年
層
で
あ
り
、
大
麻
の
乱
用

者
の
裾
野
が
青
少
年
を
中
心
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
若
年
層

に
限
っ
て
は
、
覚
醒
剤
よ
り
大
麻
の
検
挙
人
員
が
上
回
っ
て

お
り
、
大
麻
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
お
い
て
、

「
有
害
で
は
な
い
」、「
タ
バ
コ
よ
り
も
安
全
で
あ
る
」
と
い
っ

た
誤
っ
た
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
状
況

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
原
因
の
一
つ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

行
政
の
施
策
全
般
に
つ
い
て
、
一
定
の
政
策
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
施
策
の
特
性
に
応
じ
て
、
経
済
的
手
法
、

規
制
的
手
法
、
普
及
啓
発
、
再
発
防
止
策
な
ど
、
多
様
な
行

政
手
法
を
組
み
合
わ
せ
、
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
薬
物
乱
用
の
防
止
を
図
る
た
め
に
は
、

薬
物
の
需
要
面
と
供
給
面
な
ど
、
そ
の
形
態
に
応
じ
た
総
合

的
な
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
取
締
り
の
徹
底
を

図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
薬
物
問
題
が
身
近
に
迫
っ

て
い
る
脅
威
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
特
に
若
年
層
を
中

心
と
し
た
国
民
一
人
一
人
の
薬
物
乱
用
根
絶
意
識
を
醸
成
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
薬
物
再
乱
用
者
に
対
す
る
適

切
な
治
療
と
効
果
的
な
社
会
復
帰
支
援
も
強
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、（
公
財
）
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

セ
ン
タ
ー
、
全
国
の
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
を
は
じ
め
と
し

た
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
、
地
域
で
の
薬
物
乱
用

防
止
普
及
啓
発
活
動
に
対
す
る
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
に
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
令
和
の
時
代
の
薬
物
乱
用
対
策
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。
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そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
７
月
に
、
監
視
指
導
・
麻
薬
対
策

課
長
に
就
任
し
て
、
約
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
半
年
経
過

し
て
の
印
象
は
、
こ
の
麻
薬
対
策
、
薬
物
乱
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防
止
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い
う

行
政
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が
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平
成
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通
じ
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、
着
実
に
成
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え
ば
、
違
法

薬
物
の
生
涯
経
験
率
に
つ
い
て
も
、
欧
米
諸
国
で
は
、
30
％

か
ら
40
％
の
国
民
が
違
法
薬
物
を
使
用
し
て
い
る
中
で
、
我

が
国
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
数
％
と
低
い
水
準
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

平
成
時
代
に
お
け
る
薬
物
乱
用
対
策
を
俯
瞰
す
る
と
、
平

成
９
年
に
は
覚
醒
剤
事
犯
に
よ
る
検
挙
者
が
、
約
２
万
人
に

な
る
な
ど
、「
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
」
が
到
来
し
、
こ

う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本

部
を
設
置
し
、「
薬
物
乱
用
防
止
五
カ
年
戦
略
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
第
五
次
計
画
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
施
策
の
柱
は
、
基
本
的
に
は
、「
青
少
年
を
通
じ
た
広

報
啓
発
」「
再
乱
用
防
止
」「
取
締
り
の
徹
底
、
薬
物
の
流
通

阻
止
」「
水
際
対
策
に
よ
る
密
輸
入
阻
止
」「
国
際
連
携
・
協

力
」
の
５
つ
の
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
５
つ
を
柱
と

し
た
具
体
的
な
取
組
が
相
互
に
相
ま
っ
て
、
日
本
の
薬
物
乱

用
防
止
対
策
が
成
果
を
挙
げ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も

関
係
各
位
の
地
道
な
努
力
の
積
み
上
げ
の
賜
と
考
え
て
い
ま

す
。特

に
、「
目
標
１
」
の
「
青
少
年
を
中
心
と
し
た
広
報
・

啓
発
を
通
じ
た
国
民
全
体
の
規
範
意
識
の
向
上
に
よ
る
薬
物

乱
用
未
然
防
止
」
に
つ
い
て
は
、（
公
財
）
麻
薬
・
覚
せ
い

剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ま
に
は
、「『
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。』普
及
運
動
」と
し
て
、全
国
各
地
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
啓
発
・
募
金
活
動
の
実
施
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
み
な
さ
ま
に
は
、「
麻
薬
・
覚
醒

剤
乱
用
防
止
運
動
」
と
し
て
、
麻
薬
・
覚
醒
剤
等
の
恐
ろ
し

さ
、
乱
用
防
止
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
地

区
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
も
、
い
く
つ
か
の
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
若
年
者
に
対
し
て
、
薬
物
乱
用
防
止
に
つ

い
て
学
習
い
た
だ
く
、
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
一
定
の
成
果
を
収
め
て
き
た
平
成
の

薬
物
乱
用
対
策
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
課
題
も
ま
だ
ま
だ
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
中
の
情
勢
を
見
ま
す
と
、ま
ず
、

薬
物
事
犯
で
最
も
多
い
覚
醒
剤
事
犯
は
１
０
，
０
３
０
人
と

前
年
よ
り
わ
ず
か
に
減
少
し
た
も
の
の
、
覚
醒
剤
事
犯
の
特

徴
は
再
犯
率
が
６
５
．
９
％
と
非
常
に
高
い
点
に
あ
り
、
再

犯
率
は
12
年
連
続
増
加
し
、
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
覚
醒
剤
の
押
収
量
に
つ
い
て
は
、
前
年
よ
り
増
加
し

３
年
連
続
で
１
ト
ン
を
超
え
て
い
る
と
と
も
に
、
昨
年
６
月

に
は
、
一
度
に
覚
醒
剤
が
約
１
ト
ン
も
押
収
さ
れ
る
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
数
は
、
５

年
連
続
で
増
加
し
た
結
果
過
去
最
多
と
な
り
、
そ
の
う
ち
半

数
以
上
が
10
代
及
び
20
代
の
若
年
層
で
あ
り
、
大
麻
の
乱
用

者
の
裾
野
が
青
少
年
を
中
心
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
若
年
層

に
限
っ
て
は
、
覚
醒
剤
よ
り
大
麻
の
検
挙
人
員
が
上
回
っ
て

お
り
、
大
麻
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
お
い
て
、

「
有
害
で
は
な
い
」、「
タ
バ
コ
よ
り
も
安
全
で
あ
る
」
と
い
っ

た
誤
っ
た
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
状
況

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
原
因
の
一
つ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

行
政
の
施
策
全
般
に
つ
い
て
、
一
定
の
政
策
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
施
策
の
特
性
に
応
じ
て
、
経
済
的
手
法
、

規
制
的
手
法
、
普
及
啓
発
、
再
発
防
止
策
な
ど
、
多
様
な
行

政
手
法
を
組
み
合
わ
せ
、
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
薬
物
乱
用
の
防
止
を
図
る
た
め
に
は
、

薬
物
の
需
要
面
と
供
給
面
な
ど
、
そ
の
形
態
に
応
じ
た
総
合

的
な
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
取
締
り
の
徹
底
を

図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
薬
物
問
題
が
身
近
に
迫
っ

て
い
る
脅
威
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
特
に
若
年
層
を
中

心
と
し
た
国
民
一
人
一
人
の
薬
物
乱
用
根
絶
意
識
を
醸
成
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
薬
物
再
乱
用
者
に
対
す
る
適

切
な
治
療
と
効
果
的
な
社
会
復
帰
支
援
も
強
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、（
公
財
）
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

セ
ン
タ
ー
、
全
国
の
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
を
は
じ
め
と
し

た
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
、
地
域
で
の
薬
物
乱
用

防
止
普
及
啓
発
活
動
に
対
す
る
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
に
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
令
和
の
時
代
の
薬
物
乱
用
対
策
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。
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国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
研
究
所

薬
物
依
存
研
究
部

診
断
治
療
開
発
研
究
室
長

近

藤

あ
ゆ
み

1
．
治
療
・
支
援
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：「
包
括
的
」

と
「
持
続
的
」

薬
物
依
存
症
者
に
対
す
る
治
療
や
支
援
は
、
薬
物
使
用

歴
や
使
用
の
有
無
に
の
み
焦
点
を
あ
て
る
の
で
は
な
く
、

「
包
括
的
」
か
つ
「
持
続
的
」
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
薬
物
依
存
症
は
、
単
に
脳
の
神
経
回
路
に
生
じ
る

変
化
や
、
薬
物
使
用
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
喪
失
だ
け

で
な
く
、
そ
の
人
の
社
会
生
活
能
力
全
般
に
様
々
な
障
害

を
も
た
ら
す
複
雑
で
広
範
囲
な
疾
患
で
す
。
そ
の
こ
と

は
、
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
物
質
依
存
症
患
者
の
状

態
を
幅
広
く
評
価
す
る
た
め
の
半
構
造
化
面
接
と
し
て
世

界
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
A
ddiction
Severity
Index

（
A
SI(１

)）
が
、「
医
学
的
状
態
」「
雇
用
／
生
計
状
態
」「
薬

物
使
用
」「
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
」「
法
的
状
態
」「
家
族
／

人
間
関
係
」「
精
神
医
学
的
状
態
」
と
7
つ
の
領
域
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
継

続
的
な
薬
物
使
用
は
身
体
的
・
精
神
的
健
康
や
対
人
関
係
、

就
労
す
る
力
な
ど
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
そ
れ
ら

の
問
題
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
再
使
用
・
再
発

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
す
べ

て
の
問
題
の
程
度
を
広
く
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
依
存

症
重
症
度
が
決
定
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
領

域
の
問
題
が
よ
り
深
刻
で
あ
る
か
は
個
人
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
薬
物
使
用
に
関
す
る
事
柄
の
み
に

着
目
す
る
の
で
は
な
く
、「
包
括
的
」
な
視
点
で
そ
の
人

の
生
活
上
の
課
題
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。
さ
ら

に
、
課
題
の
解
決
・
改
善
に
は
年
単
位
の
長
い
期
間
を
要

す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
ま
た
、
薬
物
依
存
症
は
糖
尿

病
や
喘
息
と
同
じ
慢
性
疾
患
で
再
使
用
・
再
発
の
リ
ス
ク

を
常
に
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
持
続
的
」
で
谷
間
の

な
い
支
援
体
制
の
構
築
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
地
域
関
係
諸
機
関
の
緊
密
な
連
携
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

2
．
治
療
・
支
援
の
ゴ
ー
ル
：
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト

図
1
は
、
薬
物
依
存
症
者
に
対
す
る
生
活
支
援
の
全
体

像
を
示
し
た
も
の
で
す
。
薬
物
依
存
症
者
を
囲
む
円
内
に

は
、社
会
復
帰
の
過
程
に
生
じ
得
る
様
々
な
問
題
が
あ
り
、

依
存
症
回
復
支
援
施
設
な
ど
の
支
援
機
関
が
そ
の
人
に

と
っ
て
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
薬

物
依
存
症
者
の
生
活
支
援
を
行
う
際
に
、
居
住
や
経
済
、

医
療
に
関
す
る
問
題
な
ど
は
比
較
的
見
逃
さ
れ
に
く
い
の

で
す
が
、
快
適
に
住
め
る
場
所
が
あ
り
、
生
活
に
必
要
な

所
得
が
保
障
さ
れ
、
適
切
な
医
療
を
受
け
、
ひ
と
ま
ず
薬

物
使
用
が
止
ま
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
生
活
支
援
の
目
標
に

到
達
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
済
的
自
立

の
実
現
が
必
ず
し
も
ゴ
ー
ル
と
な
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
生
活
支
援
の
目
指
す
と
こ
ろ
は「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」

（
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
生
活
の
主
体
者
と
し
て
自
己
決
定
能

力
を
高
め
、
自
己
を
主
張
し
、
生
き
て
い
く
力
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と

(２
)）

で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
「
リ

カ
バ
リ
ー
」（
病
や
障
害
に
よ
っ
て
一
度
は
喪
失
し
た
と

感
じ
ら
れ
た
自
分
自
身
の
人
生
を
も
う
一
度
自
分
の
腕
に

取
り
戻
す
過
程

(３
)）

を
支
え
見
守
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
本
に
立
ち
返
る
と
、
衣
食
住
が

満
た
さ
れ
た
安
心
安
全
な
生
活
の
実
現
に
加
え
、
薬
物
依

存
症
者
で
あ
る
こ
と
も
含
め
て
自
分
自
身
を
肯
定
的
に
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
社
会
参
加
を
通
し
て
自
分

の
存
在
意
義
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、そ
し
て
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
容
し
て
く
れ
る
安
全
な
居
場
所

や
人
間
関
係
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
、
生
活
支

援
の
重
要
な
目
標
と
な
り
ま
す
。
最
初
か
ら
断
薬
継
続
ば

か
り
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
る
と
、
薬
物
使
用
の
有
無
に
振

り
回
さ
れ
て
本
来
の
支
援
目
標
を
見
失
う
だ
け
で
な
く
、

良
好
な
援
助
関
係
を
損
な
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
、

支
援
者
に
は
、
リ
カ
バ
リ
ー
や
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
先
に

薬
物
を
必
要
と
し
な
い
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
あ
る
と
い

う
柔
軟
な
考
え
方
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
リ
カ
バ
リ
ー
を
促
進
す
る

重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
に
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
共
通
の
経
験
・
体
験
を
も
つ
者

同
士
が
対
等
な
関
係
の
な
か
で
支
え
合
う
こ
と
で

(４
)、

薬

物
依
存
症
者
の
生
活
支
援
を
行
う
際
に
も
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
重
要
な
視
点
で
す
。
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
リ
カ
バ
リ
ー
の
促
進
に
果
た
す
役
割
は

き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
支
援
者
は
常
日
頃
か
ら
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
現
場
（
ダ
ル
ク
や
Ｎ
Ａ
な
ど
の
自
助
活

動
）
に
足
を
運
び
、
そ
こ
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
体
験
的

に
理
解
し
よ
う
と
つ
と
め
る
こ
と
や
、
専
門
家
と
自
助
活

動
の
望
ま
し
い
協
働
関
係
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

3
．
薬
物
依
存
症
者
の
治
療
・
支
援
を
め
ぐ

る
わ
が
国
の
課
題
（
1
）：
関
係
機
関
間
の

連
携

薬
物
依
存
症
の
治
療
や
社
会
復
帰
の
た
め
の
支
援
は
、

医
療
、
経
済
、
居
住
、
就
労
、
人
間
関
係
な
ど
広
範
囲
に

● 2

支援のあり方とわが国の課題

わ
た
り
長
く
続
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
間
の
緊

密
な
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
覚
せ
い
剤
な
ど
違
法
薬
物

を
使
用
す
る
者
に
と
っ
て
は
逮
捕
や
裁
判
な
ど
の
司
法
問

題
も
か
ら
ん
で
く
る
の
で
、
連
携
体
制
の
構
築
は
よ
り
複

雑
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度

が
施
行
さ
れ
薬
物
依
存
症
対
策
に
対
す
る
社
会
の
関
心
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
薬
物
依
存
症
者
の
社
会
復
帰
や

生
活
支
援
に
力
を
入
れ
る
関
係
機
関
は
確
実
に
増
え
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
関
係
機
関
間
の

有
機
的
な
連
携
体
制
の
構
築
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
は
、
良
好
な
連
携
体
制
構
築
に
資
す
る
情
報
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
依
存
症

回
復
支
援
施
設
、
保
護
観
察
所
、
医
療
機
関
な
ど
の
関
係

機
関
を
対
象
に
、
連
携
良
好
と
感
じ
る
機
関
と
の
具
体
的

な
連
携
状
況
に
関
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
経
験
が
あ

り
ま
す

(５
)。

そ
の
結
果
、
良
好
な

連
携
体
制
が
構
築
さ
れ
る
に
は
、

そ
の
土
台
と
し
て
「
関
係
構
築
の

た
め
の
活
動
」
や
「
関
係
構
築
の

た
め
の
姿
勢
・
態
度
」
が
必
要
で

あ
る
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

（
図
2
）。「
関
係
構
築
の
た
め
の

活
動
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
に

は
、8
つ
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー「
訪

問
」「
参
加
」「
開
催
・
共
催
」「
委

託
・
依
頼
」「
手
伝
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」「
情
報
提
供
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

活
動
」「
技
術
支
援
」「
つ
な
ぎ
役
」

が
あ
り
、「
関
係
構
築
の
た
め
の

姿
勢
・
態
度
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

な
か
に
は
、
14
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ

リ
ー
「
考
え
方
や
価
値
観
の
違
い

を
受
け
入
れ
る
」「
性
急
に
変
化

を
せ
ま
ら
ず
待
つ
」「
相
互
に
助

け
合
う
」「
相
互
理
解
に
つ
と
め

る
」「
対
等
で
あ
る
」「
互
い
に
無

理
を
し
な
い
」「
で
き
る
こ
と
は

す
る
」「
過
重
な
負
担
を
避
け
る

な
ど
の
配
慮
を
す
る
」「
役
割
を

分
担
す
る
」「
実
績
を
つ
く
っ
て

信
頼
を
得
る
」「
謙
虚
な
姿
勢
で

接
す
る
」「
ケ
ー
ス
に
関
す
る
情

報
を
共
有
す
る
」「
支
援
体
制
や
運
営
方
法
を
協
議
し
な

が
ら
決
め
る
」「
治
療
や
支
援
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
る
」

が
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
実
際
の
ケ
ー
ス
に
関
す
る
協
議
・
協
働
が
活

発
に
行
わ
れ
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
ケ
ー
ス
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
良
好
な
連
携
体
制
を
つ
く
る
に
は
、

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
形
で
関
係
機

関
職
員
同
士
が
日
常
的
に
交
流
し
、
顔
と
顔
が
つ
な
が
る

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域

の
関
係
機
関
が
一
堂
に
会
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
取
り

組
み
や
職
員
の
紹
介
を
行
う
よ
う
な
も
の
だ
け
で
は
な

く
、関
係
機
関
同
士
が
支
援
の
現
場
を
訪
問
し
合
っ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
業
務
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
・
関
与

し
あ
っ
た
り
、
ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
催
し
た
り
、
実

務
者
レ
ベ
ル
で
定
期
的
に
勉
強
会
や
ケ
ー
ス
検
討
会
を
積

み
重
ね
て
い
く
と
い
っ
た
交
流
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う

に
様
々
な
関
係
機
関
が
相
互
に
交
流
す
る
こ
と
で
、
自
然

に
相
互
理
解
が
進
み
、
シ
ス
テ
ム
に
頼
ら
な
く
と
も
柔
軟

な
体
制
で
気
軽
に
本
音
で
相
談
や
依
頼
が
で
き
る
関
係
性

が
構
築
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に
良
好
な
連
携
体

制
が
あ
り
、
回
復
の
イ
メ
ー
ジ
や
支
援
の
在
り
方
の
共
有

が
進
み
、
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
、
連
携
の
重
要
性
や
意

義
に
対
す
る
認
識
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
。連

携
体
制
の
構
築
は
全
国
一
律
の
方
法
で
成
し
え
る
も

の
で
は
な
く
、
各
地
域
の
関
係
機
関
が
協
働
し
て
そ
の
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
形
を
作
り
あ
げ
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
関
係
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
責
任
を

負
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
関
係
機
関
職
員
に
は
、
常
に

所
属
機
関
の
外
に
目
を
向
け
、
他
の
関
係
機
関
と
積
極
的

な
交
流
を
は
か
り
、
異
な
る
価
値
観
や
専
門
性
を
理
解
す

る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

4
．
薬
物
依
存
症
者
の
治
療
・
支
援
を
め
ぐ

る
わ
が
国
の
課
題
（
2
）：
差
別
や
偏
見

わ
が
国
に
お
け
る
薬
物
依
存
症
者
に
対
す
る
差
別
・
偏

図１ 薬物依存症者に対する生活支援の全体像
「アディクションサイエンス：依存・嗜癖の科｣(7)から引用

● 3
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薬物依存症者に対する治療や



国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
研
究
所

薬
物
依
存
研
究
部

診
断
治
療
開
発
研
究
室
長

近

藤

あ
ゆ
み

1
．
治
療
・
支
援
の
キ
ー
ワ
ー
ド
：「
包
括
的
」

と
「
持
続
的
」

薬
物
依
存
症
者
に
対
す
る
治
療
や
支
援
は
、
薬
物
使
用

歴
や
使
用
の
有
無
に
の
み
焦
点
を
あ
て
る
の
で
は
な
く
、

「
包
括
的
」
か
つ
「
持
続
的
」
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
薬
物
依
存
症
は
、
単
に
脳
の
神
経
回
路
に
生
じ
る

変
化
や
、
薬
物
使
用
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
喪
失
だ
け

で
な
く
、
そ
の
人
の
社
会
生
活
能
力
全
般
に
様
々
な
障
害

を
も
た
ら
す
複
雑
で
広
範
囲
な
疾
患
で
す
。
そ
の
こ
と

は
、
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
物
質
依
存
症
患
者
の
状

態
を
幅
広
く
評
価
す
る
た
め
の
半
構
造
化
面
接
と
し
て
世

界
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
A
ddiction
Severity
Index

（
A
SI(１

)）
が
、「
医
学
的
状
態
」「
雇
用
／
生
計
状
態
」「
薬

物
使
用
」「
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
」「
法
的
状
態
」「
家
族
／

人
間
関
係
」「
精
神
医
学
的
状
態
」
と
7
つ
の
領
域
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
継

続
的
な
薬
物
使
用
は
身
体
的
・
精
神
的
健
康
や
対
人
関
係
、

就
労
す
る
力
な
ど
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
そ
れ
ら

の
問
題
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
再
使
用
・
再
発

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
す
べ

て
の
問
題
の
程
度
を
広
く
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
依
存

症
重
症
度
が
決
定
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
領

域
の
問
題
が
よ
り
深
刻
で
あ
る
か
は
個
人
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
薬
物
使
用
に
関
す
る
事
柄
の
み
に

着
目
す
る
の
で
は
な
く
、「
包
括
的
」
な
視
点
で
そ
の
人

の
生
活
上
の
課
題
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。
さ
ら

に
、
課
題
の
解
決
・
改
善
に
は
年
単
位
の
長
い
期
間
を
要

す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
ま
た
、
薬
物
依
存
症
は
糖
尿

病
や
喘
息
と
同
じ
慢
性
疾
患
で
再
使
用
・
再
発
の
リ
ス
ク

を
常
に
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
持
続
的
」
で
谷
間
の

な
い
支
援
体
制
の
構
築
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
地
域
関
係
諸
機
関
の
緊
密
な
連
携
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

2
．
治
療
・
支
援
の
ゴ
ー
ル
：
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト

図
1
は
、
薬
物
依
存
症
者
に
対
す
る
生
活
支
援
の
全
体

像
を
示
し
た
も
の
で
す
。
薬
物
依
存
症
者
を
囲
む
円
内
に

は
、社
会
復
帰
の
過
程
に
生
じ
得
る
様
々
な
問
題
が
あ
り
、

依
存
症
回
復
支
援
施
設
な
ど
の
支
援
機
関
が
そ
の
人
に

と
っ
て
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
薬

物
依
存
症
者
の
生
活
支
援
を
行
う
際
に
、
居
住
や
経
済
、

医
療
に
関
す
る
問
題
な
ど
は
比
較
的
見
逃
さ
れ
に
く
い
の

で
す
が
、
快
適
に
住
め
る
場
所
が
あ
り
、
生
活
に
必
要
な

所
得
が
保
障
さ
れ
、
適
切
な
医
療
を
受
け
、
ひ
と
ま
ず
薬

物
使
用
が
止
ま
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
生
活
支
援
の
目
標
に

到
達
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
済
的
自
立

の
実
現
が
必
ず
し
も
ゴ
ー
ル
と
な
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
生
活
支
援
の
目
指
す
と
こ
ろ
は「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」

（
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
生
活
の
主
体
者
と
し
て
自
己
決
定
能

力
を
高
め
、
自
己
を
主
張
し
、
生
き
て
い
く
力
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と

(２
)）

で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
「
リ

カ
バ
リ
ー
」（
病
や
障
害
に
よ
っ
て
一
度
は
喪
失
し
た
と

感
じ
ら
れ
た
自
分
自
身
の
人
生
を
も
う
一
度
自
分
の
腕
に

取
り
戻
す
過
程

(３
)）

を
支
え
見
守
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
本
に
立
ち
返
る
と
、
衣
食
住
が

満
た
さ
れ
た
安
心
安
全
な
生
活
の
実
現
に
加
え
、
薬
物
依

存
症
者
で
あ
る
こ
と
も
含
め
て
自
分
自
身
を
肯
定
的
に
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
社
会
参
加
を
通
し
て
自
分

の
存
在
意
義
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、そ
し
て
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
容
し
て
く
れ
る
安
全
な
居
場
所

や
人
間
関
係
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
、
生
活
支

援
の
重
要
な
目
標
と
な
り
ま
す
。
最
初
か
ら
断
薬
継
続
ば

か
り
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
る
と
、
薬
物
使
用
の
有
無
に
振

り
回
さ
れ
て
本
来
の
支
援
目
標
を
見
失
う
だ
け
で
な
く
、

良
好
な
援
助
関
係
を
損
な
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
、

支
援
者
に
は
、
リ
カ
バ
リ
ー
や
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
先
に

薬
物
を
必
要
と
し
な
い
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
あ
る
と
い

う
柔
軟
な
考
え
方
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
リ
カ
バ
リ
ー
を
促
進
す
る

重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
に
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
共
通
の
経
験
・
体
験
を
も
つ
者

同
士
が
対
等
な
関
係
の
な
か
で
支
え
合
う
こ
と
で

(４
)、

薬

物
依
存
症
者
の
生
活
支
援
を
行
う
際
に
も
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
重
要
な
視
点
で
す
。
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
リ
カ
バ
リ
ー
の
促
進
に
果
た
す
役
割
は

き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
支
援
者
は
常
日
頃
か
ら
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
現
場
（
ダ
ル
ク
や
Ｎ
Ａ
な
ど
の
自
助
活

動
）
に
足
を
運
び
、
そ
こ
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
体
験
的

に
理
解
し
よ
う
と
つ
と
め
る
こ
と
や
、
専
門
家
と
自
助
活

動
の
望
ま
し
い
協
働
関
係
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

3
．
薬
物
依
存
症
者
の
治
療
・
支
援
を
め
ぐ

る
わ
が
国
の
課
題
（
1
）：
関
係
機
関
間
の

連
携

薬
物
依
存
症
の
治
療
や
社
会
復
帰
の
た
め
の
支
援
は
、

医
療
、
経
済
、
居
住
、
就
労
、
人
間
関
係
な
ど
広
範
囲
に

● 2

支援のあり方とわが国の課題

わ
た
り
長
く
続
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
間
の
緊

密
な
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
覚
せ
い
剤
な
ど
違
法
薬
物

を
使
用
す
る
者
に
と
っ
て
は
逮
捕
や
裁
判
な
ど
の
司
法
問

題
も
か
ら
ん
で
く
る
の
で
、
連
携
体
制
の
構
築
は
よ
り
複

雑
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度

が
施
行
さ
れ
薬
物
依
存
症
対
策
に
対
す
る
社
会
の
関
心
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
薬
物
依
存
症
者
の
社
会
復
帰
や

生
活
支
援
に
力
を
入
れ
る
関
係
機
関
は
確
実
に
増
え
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
関
係
機
関
間
の

有
機
的
な
連
携
体
制
の
構
築
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
は
、
良
好
な
連
携
体
制
構
築
に
資
す
る
情
報
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
依
存
症

回
復
支
援
施
設
、
保
護
観
察
所
、
医
療
機
関
な
ど
の
関
係

機
関
を
対
象
に
、
連
携
良
好
と
感
じ
る
機
関
と
の
具
体
的

な
連
携
状
況
に
関
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
経
験
が
あ

り
ま
す

(５
)。

そ
の
結
果
、
良
好
な

連
携
体
制
が
構
築
さ
れ
る
に
は
、

そ
の
土
台
と
し
て
「
関
係
構
築
の

た
め
の
活
動
」
や
「
関
係
構
築
の

た
め
の
姿
勢
・
態
度
」
が
必
要
で

あ
る
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

（
図
2
）。「
関
係
構
築
の
た
め
の

活
動
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
に

は
、8
つ
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー「
訪

問
」「
参
加
」「
開
催
・
共
催
」「
委

託
・
依
頼
」「
手
伝
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」「
情
報
提
供
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

活
動
」「
技
術
支
援
」「
つ
な
ぎ
役
」

が
あ
り
、「
関
係
構
築
の
た
め
の

姿
勢
・
態
度
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

な
か
に
は
、
14
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ

リ
ー
「
考
え
方
や
価
値
観
の
違
い

を
受
け
入
れ
る
」「
性
急
に
変
化

を
せ
ま
ら
ず
待
つ
」「
相
互
に
助

け
合
う
」「
相
互
理
解
に
つ
と
め

る
」「
対
等
で
あ
る
」「
互
い
に
無

理
を
し
な
い
」「
で
き
る
こ
と
は

す
る
」「
過
重
な
負
担
を
避
け
る

な
ど
の
配
慮
を
す
る
」「
役
割
を

分
担
す
る
」「
実
績
を
つ
く
っ
て

信
頼
を
得
る
」「
謙
虚
な
姿
勢
で

接
す
る
」「
ケ
ー
ス
に
関
す
る
情

報
を
共
有
す
る
」「
支
援
体
制
や
運
営
方
法
を
協
議
し
な

が
ら
決
め
る
」「
治
療
や
支
援
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
る
」

が
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
実
際
の
ケ
ー
ス
に
関
す
る
協
議
・
協
働
が
活

発
に
行
わ
れ
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
ケ
ー
ス
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
良
好
な
連
携
体
制
を
つ
く
る
に
は
、

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
形
で
関
係
機

関
職
員
同
士
が
日
常
的
に
交
流
し
、
顔
と
顔
が
つ
な
が
る

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域

の
関
係
機
関
が
一
堂
に
会
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
取
り

組
み
や
職
員
の
紹
介
を
行
う
よ
う
な
も
の
だ
け
で
は
な

く
、関
係
機
関
同
士
が
支
援
の
現
場
を
訪
問
し
合
っ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
業
務
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
・
関
与

し
あ
っ
た
り
、
ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
催
し
た
り
、
実

務
者
レ
ベ
ル
で
定
期
的
に
勉
強
会
や
ケ
ー
ス
検
討
会
を
積

み
重
ね
て
い
く
と
い
っ
た
交
流
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う

に
様
々
な
関
係
機
関
が
相
互
に
交
流
す
る
こ
と
で
、
自
然

に
相
互
理
解
が
進
み
、
シ
ス
テ
ム
に
頼
ら
な
く
と
も
柔
軟

な
体
制
で
気
軽
に
本
音
で
相
談
や
依
頼
が
で
き
る
関
係
性

が
構
築
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に
良
好
な
連
携
体

制
が
あ
り
、
回
復
の
イ
メ
ー
ジ
や
支
援
の
在
り
方
の
共
有

が
進
み
、
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
、
連
携
の
重
要
性
や
意

義
に
対
す
る
認
識
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
。連

携
体
制
の
構
築
は
全
国
一
律
の
方
法
で
成
し
え
る
も

の
で
は
な
く
、
各
地
域
の
関
係
機
関
が
協
働
し
て
そ
の
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
形
を
作
り
あ
げ
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
関
係
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
責
任
を

負
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
関
係
機
関
職
員
に
は
、
常
に

所
属
機
関
の
外
に
目
を
向
け
、
他
の
関
係
機
関
と
積
極
的

な
交
流
を
は
か
り
、
異
な
る
価
値
観
や
専
門
性
を
理
解
す

る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

4
．
薬
物
依
存
症
者
の
治
療
・
支
援
を
め
ぐ

る
わ
が
国
の
課
題
（
2
）：
差
別
や
偏
見

わ
が
国
に
お
け
る
薬
物
依
存
症
者
に
対
す
る
差
別
・
偏

図１ 薬物依存症者に対する生活支援の全体像
「アディクションサイエンス：依存・嗜癖の科｣(7)から引用
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見
は
極
め
て
深
刻
で
す
。
薬
物
使
用
歴
が
あ
る
と
い
う
だ

け
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
断
ら
れ
た
り
、
薬
物

依
存
症
の
病
名
で
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
薬
物

依
存
症
を
事
由
と
す
る
福
祉
制
度
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
現
実
に
起
き
て
い
ま
す

(６
)。

と
り
わ
け
、

逮
捕
経
験
が
あ
る
者
や
刑
務
所
出

所
者
に
対
す
る
眼
差
し
は
厳
し

く
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を

抱
え
た
人
で
は
な
く
犯
罪
者
と
し

て
扱
わ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
社
会
復
帰
の
ハ
ー

ド
ル
が
格
段
に
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
近
年
は
、
国
に
よ
る

刑
務
所
出
所
者
の
社
会
復
帰
支
援

策
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
全
体

の
認
識
が
変
わ
ら
な
い
ま
ま
で
い

く
ら
支
援
策
を
講
じ
て
も
限
界
は

大
き
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
理

解
あ
る
雇
用
主
が
逮
捕
歴
を
承
知

の
う
え
で
薬
物
依
存
症
者
を
雇
用

し
た
と
し
て
、
依
存
症
の
再
発
に

よ
り
再
犯
に
至
っ
た
時
に
、
犯
罪

者
が
出
た
と
い
う
理
由
で
事
業
所

の
信
頼
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
社
会

で
は
、
積
極
的
に
雇
用
し
よ
う
と

す
る
動
き
は
広
ま
っ
て
い
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
世

間
の
厳
し
い
眼
差
し
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
家
族
に
ま
で
も
及
ん
で

い
ま
す
。
ま
る
で
本
人
の
薬
物
使

用
の
原
因
が
家
族
に
あ
る
か
の
よ

う
に
み
な
さ
れ
た
り
、
家
族
と
し

て
本
人
の
更
生
の
責
任
を
追
及
さ

れ
た
り
す
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
薬
物
依
存
症
者
と
そ
の
家
族
を
孤
独
に
し
孤
立
さ
せ
る

社
会
で
リ
カ
バ
リ
ー
を
実
現
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
こ

と
か
ら
、
支
援
者
に
は
、
啓
発
活
動
な
ど
差
別
・
偏
見
が

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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見
は
極
め
て
深
刻
で
す
。
薬
物
使
用
歴
が
あ
る
と
い
う
だ

け
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
断
ら
れ
た
り
、
薬
物

依
存
症
の
病
名
で
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
薬
物

依
存
症
を
事
由
と
す
る
福
祉
制
度
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
現
実
に
起
き
て
い
ま
す

(６
)。

と
り
わ
け
、

逮
捕
経
験
が
あ
る
者
や
刑
務
所
出

所
者
に
対
す
る
眼
差
し
は
厳
し

く
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を

抱
え
た
人
で
は
な
く
犯
罪
者
と
し

て
扱
わ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
社
会
復
帰
の
ハ
ー

ド
ル
が
格
段
に
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
近
年
は
、
国
に
よ
る

刑
務
所
出
所
者
の
社
会
復
帰
支
援

策
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
全
体

の
認
識
が
変
わ
ら
な
い
ま
ま
で
い

く
ら
支
援
策
を
講
じ
て
も
限
界
は

大
き
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
理

解
あ
る
雇
用
主
が
逮
捕
歴
を
承
知

の
う
え
で
薬
物
依
存
症
者
を
雇
用

し
た
と
し
て
、
依
存
症
の
再
発
に

よ
り
再
犯
に
至
っ
た
時
に
、
犯
罪

者
が
出
た
と
い
う
理
由
で
事
業
所

の
信
頼
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
社
会

で
は
、
積
極
的
に
雇
用
し
よ
う
と

す
る
動
き
は
広
ま
っ
て
い
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
世

間
の
厳
し
い
眼
差
し
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
家
族
に
ま
で
も
及
ん
で

い
ま
す
。
ま
る
で
本
人
の
薬
物
使

用
の
原
因
が
家
族
に
あ
る
か
の
よ

う
に
み
な
さ
れ
た
り
、
家
族
と
し

て
本
人
の
更
生
の
責
任
を
追
及
さ

れ
た
り
す
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
薬
物
依
存
症
者
と
そ
の
家
族
を
孤
独
に
し
孤
立
さ
せ
る

社
会
で
リ
カ
バ
リ
ー
を
実
現
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
こ

と
か
ら
、
支
援
者
に
は
、
啓
発
活
動
な
ど
差
別
・
偏
見
が

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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は
じ
め
に

最
近
、
大
麻
や
依
存
性
薬
物
の
所
持
や
使
用
で
芸
能

人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
テ
レ
ビ
や
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い
る
。
覚
せ
い
剤

の
乱
用
防
止
活
動
は
全
国
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
比
べ
て
大
麻
の
乱
用
防
止
活
動
は
十
分
と

は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
薬
物
乱
用
防
止
活
動
は

ど
う
し
て
も
覚
せ
い
剤
が
中
心
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
の
薬
物
乱
用
は
、
大
麻
の
乱
用
が
増
加

し
て
最
も
多
く
、
低
年
齢
層
に
ま
で
拡
大
し
て
お
り
、

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
（
入
門
薬
物
）
と
呼
ば
れ

て
い

(１
)る
。
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
と
は
、ア
ル
コ
ー

ル
や
タ
バ
コ
、
有
機
溶
剤
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
、
大
麻
な

ど
の
比
較
的
依
存
性
の
弱
い
薬
物（
ソ
フ
ト
ド
ラ
ッ
グ
）

を
指
し
、
こ
れ
ら
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
は
他

の
も
っ
と
強
力
な
依
存
性
薬
物
（
ハ
ー
ド
ド
ラ
ッ
グ
）

の
使
用
を
促
す
よ
う
に
な
る
た
め
に
薬
物
依
存
の
入
り

口
と
な
る
薬
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
麻
の
乱
用

拡
大
が
よ
り
強
力
な
覚
せ
い
剤
な
ど
の
更
な
る
乱
用
の

拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
号
で
は
大
麻
の
薬
理
作
用
、
副
作
用
、

依
存
性
な
ど
を
良
く
理
解
し
、
さ
ら
に
日
本
や
米
国
、

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
大
麻
の
乱
用
状
況
を
理
解
し
て
、
大

麻
や
他
の
薬
物
乱
用
の
防
止
に
活
用
し
て
頂
く
こ
と
を

目
指
し
た
。

大
麻
と
は

大
麻
取
締
法
で
｢大
麻
と
は
、
大
麻
草
(学
名
Can-

nabis
sativa
L）
及
び
そ
の
製
品
を
い
う
。
た
だ
し
、

大
麻
草
の
成
熟
し
た
茎
及
び
そ
の
製
品
（
樹
脂
を
除

く
。)
並
び
に
大
麻
草
の
種
子
及
び
そ
の
製
品
を
除

く
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
麻
の
主
成
分
は
Δ９
テ
ト
ラ

ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
）
と
カ
ン
ナ

ビ
ジ
オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
で
あ
る
。
大
麻
に
は
主
成
分

の
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
種
や
産
地
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
3

―
25
％
程
度
含
有
す
る
。
そ
し
て
、
大
麻
の
吸
引
に
よ

り
速
や
か
に
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
脳
に
移
行
し
て
精
神
作
用

を
示
す
。
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
痛
み
、
吐
き
気
や
痙
攣
を
抑

制
し
、
食
欲
を
促
進
す
る
な
ど
の
薬
理
作
用
を
示
す
。

米
国
や
カ
ナ
ダ
で
は
が
ん
の
化
学
療
法
に
伴
う
吐
き
気

の
治
療
、
難
治
性
疼
痛
の
治
療
や
エ
イ
ズ
患
者
の
食
欲

減
退
の
改
善
な
ど
に
対
す
る
有
効
性
と
安
全
性
が
確
認

さ
れ
、
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民

間
療
法
と
し
て
痛
み
、
吐
き
気
、
食
欲
減
退
な
ど
の
改

善
や
関
節
炎
、
緑
内
障
、
て
ん
か
ん
、
Ｃ
型
肝
炎
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な
ど
多
く
の
疾

患
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
１
つ
の
主
成
分

で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
精
神
作
用
を
起
こ
さ
ず
、
抗
炎
症
、

抗
糖
尿
、
抗
が
ん
、
鎮
痛
、
制
吐
、
抗
不
安
、
抗
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
な
ど
多
彩
な
作
用
を
示
す
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い

(２
)る

。

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受
容
体

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
速
や
か
に
脳

に
移
行
し
て
精
神
作
用
を
示
す
が
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

部
位
と
し
て
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
（
Ｃ
Ｂ
）
受
容
体
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
Ｃ
Ｂ

受
容
体
に
は
サ
ブ
タ
イ
プ
が
存
在
し
、
中
枢
型
の
Ｃ
Ｂ

1
と
末
梢
型
の
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
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最
新
の
大
麻
情
勢星

薬
科
大
学
薬
物
依
存
研
究
室

鈴

木

勉

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
厳
密
な
も
の
で

は
な
く
、Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
が
末
梢
に
、

ま
た
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
が
中
枢
に
も
存

在
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
麻
成
分
が
結
合
す
る

受
容
体
が
生
体
内
に
存
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
受
容
体
に
結

合
す
る
生
体
内
物
質
（
内
因
性
リ
ガ

ン
ド
）
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
内
因

性
リ
ガ
ン
ド
と
し
て
ア
ナ
ン
ダ
ミ
ド

や
2
―
ア
ラ
キ
ド
ノ
イ
ル
グ
リ
セ

ロ
ー
ル
（
2
―
Ａ

(３
)Ｇ

）
な
ど
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
1
と
Ｃ

Ｂ
2
受
容
体
は
Gi/o
タ
ン
パ
ク
質

共
役
型
受
容
体
で
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
1
受

容
体
は
海
馬
や
大
脳
皮
質
に
多
く
分

布
し
て
認
知
や
記
憶
に
関
わ
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
大
脳
基
底
核
、
黒
質
、

小
脳
な
ど
に
も
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
が
多

く
分
布
し
て
運
動
の
制
御
に
関
与
し

て
い
る
。
一
方
、
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
は

脾
臓
、
扁
桃
腺
、
リ
ン
パ
節
の
Ｂ
細

胞
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
キ
ラ
ー
細
胞
な
ど
に
多
く
分
布
し
て
免
疫
機
能
を
制

御
し
て
い

(４
，
５
)

る
。

Δ９
-テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Δ９
-Ｔ

Ｈ
Ｃ
）
と
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
の

薬
理
作
用

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
大
麻
の
主
成
分
で
あ
り
、
薬
物
依
存

を
引
き
起
こ
す
原
因
物
質
で
も
あ
る
。
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
は

脳
に
移
行
し
て
、
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
に
結
合
す
る
こ
と
に

よ
り
受
容
体
を
活
性
化
し
て
精
神
作
用
を
発
現
す
る
。

ま
ず
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
1.0
―
10.0
m
g/kg
を
マ
ウ
ス
に

投
与
し
て
自
発
運
動
量
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
用
量
依

存
的
な
抑
制
が
認
め
ら
れ
、
5.6
と
10.0
m
g/kg
で
は

有
意
な
抑
制
が
認
め
ら
れ
て
い

(６
)る

。
す
な
わ
ち
、
Δ９
-

Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
中
枢
抑
制
作
用
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
ヒ
ト
に
お
け
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
精
神
作
用
と
し
て

は
視
覚
・
聴
覚
の
異
常
、
時
間
・
空
間
的
認
知
の
異
常
、

思
考
過
程
の
異
常
、
被
暗
示
性
の
増
大
、
感
情
の
平
板

化
、
自
発
性
の
低
下
、
思
考
能
力
の
低
下
及
び
記
憶
障

害
を
起
こ
す
が
、
喫
煙
者
の
性
格
や
気
分
、
喫
煙
環
境

な
ど
に
よ
っ
て
も
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
は
大
き
く
左
右

さ
れ

(５
)る

。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
も
大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｂ
1
及
び

Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
に
対
し
て
非
常
に
低
親
和
性
で
あ
り
、

表１ カンナビノイド受容体
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は
じ
め
に

最
近
、
大
麻
や
依
存
性
薬
物
の
所
持
や
使
用
で
芸
能

人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
テ
レ
ビ
や
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い
る
。
覚
せ
い
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の
乱
用
防
止
活
動
は
全
国
で
活
発
に
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る

が
、
こ
れ
に
比
べ
て
大
麻
の
乱
用
防
止
活
動
は
十
分
と

は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
薬
物
乱
用
防
止
活
動
は

ど
う
し
て
も
覚
せ
い
剤
が
中
心
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
の
薬
物
乱
用
は
、
大
麻
の
乱
用
が
増
加

し
て
最
も
多
く
、
低
年
齢
層
に
ま
で
拡
大
し
て
お
り
、

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
（
入
門
薬
物
）
と
呼
ば
れ

て
い

(１
)る
。
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
と
は
、ア
ル
コ
ー

ル
や
タ
バ
コ
、
有
機
溶
剤
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
、
大
麻
な

ど
の
比
較
的
依
存
性
の
弱
い
薬
物（
ソ
フ
ト
ド
ラ
ッ
グ
）

を
指
し
、
こ
れ
ら
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
は
他

の
も
っ
と
強
力
な
依
存
性
薬
物
（
ハ
ー
ド
ド
ラ
ッ
グ
）

の
使
用
を
促
す
よ
う
に
な
る
た
め
に
薬
物
依
存
の
入
り

口
と
な
る
薬
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
麻
の
乱
用

拡
大
が
よ
り
強
力
な
覚
せ
い
剤
な
ど
の
更
な
る
乱
用
の

拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
号
で
は
大
麻
の
薬
理
作
用
、
副
作
用
、

依
存
性
な
ど
を
良
く
理
解
し
、
さ
ら
に
日
本
や
米
国
、

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
大
麻
の
乱
用
状
況
を
理
解
し
て
、
大

麻
や
他
の
薬
物
乱
用
の
防
止
に
活
用
し
て
頂
く
こ
と
を

目
指
し
た
。

大
麻
と
は

大
麻
取
締
法
で
｢大
麻
と
は
、
大
麻
草
(学
名
Can-

nabis
sativa
L）
及
び
そ
の
製
品
を
い
う
。
た
だ
し
、

大
麻
草
の
成
熟
し
た
茎
及
び
そ
の
製
品
（
樹
脂
を
除

く
。)
並
び
に
大
麻
草
の
種
子
及
び
そ
の
製
品
を
除

く
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
麻
の
主
成
分
は
Δ９
テ
ト
ラ

ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
）
と
カ
ン
ナ

ビ
ジ
オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
で
あ
る
。
大
麻
に
は
主
成
分

の
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
種
や
産
地
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
3

―
25
％
程
度
含
有
す
る
。
そ
し
て
、
大
麻
の
吸
引
に
よ

り
速
や
か
に
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
脳
に
移
行
し
て
精
神
作
用

を
示
す
。
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
痛
み
、
吐
き
気
や
痙
攣
を
抑

制
し
、
食
欲
を
促
進
す
る
な
ど
の
薬
理
作
用
を
示
す
。

米
国
や
カ
ナ
ダ
で
は
が
ん
の
化
学
療
法
に
伴
う
吐
き
気

の
治
療
、
難
治
性
疼
痛
の
治
療
や
エ
イ
ズ
患
者
の
食
欲

減
退
の
改
善
な
ど
に
対
す
る
有
効
性
と
安
全
性
が
確
認

さ
れ
、
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民

間
療
法
と
し
て
痛
み
、
吐
き
気
、
食
欲
減
退
な
ど
の
改

善
や
関
節
炎
、
緑
内
障
、
て
ん
か
ん
、
Ｃ
型
肝
炎
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な
ど
多
く
の
疾

患
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
１
つ
の
主
成
分

で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
精
神
作
用
を
起
こ
さ
ず
、
抗
炎
症
、

抗
糖
尿
、
抗
が
ん
、
鎮
痛
、
制
吐
、
抗
不
安
、
抗
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
な
ど
多
彩
な
作
用
を
示
す
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い

(２
)る

。

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受
容
体

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
速
や
か
に
脳

に
移
行
し
て
精
神
作
用
を
示
す
が
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

部
位
と
し
て
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
（
Ｃ
Ｂ
）
受
容
体
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
Ｃ
Ｂ

受
容
体
に
は
サ
ブ
タ
イ
プ
が
存
在
し
、
中
枢
型
の
Ｃ
Ｂ

1
と
末
梢
型
の
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
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最
新
の
大
麻
情
勢星

薬
科
大
学
薬
物
依
存
研
究
室

鈴

木

勉

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
厳
密
な
も
の
で

は
な
く
、Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
が
末
梢
に
、

ま
た
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
が
中
枢
に
も
存

在
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
麻
成
分
が
結
合
す
る

受
容
体
が
生
体
内
に
存
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
受
容
体
に
結

合
す
る
生
体
内
物
質
（
内
因
性
リ
ガ

ン
ド
）
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
内
因

性
リ
ガ
ン
ド
と
し
て
ア
ナ
ン
ダ
ミ
ド

や
2
―
ア
ラ
キ
ド
ノ
イ
ル
グ
リ
セ

ロ
ー
ル
（
2
―
Ａ

(３
)Ｇ

）
な
ど
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
1
と
Ｃ

Ｂ
2
受
容
体
は
Gi/o
タ
ン
パ
ク
質

共
役
型
受
容
体
で
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
1
受

容
体
は
海
馬
や
大
脳
皮
質
に
多
く
分

布
し
て
認
知
や
記
憶
に
関
わ
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
大
脳
基
底
核
、
黒
質
、

小
脳
な
ど
に
も
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
が
多

く
分
布
し
て
運
動
の
制
御
に
関
与
し

て
い
る
。
一
方
、
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
は

脾
臓
、
扁
桃
腺
、
リ
ン
パ
節
の
Ｂ
細

胞
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
キ
ラ
ー
細
胞
な
ど
に
多
く
分
布
し
て
免
疫
機
能
を
制

御
し
て
い

(４
，
５
)

る
。

Δ９
-テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Δ９
-Ｔ

Ｈ
Ｃ
）
と
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
の

薬
理
作
用

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
大
麻
の
主
成
分
で
あ
り
、
薬
物
依
存

を
引
き
起
こ
す
原
因
物
質
で
も
あ
る
。
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
は

脳
に
移
行
し
て
、
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
に
結
合
す
る
こ
と
に

よ
り
受
容
体
を
活
性
化
し
て
精
神
作
用
を
発
現
す
る
。

ま
ず
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
1.0
―
10.0
m
g/kg
を
マ
ウ
ス
に

投
与
し
て
自
発
運
動
量
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
用
量
依

存
的
な
抑
制
が
認
め
ら
れ
、
5.6
と
10.0
m
g/kg
で
は

有
意
な
抑
制
が
認
め
ら
れ
て
い

(６
)る

。
す
な
わ
ち
、
Δ９
-

Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
中
枢
抑
制
作
用
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
ヒ
ト
に
お
け
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
精
神
作
用
と
し
て

は
視
覚
・
聴
覚
の
異
常
、
時
間
・
空
間
的
認
知
の
異
常
、

思
考
過
程
の
異
常
、
被
暗
示
性
の
増
大
、
感
情
の
平
板

化
、
自
発
性
の
低
下
、
思
考
能
力
の
低
下
及
び
記
憶
障

害
を
起
こ
す
が
、
喫
煙
者
の
性
格
や
気
分
、
喫
煙
環
境

な
ど
に
よ
っ
て
も
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
は
大
き
く
左
右

さ
れ

(５
)る

。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
も
大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｂ
1
及
び

Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
に
対
し
て
非
常
に
低
親
和
性
で
あ
り
、

表１ カンナビノイド受容体
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か
つ
間
接
的
に
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
に
拮
抗
作
用
を
示
す
こ

と
か
ら
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
を
減
弱
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
始
め
と
す
る
Ｃ
Ｂ
1
受
容

体
作
動
薬
は
カ
タ
レ
プ
シ
ー
を
誘
発
す
る
が
、
こ
れ
を

Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
抑
制
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

(７
)る
。
カ
タ
レ
プ
シ
ー
と
は
身
体
が
鉱
物
の
よ
う
に
固
ま

り
、な
さ
れ
る
が
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
自
分
の
意
志
に
従
っ
た
行
動
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
大
麻
を
暴
露
し
た
マ
ウ
ス
で
も
、

鉄
棒
に
掴
ま
り
立
ち
し
た
状
態
を
長
時
間
に
渡
っ
て
続

け
る
、
す
な
わ
ち
、
カ
タ
レ
プ
シ
ー
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
の
密
度
を
上
昇
し
、
Ｃ

Ｂ
1
受
容
体
の
情
報
伝
達
経
路
で
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
を
強

め
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は

5-H
T
1A
受
容
体
の
部
分
作
動
薬
で
あ
り
、
抗
う
つ
、

抗
不
安
、
神
経
細
胞
保
護
作
用
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
μ
及
び
δ
オ
ピ
オ
イ
ド
受

容
体
の
間
接
的
な
作
動
薬
と
し
て
も
作
用
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
薬
理
作
用
は
PPA
Rγ

の
作
動
薬
と
し
て

働
き
、
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム
の
放
出
を
誘
導
す
る
。

PPA
Rγ

は
N
F-κ

B（
nuclear
factor-κ

B）
や

ST
A
T
（
signal
transducer
and
activation
of

transcription）、
A
P-1（
activator
protein-1）
な

ど
の
転
写
因
子
を
直
接
ま
た
は
cofactor
と
の
競
合

を
介
し
て
間
接
的
に
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き

(８
)る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
で
あ
る
ア
ナ
ン
ダ
ミ

ド
の
濃
度
を
上
昇
さ
せ
て
薬
理
作
用
を
発
現
す
る
こ
と

も
知
ら
れ
て
い

(４
)る

。

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
依
存
性

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
30
m
g
を
ヒ
ト
に
投
与
し
た
時
に
、
高

揚
感
は
有
意
に
発
現
し
、
落
ち
着
き
の
な
さ
と
怒
り
や

す
さ
は
増
加
傾
向
を
示
し
た
が
、
不
安
は
減
少
し
た
。

一
方
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
投
与
を
休
薬
す
る
と
、
高
揚
感

は
減
少
し
、
落
ち
着
き
の
な
さ
、
不
安
と
怒
り
や
す
さ

が
有
意
に
増
加
し

(５
)た
。
こ
の
よ
う
に
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
高

揚
感
を
有
意
に
引
き
起
こ
す
こ
と
が
、
薬
物
依
存
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、ラ
ッ
ト
を
用
い
て
、

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
6
m
g/kg
を
反
復
腹
腔
内
投
与
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ム
リ
サ
イ
ド
や
怒
り
や
す
さ
が
投
与
14
、
15

日
よ
り
発
現
し
、
50
％
程
度
の
ラ
ッ
ト
に
ム
リ
サ
イ
ド

や
怒
り
や
す
さ
が
発
現
し
た
。
ま
た
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の

投
与
を
休
薬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ム
リ
サ
イ
ド
は
急
激

に
減
少
し
た
が
、
怒
り
や
す
さ
は
徐
々
に
減
少
し
た
。

ム
リ
サ
イ
ド
と
は
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
反
復
投
与
さ
れ
た

ラ
ッ
ト
の
ケ
ー
ジ
に
マ
ウ
ス
を
入
れ
る
と
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ

Ｃ
反
復
投
与
ラ
ッ
ト
が
マ
ウ
ス
を
噛
み
殺
し
て
し
ま
う

と
い
う
現
象
を
い

(５
)う

。
ま
た
、
ラ
ッ
ト
の
ケ
ー
ジ
に
割

り
箸
を
入
れ
る
と
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
反
復
投
与
ラ
ッ
ト
は

激
し
く
噛
み
付
い
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ

を
反
復
投
与
さ
れ
た
ラ
ッ
ト
は
、
外
界
の
刺
激
に
対
し

て
非
常
に
攻
撃
的
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

米
国
に
お
け
る
大
麻
状

(９
)況

米
国
に
お
け
る
大
麻
の
生
涯
経
験
率
が
約
42
％
と
言

わ
れ
て
お
り
、
大
麻
の
乱
用
が
米
国
全
土
に
拡
大
し
、

一
部
の
州
（
10
州
と
Ｄ
Ｃ
）
で
は
タ
バ
コ
の
よ
う
に
大

麻
の
所
持
と
使
用
を
限
定
的
に
認
め
て
い
る
。
ま
た
、

大
麻
成
分
が
医
薬
品
と
し
て
も
承
認
さ
れ
、
使
用
さ
れ

て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

①
大
麻
系
医
薬
品

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
、

あ
る
い
は
合
成
さ
れ
た
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
ド
ロ
ナ
ビ

ノ
ー
ル
）
の
基
礎
研
究
と
臨
床
研
究
に
お
い
て
そ

の
有
効
性
と
安
全
性
が
証
明
さ
れ
、
以
下
の
よ
う

に
、
医
薬
品
と
し
て
承
認
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。

①
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
Ⓡ
：
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
27
m
g/

m
L
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
25
m
g/m
L
を
配
合
す
る
口
腔

ス
プ
レ
ー
と
し
て
英
国
GW
Pharm
aceuti-

cals社
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
多
発
性
硬
化
症
に

伴
う
神
経
障
害
性
疼
痛
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
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い
る
。

②
マ
リ
ノ
ー
ル
Ⓡ
：
米
国
A
bbV
ie
社
が
開
発

し
た
合
成
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
、一
般
名
ド
ロ
ナ
ビ
ノ
ー

ル
を
主
成
分
と
す
る
カ
プ
セ
ル
剤
（
2.5,5
及

び
10
m
g）
で
、
化
学
療
法
に
伴
う
嘔
気
・
嘔

吐
の
治
療
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

②
医
療
用
大
麻

大
麻
の
主
成
分
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
あ
る
い
は
Ｃ
Ｂ
Ｄ

を
含
有
す
る
乾
燥
大
麻
や
大
麻
オ
イ
ル
（
写
真

１
）、
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
（
写
真
２
）、
製
剤
、

テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
（
写
真
３
）
な
ど
が
医
療
用
大
麻

で
あ
る
が
、
医
薬
品
と
異
な
り
有
効
性
も
安
全
性

も
十
分
に
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
製
品
は
薬
効
を
謳
っ
て
い
る
た
め
医
療
用

大
麻
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

③
娯
楽
用
大
麻

米
国
の
連
邦
政
府
は
単
一
麻
薬
条
約
に
従
っ
て

大
麻
の
所
持
お
よ
び
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
し

か
し
、
一
部
の
州
政
府
は
医
療
用
大
麻
（
33
州
と

Ｄ
Ｃ
）
だ
け
で
な
く
、
娯
楽
用
大
麻
（
10
州
と
Ｄ

Ｃ
）
の
使
用
も
容
認
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
州
で
は
合
法
的
に
娯
楽
用
と
し
て
大
麻
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
青
少
年
を
大
麻
か
ら

写真１
カンナビスオイルの成分表示（CBDや THCなどの、有効成分の含量がすべての商品に明記されている）。天然成分なの
で、CBDや THC の含量は一定ではないが、品質の悪いものを使用しても効果が期待できないので、どの商品にも含量
が明記されている。
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か
つ
間
接
的
に
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
に
拮
抗
作
用
を
示
す
こ

と
か
ら
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
を
減
弱
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
始
め
と
す
る
Ｃ
Ｂ
1
受
容

体
作
動
薬
は
カ
タ
レ
プ
シ
ー
を
誘
発
す
る
が
、
こ
れ
を

Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
抑
制
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

(７
)る
。
カ
タ
レ
プ
シ
ー
と
は
身
体
が
鉱
物
の
よ
う
に
固
ま

り
、な
さ
れ
る
が
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
自
分
の
意
志
に
従
っ
た
行
動
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
大
麻
を
暴
露
し
た
マ
ウ
ス
で
も
、

鉄
棒
に
掴
ま
り
立
ち
し
た
状
態
を
長
時
間
に
渡
っ
て
続

け
る
、
す
な
わ
ち
、
カ
タ
レ
プ
シ
ー
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
の
密
度
を
上
昇
し
、
Ｃ

Ｂ
1
受
容
体
の
情
報
伝
達
経
路
で
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
を
強

め
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は

5-H
T
1A
受
容
体
の
部
分
作
動
薬
で
あ
り
、
抗
う
つ
、

抗
不
安
、
神
経
細
胞
保
護
作
用
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
μ
及
び
δ
オ
ピ
オ
イ
ド
受

容
体
の
間
接
的
な
作
動
薬
と
し
て
も
作
用
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
薬
理
作
用
は
PPA
Rγ

の
作
動
薬
と
し
て

働
き
、
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム
の
放
出
を
誘
導
す
る
。

PPA
Rγ

は
N
F-κ

B（
nuclear
factor-κ

B）
や

ST
A
T
（
signal
transducer
and
activation
of

transcription）、
A
P-1（
activator
protein-1）
な

ど
の
転
写
因
子
を
直
接
ま
た
は
cofactor
と
の
競
合

を
介
し
て
間
接
的
に
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き

(８
)る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
で
あ
る
ア
ナ
ン
ダ
ミ

ド
の
濃
度
を
上
昇
さ
せ
て
薬
理
作
用
を
発
現
す
る
こ
と

も
知
ら
れ
て
い

(４
)る

。

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
依
存
性

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
30
m
g
を
ヒ
ト
に
投
与
し
た
時
に
、
高

揚
感
は
有
意
に
発
現
し
、
落
ち
着
き
の
な
さ
と
怒
り
や

す
さ
は
増
加
傾
向
を
示
し
た
が
、
不
安
は
減
少
し
た
。

一
方
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
投
与
を
休
薬
す
る
と
、
高
揚
感

は
減
少
し
、
落
ち
着
き
の
な
さ
、
不
安
と
怒
り
や
す
さ

が
有
意
に
増
加
し

(５
)た
。
こ
の
よ
う
に
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
高

揚
感
を
有
意
に
引
き
起
こ
す
こ
と
が
、
薬
物
依
存
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、ラ
ッ
ト
を
用
い
て
、

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
6
m
g/kg
を
反
復
腹
腔
内
投
与
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ム
リ
サ
イ
ド
や
怒
り
や
す
さ
が
投
与
14
、
15

日
よ
り
発
現
し
、
50
％
程
度
の
ラ
ッ
ト
に
ム
リ
サ
イ
ド

や
怒
り
や
す
さ
が
発
現
し
た
。
ま
た
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の

投
与
を
休
薬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ム
リ
サ
イ
ド
は
急
激

に
減
少
し
た
が
、
怒
り
や
す
さ
は
徐
々
に
減
少
し
た
。

ム
リ
サ
イ
ド
と
は
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
反
復
投
与
さ
れ
た

ラ
ッ
ト
の
ケ
ー
ジ
に
マ
ウ
ス
を
入
れ
る
と
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ

Ｃ
反
復
投
与
ラ
ッ
ト
が
マ
ウ
ス
を
噛
み
殺
し
て
し
ま
う

と
い
う
現
象
を
い

(５
)う

。
ま
た
、
ラ
ッ
ト
の
ケ
ー
ジ
に
割

り
箸
を
入
れ
る
と
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
反
復
投
与
ラ
ッ
ト
は

激
し
く
噛
み
付
い
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ

を
反
復
投
与
さ
れ
た
ラ
ッ
ト
は
、
外
界
の
刺
激
に
対
し

て
非
常
に
攻
撃
的
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

米
国
に
お
け
る
大
麻
状

(９
)況

米
国
に
お
け
る
大
麻
の
生
涯
経
験
率
が
約
42
％
と
言

わ
れ
て
お
り
、
大
麻
の
乱
用
が
米
国
全
土
に
拡
大
し
、

一
部
の
州
（
10
州
と
Ｄ
Ｃ
）
で
は
タ
バ
コ
の
よ
う
に
大

麻
の
所
持
と
使
用
を
限
定
的
に
認
め
て
い
る
。
ま
た
、

大
麻
成
分
が
医
薬
品
と
し
て
も
承
認
さ
れ
、
使
用
さ
れ

て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

①
大
麻
系
医
薬
品

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
、

あ
る
い
は
合
成
さ
れ
た
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
ド
ロ
ナ
ビ

ノ
ー
ル
）
の
基
礎
研
究
と
臨
床
研
究
に
お
い
て
そ

の
有
効
性
と
安
全
性
が
証
明
さ
れ
、
以
下
の
よ
う

に
、
医
薬
品
と
し
て
承
認
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。

①
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
Ⓡ
：
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
27
m
g/

m
L
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
25
m
g/m
L
を
配
合
す
る
口
腔

ス
プ
レ
ー
と
し
て
英
国
GW
Pharm
aceuti-

cals社
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
多
発
性
硬
化
症
に

伴
う
神
経
障
害
性
疼
痛
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
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い
る
。

②
マ
リ
ノ
ー
ル
Ⓡ
：
米
国
A
bbV
ie
社
が
開
発

し
た
合
成
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
、一
般
名
ド
ロ
ナ
ビ
ノ
ー

ル
を
主
成
分
と
す
る
カ
プ
セ
ル
剤
（
2.5,5
及

び
10
m
g）
で
、
化
学
療
法
に
伴
う
嘔
気
・
嘔

吐
の
治
療
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

②
医
療
用
大
麻

大
麻
の
主
成
分
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
あ
る
い
は
Ｃ
Ｂ
Ｄ

を
含
有
す
る
乾
燥
大
麻
や
大
麻
オ
イ
ル
（
写
真

１
）、
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
（
写
真
２
）、
製
剤
、

テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
（
写
真
３
）
な
ど
が
医
療
用
大
麻

で
あ
る
が
、
医
薬
品
と
異
な
り
有
効
性
も
安
全
性

も
十
分
に
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
製
品
は
薬
効
を
謳
っ
て
い
る
た
め
医
療
用

大
麻
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

③
娯
楽
用
大
麻

米
国
の
連
邦
政
府
は
単
一
麻
薬
条
約
に
従
っ
て

大
麻
の
所
持
お
よ
び
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
し

か
し
、
一
部
の
州
政
府
は
医
療
用
大
麻
（
33
州
と

Ｄ
Ｃ
）
だ
け
で
な
く
、
娯
楽
用
大
麻
（
10
州
と
Ｄ

Ｃ
）
の
使
用
も
容
認
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
州
で
は
合
法
的
に
娯
楽
用
と
し
て
大
麻
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
青
少
年
を
大
麻
か
ら

写真１
カンナビスオイルの成分表示（CBDや THCなどの、有効成分の含量がすべての商品に明記されている）。天然成分なの
で、CBDや THC の含量は一定ではないが、品質の悪いものを使用しても効果が期待できないので、どの商品にも含量
が明記されている。
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守
る
た
め
に
、
未
成
年
の
所
持
・
使
用
を
厳
し
く

規
制
し
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
大
麻
状

(儗
)況

カ
ナ
ダ
で
は
医
療
用
大
麻
が
２
０
０
１
年
に
合
法
化

さ
れ
、
医
療
用
大
麻
の
市
場
規
模
は
年
間
約
８
，
０
０

０
万
カ
ナ
ダ
ド
ル
（
約
６
７
・
４
億
円
）
と
な
っ
て
い

る
。
嗜
好
品
と
し
て
は
、
２
０
１
６
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
か
れ
た
薬
物
に
関
す
る
国
連
特
別
総
会
に
お
い

て
、
ト
ル
ド
ー
首
相
は
２
０
１
７
年
に
大
麻
を
合
法
化

す
る
方
針
を
表
明
し
た
。
合
法
化
は
若
者
を
守
り
、
闇

の
世
界
へ
の
資
金
の
流
入
を
断
ち
、
公
共
の
安
全
を
高

め
る
最
善
の
方
法
で
あ
り
、
社
会
の
安
全
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
道
で
あ
る
。
ま
た
、
税
収
も
増
加
し
て
、
国
家

財
政
に
も
貢
献
す
る
と
し
て
い
る
。
改
正
大
麻
法
は
２

０
１
８
年
10
月
17
日
に
施
行
さ
れ
た
。

①
大
麻
系
医
薬
品

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
、

あ
る
い
は
合
成
さ
れ
た
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
基
礎
研
究

と
臨
床
研
究
の
双
方
で
有
効
性
と
安
全
性
が
証
明

さ
れ
、
医
薬
品
と
し
て
以
下
の
薬
物
が
承
認
さ
れ

て
い
る
。

①
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
Ⓡ
：
米
国
と
同
様
に
、
Δ９
-

写真２
カンナビス入りのお菓子（クッキー、キャンディー、ミント、チョコなど）
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Ｔ
Ｈ
Ｃ
27
m
g/m
L
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
25
m
g/m
L

を
配
合
す
る
口
腔
ス
プ
レ
ー
と
し
て
英
国
GW

Pharm
aceuticals社
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
他

の
治
療
で
は
十
分
な
効
果
が
な
く
、
初
回
治
療

に
お
い
て
有
意
な
効
果
が
見
ら
れ
る
多
発
性
硬

化
症
の
患
者
に
お
い
て
痙
縮
症
状
を
緩
和
す
る

補
助
的
治
療
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

②
ナ
ビ
ロ
ン
（
セ
サ
メ
ッ
ト
Ⓡ
）：
バ
リ
ア
ン
ト
・

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ズ
が
開
発
し
た
Ｃ

Ｂ
1
受
容
体
作
動
薬
ナ
ビ
ロ
ン
を
主
成
分
と
す

る
カ
プ
セ
ル
剤
（
0.25、
0.5
及
び
1m
g）
で
、

麻
薬
と
し
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
が
ん
化
学
療

法
に
伴
う
重
度
の
悪
心
及
び
嘔
吐
症
状
の
管
理

に
用
い
ら
れ
る
。

②
医
療
用
大
麻

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
あ
る
い
は

Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
配
合
し
て
薬
効
を
謳
っ
た
ハ
ー
ブ
、
製

剤
な
ど
で
あ
る
が
、
医
薬
品
と
異
な
り
有
効
性
も

安
全
性
も
十
分
に
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

③
娯
楽
用
大
麻

前
述
の
よ
う
に
、
米
国
の
連
邦
政
府
は
単
一
麻

薬
条
約
に
従
っ
て
大
麻
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る

が
、
一
部
の
州
政
府
で
は
大
麻
の
娯
楽
使
用
も
容

写真３
製剤やティーパック
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守
る
た
め
に
、
未
成
年
の
所
持
・
使
用
を
厳
し
く

規
制
し
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
大
麻
状

(儗
)況

カ
ナ
ダ
で
は
医
療
用
大
麻
が
２
０
０
１
年
に
合
法
化

さ
れ
、
医
療
用
大
麻
の
市
場
規
模
は
年
間
約
８
，
０
０

０
万
カ
ナ
ダ
ド
ル
（
約
６
７
・
４
億
円
）
と
な
っ
て
い

る
。
嗜
好
品
と
し
て
は
、
２
０
１
６
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
か
れ
た
薬
物
に
関
す
る
国
連
特
別
総
会
に
お
い

て
、
ト
ル
ド
ー
首
相
は
２
０
１
７
年
に
大
麻
を
合
法
化

す
る
方
針
を
表
明
し
た
。
合
法
化
は
若
者
を
守
り
、
闇

の
世
界
へ
の
資
金
の
流
入
を
断
ち
、
公
共
の
安
全
を
高

め
る
最
善
の
方
法
で
あ
り
、
社
会
の
安
全
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
道
で
あ
る
。
ま
た
、
税
収
も
増
加
し
て
、
国
家

財
政
に
も
貢
献
す
る
と
し
て
い
る
。
改
正
大
麻
法
は
２

０
１
８
年
10
月
17
日
に
施
行
さ
れ
た
。

①
大
麻
系
医
薬
品

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
、

あ
る
い
は
合
成
さ
れ
た
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
基
礎
研
究

と
臨
床
研
究
の
双
方
で
有
効
性
と
安
全
性
が
証
明

さ
れ
、
医
薬
品
と
し
て
以
下
の
薬
物
が
承
認
さ
れ

て
い
る
。

①
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
Ⓡ
：
米
国
と
同
様
に
、
Δ９
-

写真２
カンナビス入りのお菓子（クッキー、キャンディー、ミント、チョコなど）
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Ｔ
Ｈ
Ｃ
27
m
g/m
L
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
25
m
g/m
L

を
配
合
す
る
口
腔
ス
プ
レ
ー
と
し
て
英
国
GW

Pharm
aceuticals社
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
他

の
治
療
で
は
十
分
な
効
果
が
な
く
、
初
回
治
療

に
お
い
て
有
意
な
効
果
が
見
ら
れ
る
多
発
性
硬

化
症
の
患
者
に
お
い
て
痙
縮
症
状
を
緩
和
す
る

補
助
的
治
療
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

②
ナ
ビ
ロ
ン
（
セ
サ
メ
ッ
ト
Ⓡ
）：
バ
リ
ア
ン
ト
・

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ズ
が
開
発
し
た
Ｃ

Ｂ
1
受
容
体
作
動
薬
ナ
ビ
ロ
ン
を
主
成
分
と
す

る
カ
プ
セ
ル
剤
（
0.25、
0.5
及
び
1m
g）
で
、

麻
薬
と
し
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
が
ん
化
学
療

法
に
伴
う
重
度
の
悪
心
及
び
嘔
吐
症
状
の
管
理

に
用
い
ら
れ
る
。

②
医
療
用
大
麻

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
あ
る
い
は

Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
配
合
し
て
薬
効
を
謳
っ
た
ハ
ー
ブ
、
製

剤
な
ど
で
あ
る
が
、
医
薬
品
と
異
な
り
有
効
性
も

安
全
性
も
十
分
に
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

③
娯
楽
用
大
麻

前
述
の
よ
う
に
、
米
国
の
連
邦
政
府
は
単
一
麻

薬
条
約
に
従
っ
て
大
麻
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る

が
、
一
部
の
州
政
府
で
は
大
麻
の
娯
楽
使
用
も
容

写真３
製剤やティーパック
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認
し
て
い
る
。
一
方
、
カ
ナ
ダ
で
は
政
府
が
18
歳

以
上
（
州
に
よ
り
異
な
る
）
の
成
人
が
公
共
の
場

で
最
大
１
オ
ン
ス
（
約
30
グ
ラ
ム
）
の
乾
燥
大
麻

を
所
有
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
。
２
０
１
９

年
10
月
に
は
大
麻
の
食
用
使
用
も
容
認
さ
れ
、

テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
、
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
グ
ミ

な
ど
に
大
麻
成
分
を
混
入
し
て
食
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
大
麻
状
況

日
本
で
は
古
く
よ
り
大
麻
を
天
然
素
材
と
し
て
衣

類
、
草
履
や
麻
袋
な
ど
の
生
活
用
品
に
活
用
さ
れ
、
ま

た
神
社
で
の
神
事
に
も
大
麻
が
広
く
用
い
ら
れ
て
き
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
産
業
用
の
麻
は
陶
酔
成
分
の
Δ９
-

Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
で
き
る
だ
け
生
成
さ
れ
な
い
よ
う
に
品
種
改

良
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
品
種
改
良
さ
れ
た
代
表

的
な
品
種
と
し
て
栃
木
種
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
栃
木
種
で
も
、
大
麻
は
大
麻
取
締
法
で
厳
し
く
栽

培
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
麻
の
品
種
が
同
じ

で
も
産
業
用
と
嗜
好
用
と
で
は
栽
培
方
式
が
異
な
り
、

前
者
は
縦
に
伸
ば
す
た
め
に
密
集
し
て
露
地
に
植
え
ら

れ
る
方
式
が
主
で
あ
る
が
、
後
者
は
枝
を
横
に
伸
ば
す

た
め
に
室
内
栽
培
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
嗜

好
目
的
の
た
め
の
大
麻
を
産
業
的
栽
培
だ
と
偽
っ
て
栽

培
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
大
麻
成
分
の
研
究
が
目
的
の
場
合
、
合
成
の

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
場
合

大
麻
の
栽
培
は
行
わ
な
い
。
古
来
よ
り
日
本
で
栽
培
さ

れ
て
き
た
大
麻
は
幻
覚
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
含

有
量
が
少
な
く
、
ま
た
日
本
に
は
大
麻
を
吸
引
す
る
文

化
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
麻
畑
で
は
麻
酔
い
と
呼

ば
れ
る
精
神
作
用
が
あ
る
こ
と
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
近
年
多
く
の
大
麻
製
品
が
日
本
国
内
に

持
ち
込
ま
れ
、
大
麻
の
乱
用
が
覚
せ
い
剤
以
上
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
乱
用
防
止
教
育
の
量
的
質
的
改
善
や
取
締
の

さ
ら
な
る
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

大
麻
の
も
う
一
つ
の
主
成
分
で
あ
る
カ
ン
ナ
ビ
ジ

オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
が
最
近
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
日
本
に

大
量
に
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
化
粧
品

な
ど
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｃ

Ｂ
Ｄ
製
品
と
し
て
、
リ
キ
ッ
ド
、
オ
イ
ル
、
ワ
ッ
ク
ス
、

ベ
ー
プ
、
電
子
タ
バ
コ
、
パ
ウ
ダ
ー
、
ク
リ
ー
ム
な
ど

を
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
健
康
、
美
容
（
化
粧
品
、
香
水
な
ど
）

な
ど
の
目
的
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は

体
内
の
身
体
調
節
機
能
に
働
き
か
け
、
食
欲
、
痛
み
、

免
疫
調
節
、
感
情
制
御
、
運
動
機
能
、
発
達
と
老
化
、

神
経
保
護
、
認
知
と
記
憶
な
ど
の
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
さ
れ
て
い

(儘
)る

。

大
麻
と
危
険
ド
ラ
ッ
グ

平
成
16
年
に
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
錠
剤
型
合
成
麻
薬
事

犯
及
び
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
員
が
、
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
る
な
ど
大
変
深
刻
な
状
況
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
平
成
17
年
２
月
に
は
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
（
座
長
佐
藤
光
源
教
授

東
北
福

祉
大
学
（
当
時
））」
が
設
置
さ
れ
、
同
年
11
月
に
提
言

が
公
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
18
年
3
月
に
は
薬
事

法
（
現
：
薬
機
法
）
が
改
正
さ
れ
て
、「
指
定
薬
物
」

の
定
義
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
指
定
薬
物
と
は

中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用

（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
）
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ

た
場
合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
物
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
薬
事
・
食
品
衛
生

審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。」

と
定
義
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
違
法
ド
ラ
ッ
グ
（
現

在
の
指
定
薬
物
）
の
乱
用
を
多
く
の
国
民
が
不
安
に

思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
が
国
会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
（
平
成
24
年
３
月
14
日

厚
生
労
働
委
員
会

質
問

初
鹿
明
博
議
員
）、
対
策
が
求
め
ら
れ
た
。
薬

事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
指
定
薬
物
部
会
で
は
開
催
頻

度
を
高
め
て
毎
月
の
よ
う
に
開
催
し
、
ま
た
包
括
指
定
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に
も
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
に
68
物
質

で
あ
っ
た
指
定
薬
物
が
、
現
在
で
は
２
３
７
８
物
質
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
、
３
回
の
包
括
指
定
も

行
っ
て
お
り
、
カ
チ
ノ
ン
系
物
質
は
平
成
25
と
27
年
の

２
回
で
１
，
３
３
５
物
質
（
内
3
物
質
は
麻
薬
指
定
）

を
指
定
薬
物
と
し
、
合
成
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
は

平
成
25
年
に
７
７
２
物
質
（
内
2
物
質
は
麻
薬
指
定
）

を
指
定
薬
物
と
し
て
指
定
し
た
。
指
定
薬
物
は
合
成
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
、
フ
ェ
ネ
チ
ル
ア
ミ
ン
系
、
カ
チ
ノ

ン
系
、
ト
リ
プ
タ
ミ
ン
系
、
ピ
ペ
ラ
ジ
ン
系
、
フ
ェ
ン

サ
イ
ク
リ
ジ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
）
系
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
個
別
指
定
に
よ
り
２
７
０
物
質
の
指
定
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
２
７
０
物
質
の
中
で
、
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
系
は
ほ
ぼ
1
／
3
の
99
物
質
あ
る
（
図
１
）。

こ
の
よ
う
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
は
多
く
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ

イ
ド
系
の
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
。

平
成
26
年
7
月
に
池
袋
で
発
生
し
た
脱
法
ド
ラ
ッ
グ

使
用
に
よ
る
自
動
車
事
故
に
よ
り
20
代
女
性
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
、
６
人
の
重
傷
者
も
出
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
に
含
ま
れ
て
い
た
成
分
が
２
種
類
の

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
は
大
変
危
険
な
薬
物
で
あ
る
。

こ
の
事
件
を
受
け
、内
閣
府
は
い
わ
ゆ
る「
脱
法
ド
ラ
ッ

グ
」
に
つ
い
て
、
危
険
な
薬
物
で
あ
る
と
い
う
内
容
に

相
応
し
い
呼
称
を
募
集
し
て
、応
募
さ
れ
た
中
か
ら「
危

険
ド
ラ
ッ
グ
」
と
い
う
呼
称
を
選
定
し
て
平
成
26
年
7

月
に
公
表
し
た
。
以
来
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
が
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
危
険
性
は
認
識
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
一
方
で
大
麻
を
軽
視
し
て
い
る
よ
う

な
人
達
も
い
る
。
し
か
し
、
大
麻
に
は
代
表
的
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
で
あ
る
Δ９
―Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
（
3
-25
％
）
含
有
し

て
お
り
、
ま
た
喫
煙
す
る
こ
と
で
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
作
用

が
速
や
か
に
、
そ
し
て
強
く
発
現
す
る
の
で
、
大
変
危

険
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
最
近
の
大
麻
情
勢
と
し
て
、
大
麻
と
は
何

か
か
ら
、
大
麻
の
受
け
皿
で
あ
る
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受

容
体
、
そ
し
て
大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
薬
理
作
用
を
解
説
し
た
。
カ
ナ
ダ
や
米
国
に

お
け
る
大
麻
の
生
涯
経
験
率
が
40
％
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
の
一
部
の
州
で
は
大
麻
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
、
大
麻
の
規
制
内
で
の
所
持
や
使
用

も
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
米
国
や
カ
ナ
ダ
の
大
麻

状
況
を
ま
と
め
、
日
本
の
大
麻
状
況
も
比
較
し
た
。
最

後
に
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
を
多
く
含
む
危
険
ド

ラ
ッ
グ
は
そ
の
言
葉
の
通
り
、
と
て
も
危
険
な
物
質
で

あ
り
、
日
本
で
は
指
定
薬
物
と
し
て
規
制
す
る
事
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
乱
用
を
比
較
的
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
て
い
る
。
一
方
で
、
大
麻
に
関
し
て
は
誤
っ
た
知

識
や
認
識
で
乱
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
大
麻

の
乱
用
が
増
加
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
麻
の
薬

理
作
用
や
副
作
用
、
さ
ら
に
依
存
性
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
啓
発
し
て
、
大
麻
の
乱
用
防
止
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

図１ 危険ドラッグに占めるカンナビノイド
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認
し
て
い
る
。
一
方
、
カ
ナ
ダ
で
は
政
府
が
18
歳

以
上
（
州
に
よ
り
異
な
る
）
の
成
人
が
公
共
の
場

で
最
大
１
オ
ン
ス
（
約
30
グ
ラ
ム
）
の
乾
燥
大
麻

を
所
有
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
。
２
０
１
９

年
10
月
に
は
大
麻
の
食
用
使
用
も
容
認
さ
れ
、

テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
、
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
グ
ミ

な
ど
に
大
麻
成
分
を
混
入
し
て
食
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
大
麻
状
況

日
本
で
は
古
く
よ
り
大
麻
を
天
然
素
材
と
し
て
衣

類
、
草
履
や
麻
袋
な
ど
の
生
活
用
品
に
活
用
さ
れ
、
ま

た
神
社
で
の
神
事
に
も
大
麻
が
広
く
用
い
ら
れ
て
き
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
産
業
用
の
麻
は
陶
酔
成
分
の
Δ９
-

Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
で
き
る
だ
け
生
成
さ
れ
な
い
よ
う
に
品
種
改

良
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
品
種
改
良
さ
れ
た
代
表

的
な
品
種
と
し
て
栃
木
種
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
栃
木
種
で
も
、
大
麻
は
大
麻
取
締
法
で
厳
し
く
栽

培
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
麻
の
品
種
が
同
じ

で
も
産
業
用
と
嗜
好
用
と
で
は
栽
培
方
式
が
異
な
り
、

前
者
は
縦
に
伸
ば
す
た
め
に
密
集
し
て
露
地
に
植
え
ら

れ
る
方
式
が
主
で
あ
る
が
、
後
者
は
枝
を
横
に
伸
ば
す

た
め
に
室
内
栽
培
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
嗜

好
目
的
の
た
め
の
大
麻
を
産
業
的
栽
培
だ
と
偽
っ
て
栽

培
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
大
麻
成
分
の
研
究
が
目
的
の
場
合
、
合
成
の

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
場
合

大
麻
の
栽
培
は
行
わ
な
い
。
古
来
よ
り
日
本
で
栽
培
さ

れ
て
き
た
大
麻
は
幻
覚
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
含

有
量
が
少
な
く
、
ま
た
日
本
に
は
大
麻
を
吸
引
す
る
文

化
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
麻
畑
で
は
麻
酔
い
と
呼

ば
れ
る
精
神
作
用
が
あ
る
こ
と
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
近
年
多
く
の
大
麻
製
品
が
日
本
国
内
に

持
ち
込
ま
れ
、
大
麻
の
乱
用
が
覚
せ
い
剤
以
上
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
乱
用
防
止
教
育
の
量
的
質
的
改
善
や
取
締
の

さ
ら
な
る
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

大
麻
の
も
う
一
つ
の
主
成
分
で
あ
る
カ
ン
ナ
ビ
ジ

オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
が
最
近
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
日
本
に

大
量
に
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
化
粧
品

な
ど
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｃ

Ｂ
Ｄ
製
品
と
し
て
、
リ
キ
ッ
ド
、
オ
イ
ル
、
ワ
ッ
ク
ス
、

ベ
ー
プ
、
電
子
タ
バ
コ
、
パ
ウ
ダ
ー
、
ク
リ
ー
ム
な
ど

を
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
健
康
、
美
容
（
化
粧
品
、
香
水
な
ど
）

な
ど
の
目
的
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は

体
内
の
身
体
調
節
機
能
に
働
き
か
け
、
食
欲
、
痛
み
、

免
疫
調
節
、
感
情
制
御
、
運
動
機
能
、
発
達
と
老
化
、

神
経
保
護
、
認
知
と
記
憶
な
ど
の
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
さ
れ
て
い

(儘
)る

。

大
麻
と
危
険
ド
ラ
ッ
グ

平
成
16
年
に
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
錠
剤
型
合
成
麻
薬
事

犯
及
び
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
員
が
、
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
る
な
ど
大
変
深
刻
な
状
況
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
平
成
17
年
２
月
に
は
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
（
座
長
佐
藤
光
源
教
授

東
北
福

祉
大
学
（
当
時
））」
が
設
置
さ
れ
、
同
年
11
月
に
提
言

が
公
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
18
年
3
月
に
は
薬
事

法
（
現
：
薬
機
法
）
が
改
正
さ
れ
て
、「
指
定
薬
物
」

の
定
義
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
指
定
薬
物
と
は

中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用

（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
）
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ

た
場
合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
物
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
薬
事
・
食
品
衛
生

審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。」

と
定
義
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
違
法
ド
ラ
ッ
グ
（
現

在
の
指
定
薬
物
）
の
乱
用
を
多
く
の
国
民
が
不
安
に

思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
が
国
会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
（
平
成
24
年
３
月
14
日

厚
生
労
働
委
員
会

質
問

初
鹿
明
博
議
員
）、
対
策
が
求
め
ら
れ
た
。
薬

事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
指
定
薬
物
部
会
で
は
開
催
頻

度
を
高
め
て
毎
月
の
よ
う
に
開
催
し
、
ま
た
包
括
指
定

● 12

誌 上 研 修
「薬物乱用防止指導者のための実践講座」

に
も
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
に
68
物
質

で
あ
っ
た
指
定
薬
物
が
、
現
在
で
は
２
３
７
８
物
質
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
、
３
回
の
包
括
指
定
も

行
っ
て
お
り
、
カ
チ
ノ
ン
系
物
質
は
平
成
25
と
27
年
の

２
回
で
１
，
３
３
５
物
質
（
内
3
物
質
は
麻
薬
指
定
）

を
指
定
薬
物
と
し
、
合
成
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
は

平
成
25
年
に
７
７
２
物
質
（
内
2
物
質
は
麻
薬
指
定
）

を
指
定
薬
物
と
し
て
指
定
し
た
。
指
定
薬
物
は
合
成
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
、
フ
ェ
ネ
チ
ル
ア
ミ
ン
系
、
カ
チ
ノ

ン
系
、
ト
リ
プ
タ
ミ
ン
系
、
ピ
ペ
ラ
ジ
ン
系
、
フ
ェ
ン

サ
イ
ク
リ
ジ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
）
系
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
個
別
指
定
に
よ
り
２
７
０
物
質
の
指
定
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
２
７
０
物
質
の
中
で
、
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
系
は
ほ
ぼ
1
／
3
の
99
物
質
あ
る
（
図
１
）。

こ
の
よ
う
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
は
多
く
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ

イ
ド
系
の
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
。

平
成
26
年
7
月
に
池
袋
で
発
生
し
た
脱
法
ド
ラ
ッ
グ

使
用
に
よ
る
自
動
車
事
故
に
よ
り
20
代
女
性
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
、
６
人
の
重
傷
者
も
出
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
に
含
ま
れ
て
い
た
成
分
が
２
種
類
の

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
は
大
変
危
険
な
薬
物
で
あ
る
。

こ
の
事
件
を
受
け
、内
閣
府
は
い
わ
ゆ
る「
脱
法
ド
ラ
ッ

グ
」
に
つ
い
て
、
危
険
な
薬
物
で
あ
る
と
い
う
内
容
に

相
応
し
い
呼
称
を
募
集
し
て
、応
募
さ
れ
た
中
か
ら「
危

険
ド
ラ
ッ
グ
」
と
い
う
呼
称
を
選
定
し
て
平
成
26
年
7

月
に
公
表
し
た
。
以
来
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
が
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
危
険
性
は
認
識
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
一
方
で
大
麻
を
軽
視
し
て
い
る
よ
う

な
人
達
も
い
る
。
し
か
し
、
大
麻
に
は
代
表
的
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
で
あ
る
Δ９
―Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
（
3
-25
％
）
含
有
し

て
お
り
、
ま
た
喫
煙
す
る
こ
と
で
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
作
用

が
速
や
か
に
、
そ
し
て
強
く
発
現
す
る
の
で
、
大
変
危

険
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
最
近
の
大
麻
情
勢
と
し
て
、
大
麻
と
は
何

か
か
ら
、
大
麻
の
受
け
皿
で
あ
る
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受

容
体
、
そ
し
て
大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
薬
理
作
用
を
解
説
し
た
。
カ
ナ
ダ
や
米
国
に

お
け
る
大
麻
の
生
涯
経
験
率
が
40
％
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
の
一
部
の
州
で
は
大
麻
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
、
大
麻
の
規
制
内
で
の
所
持
や
使
用

も
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
米
国
や
カ
ナ
ダ
の
大
麻

状
況
を
ま
と
め
、
日
本
の
大
麻
状
況
も
比
較
し
た
。
最

後
に
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
を
多
く
含
む
危
険
ド

ラ
ッ
グ
は
そ
の
言
葉
の
通
り
、
と
て
も
危
険
な
物
質
で

あ
り
、
日
本
で
は
指
定
薬
物
と
し
て
規
制
す
る
事
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
乱
用
を
比
較
的
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
て
い
る
。
一
方
で
、
大
麻
に
関
し
て
は
誤
っ
た
知

識
や
認
識
で
乱
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
大
麻

の
乱
用
が
増
加
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
麻
の
薬

理
作
用
や
副
作
用
、
さ
ら
に
依
存
性
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
啓
発
し
て
、
大
麻
の
乱
用
防
止
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

図１ 危険ドラッグに占めるカンナビノイド
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薬
剤
師
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
喫
煙
防
止
・
薬
物
乱

用
防
止
教
室
の
実
践
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
が
、こ
れ
は
、

全
て
の
薬
物
乱
用
防
止
指
導
に
あ
た
る
方
々
に
理
解
し

取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
内
容
で
す
。

「
子
供
の
し
つ
け
は
10
歳
ま
で
」
こ
れ
は
、
懇
意
に

さ
せ
て
頂
い
て
い
た
臨
済
宗
の
僧
侶
の
方
が
、
昔
か
ら

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
で

す
。
学
校
薬
剤
師
と
し
て
、
十
数
年
前
か
ら
小
中
学
校

で
の
「
喫
煙
防
止
教
育
」「
薬
物
乱
用
防
止
教
育
」
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
講
義
形
式
で
知
識
の
伝
達
を

図
る
こ
と
だ
け
で
、
人
の
行
動
を
大
き
く
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
少
々
疑
問
を
感
じ
て
い
た
頃
に
、
こ
の

言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
悪
い
こ
と
は
や
っ

て
は
い
け
な
い
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
、
そ
れ
を
素
直
に

受
け
入
れ
る
の
は
10
歳
く
ら
い
ま
で
だ
と
い
う
こ
と
を

諭
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
法
律
や
社
会
の
ル
ー
ル

は
、
も
ち
ろ
ん
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
未
成
年

は
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
は
い
け
な
い
（
も
ち
ろ
ん
成
人
で

あ
っ
て
も
喫
煙
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
す
）、
違

法
な
薬
物
の
摂
取
、
乱
用
し
て
は
い
け
な
い
と
指
導
し

て
も
、
喫
煙
者
、
薬
物
乱
用
者
の
数
が
ゼ
ロ
に
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
り
効
果
的
な
指
導
の
方
法

が
な
い
も
の
か
と
考
え
て
あ
ぐ
ね
て
い
た
と
こ
ろ
で
し

た
。ま

た
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
疾
病
管
理
・
予
防
セ

ン
タ
ー
）
は
、
青
少
年
の
6
つ
の
「
危
険
行
動
」（
個

人
の
健
康
や
社
会
に
対
し
て
危
険
度
の
高
い
行
動
）
と

し
て
、
1
）
故
意
ま
た
は
不
慮
の
事
故
に
関
係
す
る
行

動
、
2
）
喫
煙
、
3
）
飲
酒
お
よ
び
薬
物
乱
用
、
4
）

望
ま
な
い
妊
娠
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
含
む
性
感
染

症
に
関
係
す
る
性
行
動
、
5
）
不
健
康
な
食
生
活
・
食

行
動
、
6
）
運
動
不
足

を
掲
げ
て
、
こ
れ
ら
を
抑
制

す
る
こ
と
が
現
代
社
会
の
健
康
問
題
の
解
決
の
た
め
の

現
最
優
先
課
題
だ
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
危
険

行
動
に
は
3
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
第
1
は
、
一
旦

始
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
が
極
め
て
難

し
い
こ
と
。
第
2
は
、
相
互
に
関
連
性
が
強
く
6
つ
の

危
険
行
動
は
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
に
起
こ
る
の
で
は
な

く
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
重
複
し
て
起
こ
る
こ
と
。

第
3
は
、
6
つ
の
危
険
行
動
は
い
ず
れ
も
小
児
期
か
ら

青
少
年
期
に
か
け
て
始
ま
り
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
固

定
化
し
、
質
的
に
も
量
的
に
も
進
行
す
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
相
互
に
関
連
性
が
強
く

10
代
に
身
に
付
き
、
一
度
習
慣
化
す
る
と
戻
す
の
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
喫
煙
」「
飲
酒
及
び

薬
物
乱
用
」
は
薬
物
問
題
そ
の
も
の
で
あ
り
、
6
つ
の

危
険
行
動
が
相
互
に
関
連
性
が
強
い
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
青
少
年
の
喫
煙
・
飲
酒
を
含
む
薬
物
乱
用
を
防
止

す
る
こ
と
は
、
健
康
教
育
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

一
方
で
、
大
学
薬
学
部
の
教
育
は
、
平
成
18
年
か
ら

4
年
制
か
ら
6
年
制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

医
療
技
術
の
高
度
化
、
医
薬
分
業
の
進
展
な
ど
を
背
景

に
、
医
療
人
と
し
て
の
質
の
高
い
薬
剤
師
養
成
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
教
育
に
は
6
年
間
必
要
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
薬
学
部
が
医
療

人
と
し
て
高
い
臨
床
対
応
能
力
、
倫
理
観
、
使
命
感
を

持
っ
た
薬
剤
師
養
成
に
大
き
く
舵
を
き
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
教
育
の
内
容
も
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
偏

重
教
育
で
は
な
く
、
技
能
、
態
度
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
教

育
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
で
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
臨
床
に
関
わ
る
知

識
を
身
に
付
け
る
と
共
に
、
人
間
理
解
の
た
め
の
幅
広

い
教
養
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問

題
発
見
・
解
決
型
の
能
力
、
倫
理
観
、
医
療
事
故
や
重

大
な
副
作
用
の
発
生
を
防
ぐ
危
機
管
理
能
力
等
を
育
成

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
臨
床
対
応
能
力
を
養
う
た
め

に
、
病
院
・
薬
局
に
お
け
る
長
期
実
務
実
習
が
導
入
さ

れ
、
病
院
・
薬
局
で
職
務
に
つ
い
て
い
る
薬
剤
師
も
薬

学
生
の
指
導
に
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ

し
て
、学
校
薬
剤
師
の
身
分
を
規
定
す
る
法
律
は
、

学
校
保
健
と
学
校
安
全
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に

平
成
20
年
に
一
部
改
正
さ
れ
、「
学
校
保
健
法
」か
ら「
学

校
保
健
安
全
法
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
学
校
薬
剤
師
は
、
学
校
の
環
境
衛
生
に

関
し
て
検
査
に
従
事
し
、そ
の
維
持
及
び
改
善
に
関
し
、
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小
中
学
校
に
お
け
る
能
動
的
な
学
習
方
法
を

取
り
入
れ
た
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
実
践
例

（
公
財
）
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
理
事

東
京
都
薬
剤
師
会

山

田

純

一

必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
と
い
う
従
来
の
職
務
を

行
う
と
共
に
、
児
童
生
徒
等
の
心
身
の
健
康
に
関
し
、

健
康
相
談
、
保
健
指
導
を
行
う
も
の
と
さ
れ
、
学
校
に

お
け
る
く
す
り
教
育
、
喫
煙
・
飲
酒
防
止
教
育
・
薬
物

乱
用
教
育
等
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

薬
剤
師
の
職
務
は
、
薬
剤
師
法
第
1
条
に
「
薬
剤

師
は
、
調
剤
、
医
薬
品
の
供
給
そ
の
他
薬
事
衛
生
を
つ

か
さ
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増

進
に
寄
与
し
、
も
つ
て
国
民
の
健
康
な
生
活
を
確
保
す

る
も
の
と
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
述
し
た
「
ヒ
ト
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
性
質
や
特

徴
」、「
社
会
か
ら
の
要
求
や
要
請
」
を
踏
ま
え
て
薬
剤

師
と
し
て
ど
の
よ
う
に
薬
物
乱
用
防
止
指
導
に
関
わ
る

か
を
考
え
ま
す
と
、
一
次
予
防
の
実
践
、
健
康
教
育
の

観
点
か
ら
知
識
の
伝
達
と
共
に
、
そ
の
知
識
を
応
用
し

た
問
題
解
決
能
力
、
様
々
な
問
題
や
要
求
に
対
処
す
る

「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
」、
所

謂
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
の
獲
得
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
は
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
に
関
し
て
は
、
み
な
さ
ん
も
様
々
な
と

こ
ろ
で
学
ば
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
き
く
関
係

し
て
い
る
5
つ
の
ス
キ
ル
を
以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
．
セ
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
ー
ム

健
全
な
自
尊
心
を
指
し
ま
す
。
自
分
ら
し
く
、
よ

り
良
く
生
き
て
い
く
た
め
の
基
盤
と
い
え
ま
す
。

問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
時
に
、
周
囲
に
影
響
さ

れ
る
こ
と
な
く
、現
実
的
に
自
分
自
身
を
見
つ
め
、

自
分
で
判
断
し
行
動
で
き
る
基
盤
と
な
る
「
力
」

2
．
目
標
設
定
ス
キ
ル

問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
、
客
観
的
に
現
実
を

認
識
し
、
そ
の
中
で
自
分
が
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
現
実
的
な
目
標
を
設
定
で
き
る
「
力
」
で
す
。

3
．
意
思
決
定
ス
キ
ル

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
選
択
肢
を
あ
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
選
択
肢
が
も
た
ら
す
結
果
を
予
測
し
，
最

善
と
思
わ
れ
る
方
法
を
決
定
す
る
「
力
」
で
す
。

（
例
え
ば
、「
た
ば
こ
」
や
「
薬
物
」
に
つ
い
て
も

様
々
な
体
や
心
に
与
え
る
影
響
を
理
解
し
、
仲
間

か
ら
の
誘
い
に
乗
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を

招
く
か
を
予
測
し
、「
吸
う
」
か
「
吸
わ
な
い
」
か
、

「
や
る
」
か
「
や
ら
な
い
」
か
を
自
分
自
身
で
判

断
す
る
こ
と
で
す
。）

4
．（
自
己
主
張
的
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

人
間
関
係
を
損
な
う
こ
と
な
く
上
手
に
自
己
主
張

で
き
る
「
力
」
で
す
。（
例
え
ば
、「
た
ば
こ
」
や

「
薬
物
」
を
友
人
か
ら
誘
わ
れ
た
と
き
に
、
こ
の

ス
キ
ル
が
獲
得
で
き
て
い
る
と
、
上
手
に
断
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。）

5
．
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル

有
害
な
ス
ト
レ
ス
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
上

手
に
対
処
で
き
る
「
力
」
で
す
。

（
東
京
都
福
祉
保
健
局
Ｈ
Ｐ
「
学
年
別
薬
物
乱
用
防
止

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
よ
り
引
用
）

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
は
、
主
に
情
意
領
域
（
態
度
・

習
慣
）
の
教
育
と
捉
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
態
度
・

習
慣
は
「
受
け
入
れ
」
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
が
「
内
面

化
」
す
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
し
、

薬
物
乱
用
の
問
題
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
の
中
の
様
々

な
場
面
で
の
教
育
が
必
要
な
の
で
、
学
校
薬
剤
師
は
そ

の
一
部
を
担
う
の
だ
と
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ラ

イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
薬
物
乱
用

防
止
教
育
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
「
学
年
別
薬

物
乱
用
防
止
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
大
変
役
に
立
ち
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
中

に
は
、
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
た
め
に
有
用
だ
と

さ
れ
て
い
る
様
々
な
学
習
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
既
に
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
知
識
の

習
得
だ
け
で
は
態
度
・
習
慣
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

様
々
な
能
動
的
学
習
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
学
習
方
法
を
実
践
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
た
め
の
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
比
較
的
取
り
組
み
や
す
い
と
思
わ
れ
る
学
習
方

法
で
あ
る
、
小
グ
ル
ー
プ
討
義
論
を
取
り
入
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
形
式
の
学
習
方
法
を
取
り
入
れ

た
学
級
担
任
、
養
護
教
員
と
の
共
同
授
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
が
学
校
薬
剤
師
を
務
め
て
い
る
八
王
子
市
内
の
小

中
一
貫
校
で
は
、
小
学
5
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で

学
年
毎
に
、
喫
煙

防
止
・
薬
物
乱
用

防
止
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
児

童
・
生
徒
が
主
体

的
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
喫
煙
や
薬

物
の
誘
因
に
適
切

に
対
処
で
き
る
能

力
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
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薬
剤
師
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
喫
煙
防
止
・
薬
物
乱

用
防
止
教
室
の
実
践
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
が
、こ
れ
は
、

全
て
の
薬
物
乱
用
防
止
指
導
に
あ
た
る
方
々
に
理
解
し

取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
内
容
で
す
。

「
子
供
の
し
つ
け
は
10
歳
ま
で
」
こ
れ
は
、
懇
意
に

さ
せ
て
頂
い
て
い
た
臨
済
宗
の
僧
侶
の
方
が
、
昔
か
ら

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
で

す
。
学
校
薬
剤
師
と
し
て
、
十
数
年
前
か
ら
小
中
学
校

で
の
「
喫
煙
防
止
教
育
」「
薬
物
乱
用
防
止
教
育
」
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
講
義
形
式
で
知
識
の
伝
達
を

図
る
こ
と
だ
け
で
、
人
の
行
動
を
大
き
く
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
少
々
疑
問
を
感
じ
て
い
た
頃
に
、
こ
の

言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
悪
い
こ
と
は
や
っ

て
は
い
け
な
い
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
、
そ
れ
を
素
直
に

受
け
入
れ
る
の
は
10
歳
く
ら
い
ま
で
だ
と
い
う
こ
と
を

諭
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
法
律
や
社
会
の
ル
ー
ル

は
、
も
ち
ろ
ん
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
未
成
年

は
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
は
い
け
な
い
（
も
ち
ろ
ん
成
人
で

あ
っ
て
も
喫
煙
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
す
）、
違

法
な
薬
物
の
摂
取
、
乱
用
し
て
は
い
け
な
い
と
指
導
し

て
も
、
喫
煙
者
、
薬
物
乱
用
者
の
数
が
ゼ
ロ
に
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
り
効
果
的
な
指
導
の
方
法

が
な
い
も
の
か
と
考
え
て
あ
ぐ
ね
て
い
た
と
こ
ろ
で
し

た
。ま

た
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
疾
病
管
理
・
予
防
セ

ン
タ
ー
）
は
、
青
少
年
の
6
つ
の
「
危
険
行
動
」（
個

人
の
健
康
や
社
会
に
対
し
て
危
険
度
の
高
い
行
動
）
と

し
て
、
1
）
故
意
ま
た
は
不
慮
の
事
故
に
関
係
す
る
行

動
、
2
）
喫
煙
、
3
）
飲
酒
お
よ
び
薬
物
乱
用
、
4
）

望
ま
な
い
妊
娠
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
含
む
性
感
染

症
に
関
係
す
る
性
行
動
、
5
）
不
健
康
な
食
生
活
・
食

行
動
、
6
）
運
動
不
足

を
掲
げ
て
、
こ
れ
ら
を
抑
制

す
る
こ
と
が
現
代
社
会
の
健
康
問
題
の
解
決
の
た
め
の

現
最
優
先
課
題
だ
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
危
険

行
動
に
は
3
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
第
1
は
、
一
旦

始
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
が
極
め
て
難

し
い
こ
と
。
第
2
は
、
相
互
に
関
連
性
が
強
く
6
つ
の

危
険
行
動
は
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
に
起
こ
る
の
で
は
な

く
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
重
複
し
て
起
こ
る
こ
と
。

第
3
は
、
6
つ
の
危
険
行
動
は
い
ず
れ
も
小
児
期
か
ら

青
少
年
期
に
か
け
て
始
ま
り
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
固

定
化
し
、
質
的
に
も
量
的
に
も
進
行
す
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
相
互
に
関
連
性
が
強
く

10
代
に
身
に
付
き
、
一
度
習
慣
化
す
る
と
戻
す
の
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
喫
煙
」「
飲
酒
及
び

薬
物
乱
用
」
は
薬
物
問
題
そ
の
も
の
で
あ
り
、
6
つ
の

危
険
行
動
が
相
互
に
関
連
性
が
強
い
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
青
少
年
の
喫
煙
・
飲
酒
を
含
む
薬
物
乱
用
を
防
止

す
る
こ
と
は
、
健
康
教
育
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

一
方
で
、
大
学
薬
学
部
の
教
育
は
、
平
成
18
年
か
ら

4
年
制
か
ら
6
年
制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

医
療
技
術
の
高
度
化
、
医
薬
分
業
の
進
展
な
ど
を
背
景

に
、
医
療
人
と
し
て
の
質
の
高
い
薬
剤
師
養
成
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
教
育
に
は
6
年
間
必
要
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
薬
学
部
が
医
療

人
と
し
て
高
い
臨
床
対
応
能
力
、
倫
理
観
、
使
命
感
を

持
っ
た
薬
剤
師
養
成
に
大
き
く
舵
を
き
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
教
育
の
内
容
も
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
偏

重
教
育
で
は
な
く
、
技
能
、
態
度
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
教

育
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
で
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
臨
床
に
関
わ
る
知

識
を
身
に
付
け
る
と
共
に
、
人
間
理
解
の
た
め
の
幅
広

い
教
養
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問

題
発
見
・
解
決
型
の
能
力
、
倫
理
観
、
医
療
事
故
や
重

大
な
副
作
用
の
発
生
を
防
ぐ
危
機
管
理
能
力
等
を
育
成

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
臨
床
対
応
能
力
を
養
う
た
め

に
、
病
院
・
薬
局
に
お
け
る
長
期
実
務
実
習
が
導
入
さ

れ
、
病
院
・
薬
局
で
職
務
に
つ
い
て
い
る
薬
剤
師
も
薬

学
生
の
指
導
に
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ

し
て
、学
校
薬
剤
師
の
身
分
を
規
定
す
る
法
律
は
、

学
校
保
健
と
学
校
安
全
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に

平
成
20
年
に
一
部
改
正
さ
れ
、「
学
校
保
健
法
」か
ら「
学

校
保
健
安
全
法
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
学
校
薬
剤
師
は
、
学
校
の
環
境
衛
生
に

関
し
て
検
査
に
従
事
し
、そ
の
維
持
及
び
改
善
に
関
し
、
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小
中
学
校
に
お
け
る
能
動
的
な
学
習
方
法
を

取
り
入
れ
た
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
実
践
例

（
公
財
）
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
理
事

東
京
都
薬
剤
師
会

山

田

純

一

必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
と
い
う
従
来
の
職
務
を

行
う
と
共
に
、
児
童
生
徒
等
の
心
身
の
健
康
に
関
し
、

健
康
相
談
、
保
健
指
導
を
行
う
も
の
と
さ
れ
、
学
校
に

お
け
る
く
す
り
教
育
、
喫
煙
・
飲
酒
防
止
教
育
・
薬
物

乱
用
教
育
等
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

薬
剤
師
の
職
務
は
、
薬
剤
師
法
第
1
条
に
「
薬
剤

師
は
、
調
剤
、
医
薬
品
の
供
給
そ
の
他
薬
事
衛
生
を
つ

か
さ
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増

進
に
寄
与
し
、
も
つ
て
国
民
の
健
康
な
生
活
を
確
保
す

る
も
の
と
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
述
し
た
「
ヒ
ト
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
性
質
や
特

徴
」、「
社
会
か
ら
の
要
求
や
要
請
」
を
踏
ま
え
て
薬
剤

師
と
し
て
ど
の
よ
う
に
薬
物
乱
用
防
止
指
導
に
関
わ
る

か
を
考
え
ま
す
と
、
一
次
予
防
の
実
践
、
健
康
教
育
の

観
点
か
ら
知
識
の
伝
達
と
共
に
、
そ
の
知
識
を
応
用
し

た
問
題
解
決
能
力
、
様
々
な
問
題
や
要
求
に
対
処
す
る

「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
」、
所

謂
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
の
獲
得
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
は
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
に
関
し
て
は
、
み
な
さ
ん
も
様
々
な
と

こ
ろ
で
学
ば
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
き
く
関
係

し
て
い
る
5
つ
の
ス
キ
ル
を
以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
．
セ
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
ー
ム

健
全
な
自
尊
心
を
指
し
ま
す
。
自
分
ら
し
く
、
よ

り
良
く
生
き
て
い
く
た
め
の
基
盤
と
い
え
ま
す
。

問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
時
に
、
周
囲
に
影
響
さ

れ
る
こ
と
な
く
、現
実
的
に
自
分
自
身
を
見
つ
め
、

自
分
で
判
断
し
行
動
で
き
る
基
盤
と
な
る
「
力
」

2
．
目
標
設
定
ス
キ
ル

問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
、
客
観
的
に
現
実
を

認
識
し
、
そ
の
中
で
自
分
が
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
現
実
的
な
目
標
を
設
定
で
き
る
「
力
」
で
す
。

3
．
意
思
決
定
ス
キ
ル

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
選
択
肢
を
あ
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
選
択
肢
が
も
た
ら
す
結
果
を
予
測
し
，
最

善
と
思
わ
れ
る
方
法
を
決
定
す
る
「
力
」
で
す
。

（
例
え
ば
、「
た
ば
こ
」
や
「
薬
物
」
に
つ
い
て
も

様
々
な
体
や
心
に
与
え
る
影
響
を
理
解
し
、
仲
間

か
ら
の
誘
い
に
乗
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を

招
く
か
を
予
測
し
、「
吸
う
」
か
「
吸
わ
な
い
」
か
、

「
や
る
」
か
「
や
ら
な
い
」
か
を
自
分
自
身
で
判

断
す
る
こ
と
で
す
。）

4
．（
自
己
主
張
的
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

人
間
関
係
を
損
な
う
こ
と
な
く
上
手
に
自
己
主
張

で
き
る
「
力
」
で
す
。（
例
え
ば
、「
た
ば
こ
」
や

「
薬
物
」
を
友
人
か
ら
誘
わ
れ
た
と
き
に
、
こ
の

ス
キ
ル
が
獲
得
で
き
て
い
る
と
、
上
手
に
断
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。）

5
．
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル

有
害
な
ス
ト
レ
ス
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
上

手
に
対
処
で
き
る
「
力
」
で
す
。

（
東
京
都
福
祉
保
健
局
Ｈ
Ｐ
「
学
年
別
薬
物
乱
用
防
止

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
よ
り
引
用
）

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
は
、
主
に
情
意
領
域
（
態
度
・

習
慣
）
の
教
育
と
捉
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
態
度
・

習
慣
は
「
受
け
入
れ
」
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
が
「
内
面

化
」
す
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
し
、

薬
物
乱
用
の
問
題
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
の
中
の
様
々

な
場
面
で
の
教
育
が
必
要
な
の
で
、
学
校
薬
剤
師
は
そ

の
一
部
を
担
う
の
だ
と
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ラ

イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
薬
物
乱
用

防
止
教
育
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
「
学
年
別
薬

物
乱
用
防
止
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
大
変
役
に
立
ち
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
中

に
は
、
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
た
め
に
有
用
だ
と

さ
れ
て
い
る
様
々
な
学
習
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
既
に
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
知
識
の

習
得
だ
け
で
は
態
度
・
習
慣
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

様
々
な
能
動
的
学
習
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
学
習
方
法
を
実
践
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
た
め
の
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
比
較
的
取
り
組
み
や
す
い
と
思
わ
れ
る
学
習
方

法
で
あ
る
、
小
グ
ル
ー
プ
討
義
論
を
取
り
入
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
形
式
の
学
習
方
法
を
取
り
入
れ

た
学
級
担
任
、
養
護
教
員
と
の
共
同
授
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
が
学
校
薬
剤
師
を
務
め
て
い
る
八
王
子
市
内
の
小

中
一
貫
校
で
は
、
小
学
5
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で

学
年
毎
に
、
喫
煙

防
止
・
薬
物
乱
用

防
止
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
児

童
・
生
徒
が
主
体

的
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
喫
煙
や
薬

物
の
誘
因
に
適
切

に
対
処
で
き
る
能

力
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
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て
、
ま
ず
、
知
識
教
育
と
し
て
喫
煙
・
薬
物
乱
用
に
関

す
る
講
義
を
行
い
、
そ
の
あ
と
に
、
小
グ
ル
ー
プ
討
議

（
Sm
allGroup
D
iscussion
以
下
Ｓ
Ｇ
Ｄ
と
記
載
）

を
取
り
入
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
形
式
の
能

動
的
学
習
（
修
得
し
た
知
識
を
問
題
解
決
に
応
用
す
る

能
力
の
獲
得
と
、
そ
れ
を
行
動
に
移
そ
う
と
す
る
態
度

の
変
容
を
主
眼
と
す
る
）
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

学
校
側
か
ら
2
時
限
の
枠
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
が

前
提
に
な
り
、
1
時
限
目
に
知
識
の
伝
達
を
行
う
講
義

を
行
い
ま
す
。
小
学
5
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の

講
演
内
容
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

小
学
5
年
生

喫
煙
防
止
教
室
（
タ
バ
コ
の
害
、
ニ

コ
チ
ン
依
存
、
受
動
喫
煙
な
ど
に
つ
い
て
）

小
学
6
年
生

薬
物
乱
用
教
室
（
薬
の
正
し
い
使
い

方
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
、
薬
物
乱
用
と
は
、
乱
用
薬
物
、

薬
物
依
存
な
ど
に
つ
い
て
）

中
学
1
年
生

喫
煙
防
止
教
室
（
小
学
5
年
生
の
内

容
を
さ
ら
に
詳
し
く

社
会
問
題
と
し
て
の
受
動
喫

煙
、
世
界
の
喫
煙
事
情
な
ど
に
つ
い
て
）

中
学
2
・
3
年
生

薬
物
乱
用
教
室
（
薬
物
乱
用
、

薬
物
乱
用
の
歴
史
と
現
状
、
依
存
の
仕
組
み
―
脳
内
報

酬
神
経
回
路
を
中
心
に
―
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
薬

物
乱
用
の
社
会
的
影
響
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
、
世
界
の
大

麻
事
情
と
大
麻
の
害
、
中
高
生
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

と
乱
用
薬
物
な
ど
つ
い
て
）

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
例
示
で
す
の

で
、
様
々
な
組
み
合
わ
せ
や
こ
こ
に
挙
げ
て
い
な
い
内

容
が
含
ま
れ
て
い
て
も
構
わ
な
い
と
考
え
ま
す
。
講
義

内
容
に
つ
い
て
採
用
す
べ
き
も
の
か
ど
う
か
迷
う
場
合

は
、
学
校
側
と
も
十
分
に
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
写
真
や
動
画
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
関
心
、

印
象
度
は
さ
ら
に
深
く
な
り
ま
す
。
小
学
生
で
は
35
分

～
40
分
く
ら
い
、
中
学
生
で
は
40
分
～
45
分
程
度
を
目

安
に
し
て
構
成
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

2
時
限
目
（
小
学
生
は
45
分
、
中
学
生
は
50
分
）
は
、

ク
ラ
ス
毎
に
Ｗ
Ｓ
形
式
の
授
業
を
行
い
ま
す
。
ク
ラ
ス

毎
に
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
薬
剤
師
が
入
り
授
業
を
進
め

ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
担
任
、
養
護
の
先
生
に
は
進
行
の

補
佐
役
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
中

に
は
、
対
応
が
難
し
い
児
童
・
生
徒
が
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
を
上
手
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
も
ら
う
こ
と
で
授
業
の
進
行
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
資
料
参
照
、
中
学

生
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
日
本
学
校
保
健
会
の
ホ
ー
ム Table.1 SGDを取り入れた授業のタイムテーブル
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ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
学
生
用
教
材
を
一
部
改

変
し
て
作
成
）
を
用
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
中
の
主

人
公
に
な
っ
て
自
分
の
意
見
を
記
入
し
て
い
き
ま
す
。

小
学
5
・
6
年
生
の
授
業
は
、
時
間
に
余
裕
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ク
イ
ズ
形
式
で
先
の
講
義
内
容
の
振
り
返
り

を
し
て
か
ら
進
め
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
自
分
の
意
見

（
自
分
の
行
動
）
の
記
入
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
同
様
の
内
容
で
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
討
議
を
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
一
番
適
切
か
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
取
り
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
意
見
と
し
て
ま

と
め
て
発
表
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
討
議
の

際
に
は
、
司
会
進
行
、
記
録
、
発
表
の
3
役
を
決
め
て

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
説
明
し
ま
す
。
特
に
司
会
進
行
役

は
、
グ
ル
ー
プ
全
員
が
討
議
に
参
加
し
て
グ
ル
ー
プ
の

意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
記
入
す
る
時
間
を
あ

ら
か
じ
め
伝
え
て
、
時
間
内
に
記
述
す
る
よ
う
促
す
こ

と
も
重
要
で
す
。（
個
人
の
意
見
を
記
入
す
る
際
に
も

時
間
内
に
記
入
す
る
よ
う
伝
え
ま
す
）
項
目
ご
と
に
記

述
に
要
す
る
時
間
を
分
単
位
で
進
め
な
い
と
授
業
時
間

内
に
終
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
チ
ュ
ー
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

の
作
業
の
時
間
配
分
を
考
え
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
く

だ
さ
い
。
最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
討
議
の
結
果
を
模

造
紙
に
記
入
し
て
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

参
考
ま
で
に
中
学
2
年
生
の
授
業
の
進
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
Table1
に
示
し
ま
す
。
分
刻
み
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
す
べ
て
の
生
徒
が
、
自
分
の
意

見
を
記
入
、
討
議
を
し
て
グ
ル
ー
プ
毎
の
意
見
を
ま
と

め
る
作
業
を
、
こ
ち
ら
の
示
し
た
時
間
内
で
行
う
こ
と

は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。
生
徒
た
ち
の
取
り
組
み
の

姿
勢
な
ど
を
見
な
が
ら
、
時
間
調
整
を
し
た
り
、
作
業

の
進
行
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
形
式
の
薬
物
乱
用
教
育
が
、
児
童
生
徒

た
ち
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
を
ア
ン

ケ
ー
ト
に
基
づ
き
解
析
し
た
報
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
を

Table2,3
に
示
し
ま
す
。
Table2
に
示
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
5
項
目
に
わ
た
り
ま
す
が
、
生
徒

の
薬
物
乱
用
に
対
す
る
認
識
と
態
度
の
変
化
の
測
定
す

る
た
め
に
行
っ
た
④
、
⑤
の
質
問
の
結
果
、
及
び
、
今

回
行
っ
た
能
動
的
学
習
方
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
に
対

す
る
生
徒
の
受
け
止
め
方
を
調
査
す
る
た
め
に
行
っ
た

Table3
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
詳
細
な
報
告
に
つ
い
て
は
文
献
（
1
）
を
あ
た
っ
て

く
だ
さ
い
。）

ま
ず
、
Table2
の
質
問
④
，
⑤
は
、
講
義
後
（
Ｓ

Ｇ
Ｄ
前
）、
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
（
Ｗ
Ｓ
形
式
の
授
業
終
了
後
）

の
変
化
を
測
定
し
た
も
の
で
す
。
質
問
項
目
の
「
5
時

間
目
の
講
義
（
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
は
「
6
時
間
目
の
話
し
合
い
」

と
置
き
換
え
）
の
前
と
比
べ
て
、
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
、

い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す

Table.2 SGD前後のアンケート質問項目
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て
、
ま
ず
、
知
識
教
育
と
し
て
喫
煙
・
薬
物
乱
用
に
関

す
る
講
義
を
行
い
、
そ
の
あ
と
に
、
小
グ
ル
ー
プ
討
議

（
Sm
allGroup
D
iscussion
以
下
Ｓ
Ｇ
Ｄ
と
記
載
）

を
取
り
入
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
形
式
の
能

動
的
学
習
（
修
得
し
た
知
識
を
問
題
解
決
に
応
用
す
る

能
力
の
獲
得
と
、
そ
れ
を
行
動
に
移
そ
う
と
す
る
態
度

の
変
容
を
主
眼
と
す
る
）
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

学
校
側
か
ら
2
時
限
の
枠
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
が

前
提
に
な
り
、
1
時
限
目
に
知
識
の
伝
達
を
行
う
講
義

を
行
い
ま
す
。
小
学
5
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の

講
演
内
容
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

小
学
5
年
生

喫
煙
防
止
教
室
（
タ
バ
コ
の
害
、
ニ

コ
チ
ン
依
存
、
受
動
喫
煙
な
ど
に
つ
い
て
）

小
学
6
年
生

薬
物
乱
用
教
室
（
薬
の
正
し
い
使
い

方
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
、
薬
物
乱
用
と
は
、
乱
用
薬
物
、

薬
物
依
存
な
ど
に
つ
い
て
）

中
学
1
年
生

喫
煙
防
止
教
室
（
小
学
5
年
生
の
内

容
を
さ
ら
に
詳
し
く

社
会
問
題
と
し
て
の
受
動
喫

煙
、
世
界
の
喫
煙
事
情
な
ど
に
つ
い
て
）

中
学
2
・
3
年
生

薬
物
乱
用
教
室
（
薬
物
乱
用
、

薬
物
乱
用
の
歴
史
と
現
状
、
依
存
の
仕
組
み
―
脳
内
報

酬
神
経
回
路
を
中
心
に
―
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
薬

物
乱
用
の
社
会
的
影
響
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
、
世
界
の
大

麻
事
情
と
大
麻
の
害
、
中
高
生
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

と
乱
用
薬
物
な
ど
つ
い
て
）

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
例
示
で
す
の

で
、
様
々
な
組
み
合
わ
せ
や
こ
こ
に
挙
げ
て
い
な
い
内

容
が
含
ま
れ
て
い
て
も
構
わ
な
い
と
考
え
ま
す
。
講
義

内
容
に
つ
い
て
採
用
す
べ
き
も
の
か
ど
う
か
迷
う
場
合

は
、
学
校
側
と
も
十
分
に
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
写
真
や
動
画
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
関
心
、

印
象
度
は
さ
ら
に
深
く
な
り
ま
す
。
小
学
生
で
は
35
分

～
40
分
く
ら
い
、
中
学
生
で
は
40
分
～
45
分
程
度
を
目

安
に
し
て
構
成
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

2
時
限
目
（
小
学
生
は
45
分
、
中
学
生
は
50
分
）
は
、

ク
ラ
ス
毎
に
Ｗ
Ｓ
形
式
の
授
業
を
行
い
ま
す
。
ク
ラ
ス

毎
に
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
薬
剤
師
が
入
り
授
業
を
進
め

ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
担
任
、
養
護
の
先
生
に
は
進
行
の

補
佐
役
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
中

に
は
、
対
応
が
難
し
い
児
童
・
生
徒
が
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
を
上
手
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
も
ら
う
こ
と
で
授
業
の
進
行
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
資
料
参
照
、
中
学

生
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
日
本
学
校
保
健
会
の
ホ
ー
ム Table.1 SGDを取り入れた授業のタイムテーブル
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ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
学
生
用
教
材
を
一
部
改

変
し
て
作
成
）
を
用
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
中
の
主

人
公
に
な
っ
て
自
分
の
意
見
を
記
入
し
て
い
き
ま
す
。

小
学
5
・
6
年
生
の
授
業
は
、
時
間
に
余
裕
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ク
イ
ズ
形
式
で
先
の
講
義
内
容
の
振
り
返
り

を
し
て
か
ら
進
め
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
自
分
の
意
見

（
自
分
の
行
動
）
の
記
入
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
同
様
の
内
容
で
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
討
議
を
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
一
番
適
切
か
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
取
り
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
意
見
と
し
て
ま

と
め
て
発
表
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
討
議
の

際
に
は
、
司
会
進
行
、
記
録
、
発
表
の
3
役
を
決
め
て

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
説
明
し
ま
す
。
特
に
司
会
進
行
役

は
、
グ
ル
ー
プ
全
員
が
討
議
に
参
加
し
て
グ
ル
ー
プ
の

意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
記
入
す
る
時
間
を
あ

ら
か
じ
め
伝
え
て
、
時
間
内
に
記
述
す
る
よ
う
促
す
こ

と
も
重
要
で
す
。（
個
人
の
意
見
を
記
入
す
る
際
に
も

時
間
内
に
記
入
す
る
よ
う
伝
え
ま
す
）
項
目
ご
と
に
記

述
に
要
す
る
時
間
を
分
単
位
で
進
め
な
い
と
授
業
時
間

内
に
終
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
チ
ュ
ー
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

の
作
業
の
時
間
配
分
を
考
え
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
く

だ
さ
い
。
最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
討
議
の
結
果
を
模

造
紙
に
記
入
し
て
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

参
考
ま
で
に
中
学
2
年
生
の
授
業
の
進
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
Table1
に
示
し
ま
す
。
分
刻
み
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
す
べ
て
の
生
徒
が
、
自
分
の
意

見
を
記
入
、
討
議
を
し
て
グ
ル
ー
プ
毎
の
意
見
を
ま
と

め
る
作
業
を
、
こ
ち
ら
の
示
し
た
時
間
内
で
行
う
こ
と

は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。
生
徒
た
ち
の
取
り
組
み
の

姿
勢
な
ど
を
見
な
が
ら
、
時
間
調
整
を
し
た
り
、
作
業

の
進
行
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
形
式
の
薬
物
乱
用
教
育
が
、
児
童
生
徒

た
ち
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
を
ア
ン

ケ
ー
ト
に
基
づ
き
解
析
し
た
報
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
を

Table2,3
に
示
し
ま
す
。
Table2
に
示
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
5
項
目
に
わ
た
り
ま
す
が
、
生
徒

の
薬
物
乱
用
に
対
す
る
認
識
と
態
度
の
変
化
の
測
定
す

る
た
め
に
行
っ
た
④
、
⑤
の
質
問
の
結
果
、
及
び
、
今

回
行
っ
た
能
動
的
学
習
方
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
に
対

す
る
生
徒
の
受
け
止
め
方
を
調
査
す
る
た
め
に
行
っ
た

Table3
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
詳
細
な
報
告
に
つ
い
て
は
文
献
（
1
）
を
あ
た
っ
て

く
だ
さ
い
。）

ま
ず
、
Table2
の
質
問
④
，
⑤
は
、
講
義
後
（
Ｓ

Ｇ
Ｄ
前
）、
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
（
Ｗ
Ｓ
形
式
の
授
業
終
了
後
）

の
変
化
を
測
定
し
た
も
の
で
す
。
質
問
項
目
の
「
5
時

間
目
の
講
義
（
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
は
「
6
時
間
目
の
話
し
合
い
」

と
置
き
換
え
）
の
前
と
比
べ
て
、
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
、

い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す

Table.2 SGD前後のアンケート質問項目
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か
。」に
対
し
て
得
ら
れ
た
回
答
に
つ
い
て
、講
義
後（
Ｓ

Ｇ
Ｄ
前
）
と
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
と
で
比
較
し
た
結
果
を

Fig.1
に
示
し
ま
す
。「
と
て
も
強
く
な
っ
た
」
と
回

答
し
た
生
徒
は
、
講
義
後
（
Ｓ
Ｇ
Ｄ
前
）
で
60
・
5
％
、

Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
で
69
・
7
％
で
あ
り
、Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
の
方
が
9
・

2
％
増
加
し
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
は
5
・
3
％

か
ら
0
％
と
な
り
ま
し
た
。「
全
く
変
わ
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
生
徒
は
、
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
、「
5
時
間
目
の
講
義
（「
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
」
の
際
に

は
「
6
時
間
目
の
話
し
合
い
」
と
置
き
換
え
て
記
載
）

の
前
と
比
べ
て
、
薬
物
乱
用
に
誘
わ
れ
た
時
に
、
断
る

態
度
が
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
か
。」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
得
ら
れ
た
回
答
に
つ
い
て
、
講
義
後
（
Ｓ
Ｇ

Ｄ
前
）
と
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
と
で
比
較
し
た
結
果
を
Fig.2

に
示
し
ま
す
。「
と
て
も
身
に
つ
い
た
」
と
回
答
し
た

生
徒
は
、
講
義
後
（
Ｓ
Ｇ
Ｄ
前
）
で
35
・
5
％
、
Ｓ
Ｇ

Ｄ
後
で
73
・
7
％
で
あ
り
、
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
で
は
、
講
義
後

の
約
2
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
、「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」
は
28
・
9
％
か
ら
2
・
6
％
に
減
少
し
て

い
ま
す
。「
あ
ま
り
身
に
つ
か
な
い
」
と
回
答
し
た
生

徒
は
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Table3
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｄ
に
対
す
る

生
徒
の
受
け
止
め
方
と
授
業
に
対
す
る
感
想
を
Ｓ
Ｇ
Ｄ

Fig. 1

Fig. 2
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後（
能
動
的
学
習
終
了
後
）に
実
施
し
ま
し
た
。「
今
回
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど

う
で
し
た
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
得
ら
れ
た
回

答
に
つ
い
て
、
Fig.3
に
示
し
ま
す
。「
色
々
な
意
見

が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」
が
最
も
多
く
、
75
・
3
％
、
次

い
で
「
み
ん
な
で
話
し
合
う
と
、
よ
く
理
解
で
き
た
」

が
66
・
2
％
、「
み
ん
な
で
話
し
合
う
と
、
よ
い
考
え

が
出
る
と
思
っ
た
」
が
55
・
8
％
な
ど
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、「
み
ん
な
で
話
し
合
う
と
大
変
な
の
で
、
あ
ま

り
や
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
否
定
的
な
意
見

は
10
・
4
％
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
項
目
の
み
を

選
択
し
た
生
徒
は
2
・
6
％
で
あ
り
、
そ
の
他
の
生
徒

は
有
用
性
を
認
め
る
項
目
も
併
せ
て
選
択
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、
今
回
の
授
業
に
対
す
る
生
徒
た
ち
の
意
見
や

感
想
の
う
ち
、
行
動
や
態
度
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
も

の
を
抜
粋
し
Table.4
に
示
し
ま
す
。「
誘
わ
れ
て

も
断
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
友
達
な
ど
の
誘
い
を
断

る
の
は
つ
ら
い
が
、
自
分
を
守
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
」、「
友
達
が
や
っ
て
い
た
ら
や
め
さ
せ
る
べ

き
」、「
自
分
に
関
係
が
無
い
と
は
言
え
な
い
の
で
気
を

つ
け
よ
う
と
思
っ
た
」
等
、
行
動
や
態
度
の
変
容
が
伺

え
る
意
見
や
感
想
が
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

数
字
の
変
化
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
講
義
を
聞
く
だ
け
よ
り
も
、
自
分
の
考
え
を
示
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
少
人
数
で
討
議
を
し
て
ま
と
め
る
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
の
内
面
に
少
な
く
な
い
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
お
分
か
り
頂
け
る
と
思
い
ま

す
。喫

煙
や
シ
ン
ナ
ー
、薬
物
を
乱
用
す
る
き
っ
か
け
は
、

1
）「
友
人
か
ら
の
誘
い
」
が
最
も
多
い
こ
と

2
）
乱
用
の
誘
い
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
毅
然
と
断

る
態
度
が
大
切
な
こ
と

3
）
普
段
の
生
活
の
中
で
も
、
状
況
に
よ
っ
て
は
悪

い
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
使
わ
ざ
る
を
え

な
い
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と

喫
煙
や
薬
物
乱
用
の
誘
い
を
受
け
る
こ
の
よ
う
な
場

面
で
は
、
助
け
て
く
れ
る
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。

□
「
自
分
は
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
知
識
だ
け
で
、

自
分
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

□

何
か
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
周
り
に
影
響

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
分
自
身
を
見
つ

め
、
自
分
で
判
断
し
、
正
し
い
行
動
が
で
き
る

よ
う
な
力
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

Fig. 3

Table.4 SGDを取り入れた授業に関する生徒の自由記載意見

● 21

誌 上 研 修
「薬物乱用防止指導者のための実践講座」



か
。」に
対
し
て
得
ら
れ
た
回
答
に
つ
い
て
、講
義
後（
Ｓ

Ｇ
Ｄ
前
）
と
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
と
で
比
較
し
た
結
果
を

Fig.1
に
示
し
ま
す
。「
と
て
も
強
く
な
っ
た
」
と
回

答
し
た
生
徒
は
、
講
義
後
（
Ｓ
Ｇ
Ｄ
前
）
で
60
・
5
％
、

Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
で
69
・
7
％
で
あ
り
、Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
の
方
が
9
・

2
％
増
加
し
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
は
5
・
3
％

か
ら
0
％
と
な
り
ま
し
た
。「
全
く
変
わ
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
生
徒
は
、
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
、「
5
時
間
目
の
講
義
（「
Ｓ
Ｇ
Ｄ
後
」
の
際
に

は
「
6
時
間
目
の
話
し
合
い
」
と
置
き
換
え
て
記
載
）

の
前
と
比
べ
て
、
薬
物
乱
用
に
誘
わ
れ
た
時
に
、
断
る

態
度
が
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
か
。」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
得
ら
れ
た
回
答
に
つ
い
て
、
講
義
後
（
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を
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」
と
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は
、
講
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（
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で
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・
5
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、
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で
73
・
7
％
で
あ
り
、
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で
は
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後

の
約
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に
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ま
し
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一
方
、「
ど
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ら
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も

い
え
な
い
」
は
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・
9
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か
ら
2
・
6
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に
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少
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い
ま
す
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あ
ま
り
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に
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か
な
い
」
と
回
答
し
た
生
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は
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が
あ
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、
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で
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合
い
を
し
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と
に
つ
い
て
は
、
ど
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で
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か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
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得
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た
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に
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、
Fig.3
に
示
し
ま
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。「
色
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な
意
見

が
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け
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よ
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」
が
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、
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、
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で
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で
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し
合
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と
、
よ
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が
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や
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、
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他
の
生
徒
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性
を
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る
項
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も
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選
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ま

す
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ま
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の
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に
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の
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、
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に
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よ
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、
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こ
と
が
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る
と
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。喫
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や
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ナ
ー
、薬
物
を
乱
用
す
る
き
っ
か
け
は
、

1
）「
友
人
か
ら
の
誘
い
」
が
最
も
多
い
こ
と

2
）
乱
用
の
誘
い
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
毅
然
と
断

る
態
度
が
大
切
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と

3
）
普
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の
生
活
の
中
で
も
、
状
況
に
よ
っ
て
は
悪

い
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
使
わ
ざ
る
を
え

な
い
よ
う
な
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面
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
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煙
や
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物
乱
用
の
誘
い
を
受
け
る
こ
の
よ
う
な
場

面
で
は
、
助
け
て
く
れ
る
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。

□
「
自
分
は
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
知
識
だ
け
で
、

自
分
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

□

何
か
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
周
り
に
影
響

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
分
自
身
を
見
つ

め
、
自
分
で
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、
正
し
い
行
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で
き
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付
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

Fig. 3

Table.4 SGDを取り入れた授業に関する生徒の自由記載意見

● 21

誌 上 研 修
「薬物乱用防止指導者のための実践講座」



□

そ
の
よ
う
な
行
動
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、

授
業
で
行
っ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
で
意
見
を
出

し
合
っ
て
、
話
し
合
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ

と
。

自
分
の
体
や
健
康
は
、
自
分
で
し
か
管
理
が
で
き
な

い
こ
と
、
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
講
義
で
も
伝

え
て
い
ま
す
が
、自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
、

そ
の
重
要
さ
を
、
よ
り
明
確
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
の
学
齢
期
は
、
発

育
・
発
達
の
過
程
に
あ
り
、
身
体
的
な
基
盤
が
作
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
思
決
定
の
あ
り

方
や
価
値
基
準
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
習
慣
や
行
動
が
形

成
さ
れ
る
時
期
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
継
続
的
な

能
動
的
学
習
を
学
年
（
年
齢
）
に
応
じ
た
内
容
で
繰
り

返
し
続
け
る
こ
と
が
、
普
段
の
実
際
の
行
動
に
結
び
つ

い
て
い
き
、
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
各
学
年
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
セ
ル
フ

エ
ス
テ
ィ
ー
ム
、
身
に
つ
け
る
べ
き
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を

意
識
し
て
考
え
、
討
議
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
授
業
を
実
施
す
る
に
は
、
準
備
や

時
間
の
確
保
を
含
め
て
学
校
側
の
協
力
、
そ
し
て
ク
ラ

ス
毎
に
チ
ュ
ー
タ
ー
を
揃
え
る
な
ど
多
く
の
人
的
資
源

も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
講
師
側
に
も
あ
る
程

度
の
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
、
私
た
ち

が
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
子
供
た
ち
の
行
動
が
変

わ
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
薬

剤
師
だ
け
で
は
な
く
、
青
少
年
の
薬
物
乱
用
防
止
指
導

に
関
わ
る
多
く
の
方
々
に
参
加
を
し
て
頂
く
こ
と
が
解

決
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
が
所

属
す
る
八
王
子
薬
剤
師
会
で
は
、
学
校
薬
剤
師
の
う
ち

約
40
名
の
方
々
が
お
互
い
に
こ
の
活
動
に
協
力
し
て
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
小
中
学
校
で
の
薬
物
乱
用
防
止
教
育

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
者

同
士
が
協
力
し
て
、
よ
り
一
層
効
果
の
あ
る
薬
物
乱
用

防
止
教
育
の
構
築
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
関

係
上
、こ
こ
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、

（
公
財
）
麻
薬
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
提
供
が
可
能
で

す
。喫

煙
・
飲
酒
防
止
教
室
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
行

う
際
に
は
必
ず
「
健
康
で
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
た
め

に
」、「
皆
さ
ん
に
必
要
な
も
の
は
何
か
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
真
摯

に
伝
え
、
児
童
・
生
徒
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
一
次
予

防
の
重
要
な
目
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
皆

さ
ん
と
考
察
を
重
ね
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
薬
物
乱
用

指
導
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
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□

そ
の
よ
う
な
行
動
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、

授
業
で
行
っ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
で
意
見
を
出

し
合
っ
て
、
話
し
合
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ

と
。

自
分
の
体
や
健
康
は
、
自
分
で
し
か
管
理
が
で
き
な

い
こ
と
、
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
講
義
で
も
伝

え
て
い
ま
す
が
、自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
、

そ
の
重
要
さ
を
、
よ
り
明
確
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
の
学
齢
期
は
、
発

育
・
発
達
の
過
程
に
あ
り
、
身
体
的
な
基
盤
が
作
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
思
決
定
の
あ
り

方
や
価
値
基
準
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
習
慣
や
行
動
が
形

成
さ
れ
る
時
期
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
継
続
的
な

能
動
的
学
習
を
学
年
（
年
齢
）
に
応
じ
た
内
容
で
繰
り

返
し
続
け
る
こ
と
が
、
普
段
の
実
際
の
行
動
に
結
び
つ

い
て
い
き
、
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
各
学
年
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
セ
ル
フ

エ
ス
テ
ィ
ー
ム
、
身
に
つ
け
る
べ
き
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を

意
識
し
て
考
え
、
討
議
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
授
業
を
実
施
す
る
に
は
、
準
備
や

時
間
の
確
保
を
含
め
て
学
校
側
の
協
力
、
そ
し
て
ク
ラ

ス
毎
に
チ
ュ
ー
タ
ー
を
揃
え
る
な
ど
多
く
の
人
的
資
源

も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
講
師
側
に
も
あ
る
程

度
の
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
、
私
た
ち

が
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
子
供
た
ち
の
行
動
が
変

わ
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
薬

剤
師
だ
け
で
は
な
く
、
青
少
年
の
薬
物
乱
用
防
止
指
導

に
関
わ
る
多
く
の
方
々
に
参
加
を
し
て
頂
く
こ
と
が
解

決
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
が
所

属
す
る
八
王
子
薬
剤
師
会
で
は
、
学
校
薬
剤
師
の
う
ち

約
40
名
の
方
々
が
お
互
い
に
こ
の
活
動
に
協
力
し
て
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
小
中
学
校
で
の
薬
物
乱
用
防
止
教
育

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
者

同
士
が
協
力
し
て
、
よ
り
一
層
効
果
の
あ
る
薬
物
乱
用

防
止
教
育
の
構
築
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
関

係
上
、こ
こ
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、

（
公
財
）
麻
薬
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
提
供
が
可
能
で

す
。喫

煙
・
飲
酒
防
止
教
室
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
行

う
際
に
は
必
ず
「
健
康
で
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
た
め

に
」、「
皆
さ
ん
に
必
要
な
も
の
は
何
か
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
真
摯

に
伝
え
、
児
童
・
生
徒
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
一
次
予

防
の
重
要
な
目
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
皆

さ
ん
と
考
察
を
重
ね
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
薬
物
乱
用

指
導
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
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（公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター

都道府県 実行委員会 ライオンズクラブ ロータリークラブ 募金額合計
件数 募金額 件数 募金額 件数 募金額 件数 募金額

1 北海道 59 409,798 3 106,513 0 0 62 516,311
2 青 森 31 345,918 4 42,236 0 0 35 388,154
3 岩 手 46 127,317 0 0 0 0 46 127,317
4 宮 城 41 235,330 0 0 2 39,835 43 275,165
5 秋 田 126 386,968 4 87,311 0 0 130 474,279
6 山 形 39 445,309 3 20,000 0 0 42 465,309
7 福 島 118 2,360,906 0 0 0 0 118 2,360,906
8 茨 城 248 917,039 3 86,839 1 23,330 252 1,027,208
9 栃 木 8 101,234 0 0 0 0 8 101,234
10 群 馬 24 94,820 0 0 0 0 24 94,820
11 埼 玉 236 1,956,302 2 542,500 0 0 238 2,498,802
12 千 葉 61 351,052 3 41,918 9 88,644 73 481,614
13 東 京 241 1,624,228 0 0 0 0 241 1,624,228
14 神奈川 62 1,035,304 0 0 4 156,346 66 1,191,650
15 新 潟 119 194,582 2 51,491 0 0 121 246,073
16 富 山 2 391,364 0 0 0 0 2 391,364
17 石 川 16 323,351 5 56,290 3 60,799 24 440,440
18 福 井 5 351,027 1 5,000 0 0 6 356,027
19 山 梨 6 224,266 0 0 0 0 6 224,266
20 長 野 237 771,932 1 10,364 46 807,211 284 1,589,507
21 岐 阜 156 360,325 1 8,267 0 0 157 368,592
22 静 岡 47 336,399 23 239,748 1 10,000 71 586,147
23 愛 知 47 219,664 0 0 0 0 47 219,664
24 三 重 65 176,309 4 68,451 8 154,639 77 399,399
25 滋 賀 13 37,299 5 111,349 1 6,188 19 154,836
26 京 都 76 276,063 2 19,496 0 0 78 295,559
27 大 阪 45 543,104 48 712,942 15 270,373 108 1,526,419
28 兵 庫 21 293,538 0 0 0 0 21 293,538
29 奈 良 11 61,323 0 0 0 0 11 61,323
30 和歌山 25 119,727 15 220,053 9 115,738 49 455,518
31 鳥 取 27 86,076 0 0 0 0 27 86,076
32 島 根 50 160,910 4 35,017 0 0 54 195,927
33 岡 山 48 274,189 13 67,494 0 0 61 341,683
34 広 島 48 479,053 2 753,793 5 193,386 55 1,426,232
35 山 口 59 1,235,564 5 39,995 4 160,543 68 1,436,102
36 徳 島 8 570,427 0 0 0 0 8 570,427
37 香 川 6 50,525 2 23,300 0 0 8 73,825
38 愛 媛 2 1,971,203 0 0 0 0 2 1,971,203
39 高 知 39 274,261 1 6,213 0 0 40 280,474
40 福 岡 48 258,021 19 201,687 0 0 67 459,708
41 佐 賀 43 265,887 0 0 0 0 43 265,887
42 長 崎 45 278,931 0 0 0 0 45 278,931
43 熊 本 36 232,224 0 0 0 0 36 232,224
44 大 分 68 868,617 2 10,000 1 4,472 71 883,089
45 宮 崎 74 344,935 0 0 0 0 74 344,935
46 鹿児島 57 543,351 0 0 1 9,750 58 553,101
47 沖 縄 196 970,313 1 10,000 0 0 197 980,313

合 計 3,085 23,936,285 178 3,578,267 110 2,101,254 3,373 29,615,806

振込件数 募 金 額
実行委員会 3,085 23,936,285
ライオンズ 178 3,578,267
ロータリー 110 2,101,254
官公庁／団体 44 777,136
企業／その他 258 1,315,385
総計 3,675 31,708,327

2019 年度「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金は
12 月 15 日で締め切りました。
12 月 16 日からの分は、2020 年度の募金に計上
されます。

尚、ライオンズクラブ、ロータリークラブの募
金が実行委員会に含まれている場合もあります。
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（令和元年 9月警察庁組織犯罪対策部組織犯罪対策企画課公表資料「令和元年上半期における組織犯罪の情勢」より抜粋）

● 薬物事犯の検挙状況
薬物事犯（覚醒剤事犯、大麻事犯、麻薬及び向精神薬事犯及びあへん事犯をいう。以下同じ。）の検挙人員は近年横ばい

が続く中、令和元年上半期は、6,278 人と前年同期に比べわずかに減少した。
このうち覚醒剤事犯検挙人員は 3,970 人と減少が続いている一方で、大麻事犯検挙人員は 2,093 人と平成 26 年以降増加が

続いており、薬物事犯別検挙人員における大麻事犯の比率が上昇している。

（１）覚醒剤事犯の検挙状況
ア 年齢層別の検挙状況
年齢層別でみると、人口 10 万人当たりの検挙人員は、20 歳未満が 0.6 人、20 歳代が 3.7 人、30 歳代が 7.5 人、40 歳代が

7.1 人、50 歳以上が 2.2 人であり、最も多い年齢層は 30 歳代、次いで 40 歳代となっている。

〔人口 10 万人当たりの覚醒剤事犯検挙人員の推移〕

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

（人） 全検拳人員 50歳以上 40～45歳 30～39歳 20～29歳 20歳末満

〔薬物事犯別検挙件数及び検挙人員の推移〕
年別

区分 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

覚醒剤事犯 検挙件数 15,355 15,980 15,219 14,325 14,135 6,768 5,546
検挙人員 10,958 11,022 10,457 10,113 9,868 4,645 3,970

大麻事犯 検挙件数 2,362 2,771 3,439 3,965 4,687 2,203 2,646
検挙人員 1,761 2,101 2,536 3,008 3,578 1,690 2,093

麻薬及び
向精神薬事犯

検挙件数 637 706 784 840 862 451 461
検挙人員 378 398 412 409 415 223 214

あへん事犯 検挙件数 24 6 11 12 6 2 2
検挙人員 24 3 6 12 1 1 1

合計 検挙件数 18,378 19,463 19.453 19142 19,690 9,424 8,655
検挙人員 13,121 13,524 13,411 13,542 13,862 6,559 6,278

注 1：本表の数値には、各薬物に係る麻薬特例法違反の検挙件数・人員の数値を含む。
注 2：本表の薬物事犯は、覚醒剤事犯、大麻事犯、麻薬及び向精神薬事犯及びあへん事犯をいい、犯罪統計による。

令和元年上半期における薬物情勢（暫定値）について
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● 薬物事犯の検挙状況
薬物事犯（覚醒剤事犯、大麻事犯、麻薬及び向精神薬事犯及びあへん事犯をいう。以下同じ。）の検挙人員は近年横ばい

が続く中、令和元年上半期は、6,278 人と前年同期に比べわずかに減少した。
このうち覚醒剤事犯検挙人員は 3,970 人と減少が続いている一方で、大麻事犯検挙人員は 2,093 人と平成 26 年以降増加が

続いており、薬物事犯別検挙人員における大麻事犯の比率が上昇している。

（１）覚醒剤事犯の検挙状況
ア 年齢層別の検挙状況
年齢層別でみると、人口 10 万人当たりの検挙人員は、20 歳未満が 0.6 人、20 歳代が 3.7 人、30 歳代が 7.5 人、40 歳代が

7.1 人、50 歳以上が 2.2 人であり、最も多い年齢層は 30 歳代、次いで 40 歳代となっている。

〔人口 10 万人当たりの覚醒剤事犯検挙人員の推移〕

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

（人） 全検拳人員 50歳以上 40～45歳 30～39歳 20～29歳 20歳末満

イ 再犯者率

〔覚醒剤事犯年齢別検挙人員の推移〕
年別

区分 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

覚醒剤事犯 検挙人員 10,958 11,022 10,457 10,113 9,868 4,645 3,970
人口 10 万人当たりの検挙人員 10.7 10.7 10.4 9.9 9.7 4.6 3.9
年齢別 50 歳以上 2,486 2,324 2,353 2,347 2,615 1,201 1,038

人口 10 万人当たりの検挙人員 5.2 4.9 5.0 4.9 5.5 2.5 2.2
構成比率（％） 22.7 21.1 22.5 23.2 26.5 25.9 26.1
40～49 歳 3,697 3,779 3,592 3,587 3,352 1,565 1,325
人口 10 万人当たりの検挙人員 20.5 20.5 19.7 18.9 17.7 8.3 7.1
構成比率（％） 33.7 34.3 34.4 35.5 34.0 33.7 33.4
30～39 歳 3,301 3,383 3,089 2,862 2,642 1,245 1,100
人口 10 万人当たりの検挙人員 19.8 21.0 20.0 18.6 17.6 8.3 7.5
構成比率（％） 30.1 30.7 29.5 28.3 26.8 26.8 27.7
20～29 歳 1,382 1,417 1,287 1,226 1,163 593 465
人口 10 万人当たりの検挙人員 10.6 11.0 10.2 9.8 9.3 4.7 3.7
構成比率（％） 12.6 12.9 12.3 12.1 11.8 12.8 11.7
20 歳未満 92 119 136 91 96 41 42
人口 10 万人当たりの検挙人員 1.3 1.7 1.9 1.3 1.4 0.6 0.6
構成比率（％） 0.8 1.1 1.3 0.9 1.0 0.9 1.1

うち中学生 2 1 7 0 3 0 0
うち高校生 11 14 18 8 13 5 5

大学生 11 18 8 19 15 3 12

注 1：算出に用いた人口は、各前年の総務省統計資料「10 月 1 日現在人口推計」又は「国勢調査結果」による。
注 2：20 歳未満の人口 10 万人当たりの検挙人員は 14 歳から 19 歳までの人口を基に、50 歳以上の人口 10 万人当たりの検挙人員は 50 歳か

ら 79 歳までの人口を基にそれぞれ算出。

〔覚醒剤事犯の再犯者率の推移〕
年別

区分 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

覚醒剤事犯 検挙人員 11,655 11,993 11,852 11,577 10,909 10,958 11,022 10,457 10,113 9,868 4,645 3,970
再犯者数 6,765 7,114 7,038 7,116 6,899 7,067 7,147 6,804 6,647 6,521 3,089 2,649
再犯者率（％） 58.0 59.3 59.4 61.5 63.2 64.5 64.8 65.1 65.7 66.1 66.5 66.7
年齢別
再犯者率

50 歳以上 82.1 81.2 81.5 81.3 79.8 80.2 83.1 82.3 82.4 82.6 83.2 83.5
40～49 歳 69.6 72.2 70.4 70.0 69.7 71.2 72.2 72.1 72.1 71.8 71.6 73.4
30～39 歳 55.3 56.2 56.1 56.8 58.9 57.3 57.9 56.9 58.5 57.9 59.8 57.3
20～29 歳 35.8 35.3 32.9 37.6 39.0 39.2 36.0 38.9 35.6 35.4 37.1 37.4
20 歳未満 18.7 12.7 12.0 14.9 15.3 5.4 16.0 12.5 16.5 13.5 14.6 11.9
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（令和元年 9月警察庁組織犯罪対策部組織犯罪対策企画課公表資料「令和元年上半期における組織犯罪の情勢」より抜粋）

● 薬物事犯の検挙状況
薬物事犯（覚醒剤事犯、大麻事犯、麻薬及び向精神薬事犯及びあへん事犯をいう。以下同じ。）の検挙人員は近年横ばい

が続く中、令和元年上半期は、6,278 人と前年同期に比べわずかに減少した。
このうち覚醒剤事犯検挙人員は 3,970 人と減少が続いている一方で、大麻事犯検挙人員は 2,093 人と平成 26 年以降増加が

続いており、薬物事犯別検挙人員における大麻事犯の比率が上昇している。

（１）覚醒剤事犯の検挙状況
ア 年齢層別の検挙状況
年齢層別でみると、人口 10 万人当たりの検挙人員は、20 歳未満が 0.6 人、20 歳代が 3.7 人、30 歳代が 7.5 人、40 歳代が

7.1 人、50 歳以上が 2.2 人であり、最も多い年齢層は 30 歳代、次いで 40 歳代となっている。

〔人口 10 万人当たりの覚醒剤事犯検挙人員の推移〕

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

（人） 全検拳人員 50歳以上 40～45歳 30～39歳 20～29歳 20歳末満

〔薬物事犯別検挙件数及び検挙人員の推移〕
年別

区分 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

覚醒剤事犯 検挙件数 15,355 15,980 15,219 14,325 14,135 6,768 5,546
検挙人員 10,958 11,022 10,457 10,113 9,868 4,645 3,970

大麻事犯 検挙件数 2,362 2,771 3,439 3,965 4,687 2,203 2,646
検挙人員 1,761 2,101 2,536 3,008 3,578 1,690 2,093

麻薬及び
向精神薬事犯

検挙件数 637 706 784 840 862 451 461
検挙人員 378 398 412 409 415 223 214

あへん事犯 検挙件数 24 6 11 12 6 2 2
検挙人員 24 3 6 12 1 1 1

合計 検挙件数 18,378 19,463 19.453 19142 19,690 9,424 8,655
検挙人員 13,121 13,524 13,411 13,542 13,862 6,559 6,278

注 1：本表の数値には、各薬物に係る麻薬特例法違反の検挙件数・人員の数値を含む。
注 2：本表の薬物事犯は、覚醒剤事犯、大麻事犯、麻薬及び向精神薬事犯及びあへん事犯をいい、犯罪統計による。

令和元年上半期における薬物情勢（暫定値）について
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（令和元年 9月警察庁組織犯罪対策部組織犯罪対策企画課公表資料「令和元年上半期における組織犯罪の情勢」より抜粋）

● 薬物事犯の検挙状況
薬物事犯（覚醒剤事犯、大麻事犯、麻薬及び向精神薬事犯及びあへん事犯をいう。以下同じ。）の検挙人員は近年横ばい

が続く中、令和元年上半期は、6,278 人と前年同期に比べわずかに減少した。
このうち覚醒剤事犯検挙人員は 3,970 人と減少が続いている一方で、大麻事犯検挙人員は 2,093 人と平成 26 年以降増加が

続いており、薬物事犯別検挙人員における大麻事犯の比率が上昇している。

（１）覚醒剤事犯の検挙状況
ア 年齢層別の検挙状況
年齢層別でみると、人口 10 万人当たりの検挙人員は、20 歳未満が 0.6 人、20 歳代が 3.7 人、30 歳代が 7.5 人、40 歳代が

7.1 人、50 歳以上が 2.2 人であり、最も多い年齢層は 30 歳代、次いで 40 歳代となっている。

〔人口 10 万人当たりの覚醒剤事犯検挙人員の推移〕
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H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期
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上半期

（人） 全検拳人員 50歳以上 40～45歳 30～39歳 20～29歳 20歳末満

イ 再犯者率

〔覚醒剤事犯年齢別検挙人員の推移〕
年別

区分 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

覚醒剤事犯 検挙人員 10,958 11,022 10,457 10,113 9,868 4,645 3,970
人口 10 万人当たりの検挙人員 10.7 10.7 10.4 9.9 9.7 4.6 3.9
年齢別 50 歳以上 2,486 2,324 2,353 2,347 2,615 1,201 1,038

人口 10 万人当たりの検挙人員 5.2 4.9 5.0 4.9 5.5 2.5 2.2
構成比率（％） 22.7 21.1 22.5 23.2 26.5 25.9 26.1
40～49 歳 3,697 3,779 3,592 3,587 3,352 1,565 1,325
人口 10 万人当たりの検挙人員 20.5 20.5 19.7 18.9 17.7 8.3 7.1
構成比率（％） 33.7 34.3 34.4 35.5 34.0 33.7 33.4
30～39 歳 3,301 3,383 3,089 2,862 2,642 1,245 1,100
人口 10 万人当たりの検挙人員 19.8 21.0 20.0 18.6 17.6 8.3 7.5
構成比率（％） 30.1 30.7 29.5 28.3 26.8 26.8 27.7
20～29 歳 1,382 1,417 1,287 1,226 1,163 593 465
人口 10 万人当たりの検挙人員 10.6 11.0 10.2 9.8 9.3 4.7 3.7
構成比率（％） 12.6 12.9 12.3 12.1 11.8 12.8 11.7
20 歳未満 92 119 136 91 96 41 42
人口 10 万人当たりの検挙人員 1.3 1.7 1.9 1.3 1.4 0.6 0.6
構成比率（％） 0.8 1.1 1.3 0.9 1.0 0.9 1.1

うち中学生 2 1 7 0 3 0 0
うち高校生 11 14 18 8 13 5 5

大学生 11 18 8 19 15 3 12

注 1：算出に用いた人口は、各前年の総務省統計資料「10 月 1 日現在人口推計」又は「国勢調査結果」による。
注 2：20 歳未満の人口 10 万人当たりの検挙人員は 14 歳から 19 歳までの人口を基に、50 歳以上の人口 10 万人当たりの検挙人員は 50 歳か

ら 79 歳までの人口を基にそれぞれ算出。

〔覚醒剤事犯の再犯者率の推移〕
年別

区分 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

覚醒剤事犯 検挙人員 11,655 11,993 11,852 11,577 10,909 10,958 11,022 10,457 10,113 9,868 4,645 3,970
再犯者数 6,765 7,114 7,038 7,116 6,899 7,067 7,147 6,804 6,647 6,521 3,089 2,649
再犯者率（％） 58.0 59.3 59.4 61.5 63.2 64.5 64.8 65.1 65.7 66.1 66.5 66.7
年齢別
再犯者率

50 歳以上 82.1 81.2 81.5 81.3 79.8 80.2 83.1 82.3 82.4 82.6 83.2 83.5
40～49 歳 69.6 72.2 70.4 70.0 69.7 71.2 72.2 72.1 72.1 71.8 71.6 73.4
30～39 歳 55.3 56.2 56.1 56.8 58.9 57.3 57.9 56.9 58.5 57.9 59.8 57.3
20～29 歳 35.8 35.3 32.9 37.6 39.0 39.2 36.0 38.9 35.6 35.4 37.1 37.4
20 歳未満 18.7 12.7 12.0 14.9 15.3 5.4 16.0 12.5 16.5 13.5 14.6 11.9
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（２）大麻事犯の検挙状況
ア 年齢層別の検挙状況
年齢層別でみると、人口 10 万人当たりの検挙人員は、20 歳未満が 4.0 人、20 歳代が 7.3 人、30 歳代が 3.7 人、40 歳代が

1.4 人、50 歳以上が 0.2 人であり、最も多い年齢層は 20 歳代、次いで 20 歳未満となっている。

〔人口 10 万人当たりの大麻事犯検挙人員の推移〕

H30
上半期

R元
上半期

H26
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全検拳人員 50歳以上 40～45歳 30～39歳 20～29歳 20歳末満

〔大麻事犯年齢別検挙人員の推移〕
年別

区分 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

大麻事犯 検挙人員 1,761 2,101 2,536 3,008 3,578 1,690 2,093
人口 10 万人当たりの検挙人員 1.7 2.1 2.5 3.0 3.5 1.7 2.1
年齢別 50 歳以上 88 104 113 152 157 73 105

人口 10 万人当たりの検挙人員 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3 0.2 0.2
構成比率（％） 5.0 5.0 4.5 5.1 4.4 4.3 5.0
40～49 歳 257 263 326 347 370 175 255
人口 10 万人当たりの検挙人員 1.4 1.4 1.8 1.8 2.0 0.9 1.4
構成比率（％） 14.6 12.5 12.9 11.5 10.3 10.4 12.2
30～39 歳 678 700 899 1,038 1,101 538 537
人口 10 万人当たりの検挙人員 4.1 4.3 5.8 6.8 7.3 3.6 3.7
構成比率（％） 38.5 33.3 35.4 34.5 30.8 31.8 25.7
20～29 歳 658 890 988 1,174 1,521 707 913
人口 10 万人当たりの検挙人員 5.0 6.9 7.9 9.4 12.2 5.7 7.3
構成比率（％） 37.4 42.4 39.0 39.0 42.5 41.8 43.6
20 歳未満 80 144 210 297 429 197 283
人口 10 万人当たりの検挙人員 1.1 2.0 3.0 4.1 6.0 2.8 4.0
構成比率（％） 4.5 6.9 8.3 9.9 12.0 11.7 13.5

うち中学生 3 3 2 2 7 1 4
うち高校生 18 24 32 53 74 34 51

大学生 27 31 40 55 100 46 60

注 1：算出に用いた人口は、各前年の総務省統計資料「10 月 1 日現在人口推計」又は「国勢調査結果」による。
注 2：20 歳未満の人口 10 万人当たりの検挙人員は 14 歳から 19 歳までの人口を基に、50 歳以上の人口 10 万人当たりの検挙人員は 50 歳から 79

歳までの人口を基にそれぞれ算出。
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イ 初犯者率

ウ 違反態様別の検挙状況

● 危険ドラッグ事犯の検挙状況
（１）危険ドラッグ事犯の検挙状況
危険ドラッグ※事犯の検挙状況は 104 事件、108 人と前年に引き続き減少した。

〔大麻事犯の初犯者率の推移〕
年別

区分 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

大麻事犯 検挙人員 2,920 2,216 1,648 1,603 1,555 1,761 2,101 2,536 3,008 3,578 1,690 2,093
初犯者数 2,475 1,803 1,323 1,292 1,208 1,385 1,613 1,962 2,294 2,741 1,293 1,624
初犯者率（％） 84.8 81.4 80.3 80.6 77.7 78.6 76.8 77.4 76.3 76.6 76.5 77.6
年齢別 50 歳以上 63.2 65.5 62.7 62.0 46.3 71.6 57.7 66.4 60.5 64.3 61.6 59.0

40～49 歳 78.1 64.2 74.1 71.0 71.1 69.3 66.5 70.6 66.0 64.9 63.4 66.3
30～39 歳 82.0 82.0 77.8 79.2 78.0 79.4 75.1 74.6 70.9 69.7 72.1 73.7
20～29 歳 88.0 84.0 83.6 85.0 81.5 81.0 80.9 80.5 82.6 81.2 79.6 81.2
20 歳未満 87.7 89.6 91.4 93.9 93.2 91.3 91.7 91.0 89.9 92.8 94.4 90.5

〔大麻栽培事犯の検挙状況の推移〕
年別

区分 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

検挙件数 130 115 144 191 175 51 70
検挙人員 116 107 116 138 152 46 63
暴力団構成員等 16 25 35 53 25 4 17

※ 危険ドラッグとは、規制薬物（覚醒剤、大麻、麻薬、向精神薬、あへん及びけしがらをいう。以下同じ。）又は指定薬物（医
薬品医療機器法第 2 条第 15 項に規定する指定薬物をいう。以下同じ。）に化学構造を似せて作られ、これらと同様の薬理作用
を有する物品をいい、規制薬物及び指定薬物を含有しない物品であることを標ぼうしながら規制薬物又は指定薬物を含有する
物品を含む。
※ 危険ドラッグ事犯の検挙事件数及び人員は、実務統計（警察庁において調査等により集計する数値）による。

〔危険ドラッグに係る適用法令別検挙状況の推移〕
年別

区分

H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

指定薬物に係る医薬品医療機器法違反 401 492 895 960 713 758 555 578 336 346 224 227 94 98
乱用者による単純所持・使用等 312 326 671 695 495 519 390 404 231 235 153 154 72 74

麻薬及び向精神薬取締法違反 80 98 133 148 115 126 56 56 45 48 31 33 10 10
交通関係法令違反 157 160 36 36 8 7 1 1 1 1 1 1 0 0
その他法令違反 68 90 36 52 28 29 16 16 1 1 1 1 0 0

合計 706 840 1,100 1,196 864 920 628 651 383 396 257 262 104 108

注 1：同一被疑者で関連する余罪を検挙した場合でも、一つの事件として計上。
注 2：複数の罪で検挙されている場合、主たる罪・人員として計上。
注 3：指定薬物に係る医薬品医療機器法違反は、危険ドラッグから指定薬物が検出された場合の検挙をいう .
注 4：麻薬及び向精神薬取締法違反は、危険ドラッグから麻薬が検出された場合の検挙をいう。
注 5：交通関係法令違反は、刑法（危険運転致死傷、自動車運転過失致死傷）、自勤車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律違

反（危険運転致死傷、過失運転致死傷）、道路交通法違反をいう。
注 6：適用法令（罪名）は、検挙時点を基準として計上（交通関係法令違反の中には、送致時等の罪名変更のものあり）。
注 7：乱用者による単純所持・使用等とは、26 年 4 月 1 日から規制が新設された指定薬物の単純所持、使用、購入、譲受けによる違反態様のうち、

販売目的等により検挙された供給者側を除くものをいう。
注 8：交通関係法令違反及びその他法令違反には、規制薬物及び指定薬物が検出されなかった事件を含む。
注 9：26 年から指定薬物以外の医薬品医療機器法違反は、その他法令違反に計上。
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（２）大麻事犯の検挙状況
ア 年齢層別の検挙状況
年齢層別でみると、人口 10 万人当たりの検挙人員は、20 歳未満が 4.0 人、20 歳代が 7.3 人、30 歳代が 3.7 人、40 歳代が

1.4 人、50 歳以上が 0.2 人であり、最も多い年齢層は 20 歳代、次いで 20 歳未満となっている。

〔人口 10 万人当たりの大麻事犯検挙人員の推移〕
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〔大麻事犯年齢別検挙人員の推移〕
年別

区分 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

大麻事犯 検挙人員 1,761 2,101 2,536 3,008 3,578 1,690 2,093
人口 10 万人当たりの検挙人員 1.7 2.1 2.5 3.0 3.5 1.7 2.1
年齢別 50 歳以上 88 104 113 152 157 73 105

人口 10 万人当たりの検挙人員 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3 0.2 0.2
構成比率（％） 5.0 5.0 4.5 5.1 4.4 4.3 5.0
40～49 歳 257 263 326 347 370 175 255
人口 10 万人当たりの検挙人員 1.4 1.4 1.8 1.8 2.0 0.9 1.4
構成比率（％） 14.6 12.5 12.9 11.5 10.3 10.4 12.2
30～39 歳 678 700 899 1,038 1,101 538 537
人口 10 万人当たりの検挙人員 4.1 4.3 5.8 6.8 7.3 3.6 3.7
構成比率（％） 38.5 33.3 35.4 34.5 30.8 31.8 25.7
20～29 歳 658 890 988 1,174 1,521 707 913
人口 10 万人当たりの検挙人員 5.0 6.9 7.9 9.4 12.2 5.7 7.3
構成比率（％） 37.4 42.4 39.0 39.0 42.5 41.8 43.6
20 歳未満 80 144 210 297 429 197 283
人口 10 万人当たりの検挙人員 1.1 2.0 3.0 4.1 6.0 2.8 4.0
構成比率（％） 4.5 6.9 8.3 9.9 12.0 11.7 13.5

うち中学生 3 3 2 2 7 1 4
うち高校生 18 24 32 53 74 34 51

大学生 27 31 40 55 100 46 60

注 1：算出に用いた人口は、各前年の総務省統計資料「10 月 1 日現在人口推計」又は「国勢調査結果」による。
注 2：20 歳未満の人口 10 万人当たりの検挙人員は 14 歳から 19 歳までの人口を基に、50 歳以上の人口 10 万人当たりの検挙人員は 50 歳から 79

歳までの人口を基にそれぞれ算出。
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イ 初犯者率

ウ 違反態様別の検挙状況

● 危険ドラッグ事犯の検挙状況
（１）危険ドラッグ事犯の検挙状況
危険ドラッグ※事犯の検挙状況は 104 事件、108 人と前年に引き続き減少した。

〔大麻事犯の初犯者率の推移〕
年別

区分 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

大麻事犯 検挙人員 2,920 2,216 1,648 1,603 1,555 1,761 2,101 2,536 3,008 3,578 1,690 2,093
初犯者数 2,475 1,803 1,323 1,292 1,208 1,385 1,613 1,962 2,294 2,741 1,293 1,624
初犯者率（％） 84.8 81.4 80.3 80.6 77.7 78.6 76.8 77.4 76.3 76.6 76.5 77.6
年齢別 50 歳以上 63.2 65.5 62.7 62.0 46.3 71.6 57.7 66.4 60.5 64.3 61.6 59.0

40～49 歳 78.1 64.2 74.1 71.0 71.1 69.3 66.5 70.6 66.0 64.9 63.4 66.3
30～39 歳 82.0 82.0 77.8 79.2 78.0 79.4 75.1 74.6 70.9 69.7 72.1 73.7
20～29 歳 88.0 84.0 83.6 85.0 81.5 81.0 80.9 80.5 82.6 81.2 79.6 81.2
20 歳未満 87.7 89.6 91.4 93.9 93.2 91.3 91.7 91.0 89.9 92.8 94.4 90.5

〔大麻栽培事犯の検挙状況の推移〕
年別

区分 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

検挙件数 130 115 144 191 175 51 70
検挙人員 116 107 116 138 152 46 63
暴力団構成員等 16 25 35 53 25 4 17

※ 危険ドラッグとは、規制薬物（覚醒剤、大麻、麻薬、向精神薬、あへん及びけしがらをいう。以下同じ。）又は指定薬物（医
薬品医療機器法第 2 条第 15 項に規定する指定薬物をいう。以下同じ。）に化学構造を似せて作られ、これらと同様の薬理作用
を有する物品をいい、規制薬物及び指定薬物を含有しない物品であることを標ぼうしながら規制薬物又は指定薬物を含有する
物品を含む。
※ 危険ドラッグ事犯の検挙事件数及び人員は、実務統計（警察庁において調査等により集計する数値）による。

〔危険ドラッグに係る適用法令別検挙状況の推移〕
年別

区分

H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

事
件
数

人
員

指定薬物に係る医薬品医療機器法違反 401 492 895 960 713 758 555 578 336 346 224 227 94 98
乱用者による単純所持・使用等 312 326 671 695 495 519 390 404 231 235 153 154 72 74

麻薬及び向精神薬取締法違反 80 98 133 148 115 126 56 56 45 48 31 33 10 10
交通関係法令違反 157 160 36 36 8 7 1 1 1 1 1 1 0 0
その他法令違反 68 90 36 52 28 29 16 16 1 1 1 1 0 0

合計 706 840 1,100 1,196 864 920 628 651 383 396 257 262 104 108

注 1：同一被疑者で関連する余罪を検挙した場合でも、一つの事件として計上。
注 2：複数の罪で検挙されている場合、主たる罪・人員として計上。
注 3：指定薬物に係る医薬品医療機器法違反は、危険ドラッグから指定薬物が検出された場合の検挙をいう .
注 4：麻薬及び向精神薬取締法違反は、危険ドラッグから麻薬が検出された場合の検挙をいう。
注 5：交通関係法令違反は、刑法（危険運転致死傷、自動車運転過失致死傷）、自勤車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律違

反（危険運転致死傷、過失運転致死傷）、道路交通法違反をいう。
注 6：適用法令（罪名）は、検挙時点を基準として計上（交通関係法令違反の中には、送致時等の罪名変更のものあり）。
注 7：乱用者による単純所持・使用等とは、26 年 4 月 1 日から規制が新設された指定薬物の単純所持、使用、購入、譲受けによる違反態様のうち、

販売目的等により検挙された供給者側を除くものをいう。
注 8：交通関係法令違反及びその他法令違反には、規制薬物及び指定薬物が検出されなかった事件を含む。
注 9：26 年から指定薬物以外の医薬品医療機器法違反は、その他法令違反に計上。
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（２）危険ドラッグ乱用者の検挙状況
危険ドラッグ事犯のうち、危険ドラッグ乱用者※の検挙人員は 105 人（構成比率 97.2％）となっている。

ア 年齢層別の検挙状況

イ 薬物経験別の検挙状況
薬物経験別でみると、薬物犯罪の初犯者が 56 人（構成比率 53.3％）、薬物犯罪の再犯者が 49 人（構成比率 46.4％）となっ
ている。

ウ 危険ドラッグの入手状況
入手先別でみると、インターネットを利用して危険ドラッグを入手した者が 41 人（構成比率 39.0％）と最も多くなって
いる。

エ 危険ドラッグの使用が原因と疑われる死者数

※ 危険ドラッグ乱用者とは、危険ドラッグ事犯検挙人員のうち、危険ドラッグを販売するなどにより検挙された供給者側の検
挙を除いたものをいう。

〔危険ドラッグ乱用者の年齢別検挙人員の推移〕
年別

区分 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

危険ドラッグ乱用者 検挙人員 966 838 605 368 240 105
年齢層別 50 歳以上 75 125 105 67 42 17

構成比率（％） 7.8 14.9 17.4 18.2 17.5 16.2
40～49 歳 236 293 208 135 89 42
構成比率（％） 24.4 35.0 34.4 36.7 37.1 40.0
30～39 歳 330 261 196 109 72 30
構成比率（％） 34.2 31.1 32.4 29.6 30.0 28.6
20～29 歳 297 145 94 56 36 15
構成比率（％） 30.7 17.3 15.5 15.2 15.0 14.3
20 歳未満 28 14 2 1 1 1
構成比率（％） 2.9 1.7 0.3 0.3 0.4 1.0

〔危険ドラッグ乱用者の入手先別検挙人員の推移
年別

区分 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

危険ドラッグ乱用者 検挙人員 966 833 605 368 240 105
入手先別 街頭店舗 265 130 84 33 20 5

構成比率（％） 27.4 15.5 13.9 9.0 8.3 4.8
インターネット 336 353 227 166 102 41
構成比率（％） 34.8 42.1 37.5 45.1 42.5 39.0
友人・知人 110 93 77 45 31 15
構成比率（％） 11.4 11.1 12.7 12.2 12.9 14.3
密売人 109 71 55 32 22 13
構成比率（％） 11.3 8.5 9.1 8.7 9.2 12.4
その他・不明 146 191 162 92 65 31
構成比率（％） 15.1 22.8 26.8 25.0 27.1 29.5

〔危険ドラッグの使用が原因と疑われる死者数の推移〕
年別

区分 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

死者数 11 6 3 1 0 0

注 1：令和元年 6月末現在で警察庁に報告があったものを計上。
注 2：発生日ではなく、認知日を基準として計上。
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● 参考資料

（１）薬物事犯検挙状況の推移（平成 11～令和元年上半期）

(人)
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（２）覚醒剤押収量の推移（平成 11～令和元年上半期）

H30
上半期

R元
上半期
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(kg)

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

覚醒剤押収量（kg） 覚醒剤密輸入押収量（kg）

年別
区分

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

覚醒剤押収量（kg） 1,975.9 1,026.9 406.1 437.0 486.8 406.1 118.9 126.8 339.3 397.5 356.3 305.5 338.8 348.5 831.9 487.5 429.7 1,495.4 1,118.1 1,138.6 318.8 148.0

覚醒剤密輸入押収量（kg） - - - 243.5 223.8 350.0 32.2 106.8 213.1 324.3 217.9 275.5 310.7 332.2 816.1 448.0 394.6 1,428.4 1,073.4 784.4 315.7 137.6

年別
区分

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
H30
上半期

R元
上半期

薬物事犯検挙人員 19,764 20,382 19,647 18,823 17,171 15,048 15,803 14,440 14,790 14,288 14,947 14,529 13,768 13,466 12,951 13,121 13,524 13,411 13,542 13,862 6,559 6,278

覚醒剤事犯検挙人員 18,285 18,942 17,912 16,771 14,624 12,220 13,346 11,606 12,009 11,025 11,655 11,993 11,852 11,577 10,909 10,958 11,022 10,457 10,113 9,868 4,645 3,970

大麻事犯検挙人員 1,124 1,151 1,450 1,748 2,032 2,209 1,941 2,288 2,271 2,758 2,920 2,216 1,648 1,603 1,555 1,761 2,101 2,536 3,008 3,578 1,690 2,093
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（２）危険ドラッグ乱用者の検挙状況
危険ドラッグ事犯のうち、危険ドラッグ乱用者※の検挙人員は 105 人（構成比率 97.2％）となっている。

ア 年齢層別の検挙状況

イ 薬物経験別の検挙状況
薬物経験別でみると、薬物犯罪の初犯者が 56 人（構成比率 53.3％）、薬物犯罪の再犯者が 49 人（構成比率 46.4％）となっ
ている。

ウ 危険ドラッグの入手状況
入手先別でみると、インターネットを利用して危険ドラッグを入手した者が 41 人（構成比率 39.0％）と最も多くなって
いる。

エ 危険ドラッグの使用が原因と疑われる死者数

※ 危険ドラッグ乱用者とは、危険ドラッグ事犯検挙人員のうち、危険ドラッグを販売するなどにより検挙された供給者側の検
挙を除いたものをいう。

〔危険ドラッグ乱用者の年齢別検挙人員の推移〕
年別

区分 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

危険ドラッグ乱用者 検挙人員 966 838 605 368 240 105
年齢層別 50 歳以上 75 125 105 67 42 17

構成比率（％） 7.8 14.9 17.4 18.2 17.5 16.2
40～49 歳 236 293 208 135 89 42
構成比率（％） 24.4 35.0 34.4 36.7 37.1 40.0
30～39 歳 330 261 196 109 72 30
構成比率（％） 34.2 31.1 32.4 29.6 30.0 28.6
20～29 歳 297 145 94 56 36 15
構成比率（％） 30.7 17.3 15.5 15.2 15.0 14.3
20 歳未満 28 14 2 1 1 1
構成比率（％） 2.9 1.7 0.3 0.3 0.4 1.0

〔危険ドラッグ乱用者の入手先別検挙人員の推移
年別

区分 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

危険ドラッグ乱用者 検挙人員 966 833 605 368 240 105
入手先別 街頭店舗 265 130 84 33 20 5

構成比率（％） 27.4 15.5 13.9 9.0 8.3 4.8
インターネット 336 353 227 166 102 41
構成比率（％） 34.8 42.1 37.5 45.1 42.5 39.0
友人・知人 110 93 77 45 31 15
構成比率（％） 11.4 11.1 12.7 12.2 12.9 14.3
密売人 109 71 55 32 22 13
構成比率（％） 11.3 8.5 9.1 8.7 9.2 12.4
その他・不明 146 191 162 92 65 31
構成比率（％） 15.1 22.8 26.8 25.0 27.1 29.5

〔危険ドラッグの使用が原因と疑われる死者数の推移〕
年別

区分 H27 H28 H29 H30 H30
上半期

R元
上半期

死者数 11 6 3 1 0 0

注 1：令和元年 6月末現在で警察庁に報告があったものを計上。
注 2：発生日ではなく、認知日を基準として計上。
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● 参考資料
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財団ホームページをリニューアルしました

基本構成

公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターの取組

薬物乱用未然防止のための基礎知識

公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターについて

その他関連情報のトピックス、企画、データ等を随時掲載、更新していく予定です

【薬物標本のご案内】

●コンテンツのご紹介

乱用薬物の模造品を種類別に
整理、原料となる植物見本と
合わせてプラスチックケース
内に配列。啓発イベントなど
で展示・ご使用ください。

サイズ：40×30×10.5cm
販売価格： 62,843 円（税込）

薬物標本

乱用薬物の模造品 12 種類をプラ
スチックケース内に配列、個々の
ケースが手に取ってご覧いただけ
ます。標本内の薬物は、実物に似
せた模造品です。

サイズ：42.5×25×6cm
販売価格：29,639 円（税込）

軽量、コンパクト、耐久性に優
れ、持ち運びにも便利な新しい
薬物標本です。乱用される代表
的な薬物に絞り、形態や形状を
模造標本にしました。

サイズ：300×150×55
価　格：20,350 円（税込）

新薬物標本 コンパクト乱用薬物標本
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スチックケース内に配列、個々の
ケースが手に取ってご覧いただけ
ます。標本内の薬物は、実物に似
せた模造品です。

サイズ：42.5×25×6cm
販売価格：29,639 円（税込）

軽量、コンパクト、耐久性に優
れ、持ち運びにも便利な新しい
薬物標本です。乱用される代表
的な薬物に絞り、形態や形状を
模造標本にしました。

サイズ：300×150×55
価　格：20,350 円（税込）

新薬物標本 コンパクト乱用薬物標本
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財団ホームページをリニューアルしました

基本構成

公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターの取組

薬物乱用未然防止のための基礎知識

公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターについて

その他関連情報のトピックス、企画、データ等を随時掲載、更新していく予定です

【薬物標本のご案内】

●コンテンツのご紹介

乱用薬物の模造品を種類別に
整理、原料となる植物見本と
合わせてプラスチックケース
内に配列。啓発イベントなど
で展示・ご使用ください。

サイズ：40×30×10.5cm
販売価格： 62,843 円（税込）

薬物標本

乱用薬物の模造品 12 種類をプラ
スチックケース内に配列、個々の
ケースが手に取ってご覧いただけ
ます。標本内の薬物は、実物に似
せた模造品です。

サイズ：42.5×25×6cm
販売価格：29,639 円（税込）

軽量、コンパクト、耐久性に優
れ、持ち運びにも便利な新しい
薬物標本です。乱用される代表
的な薬物に絞り、形態や形状を
模造標本にしました。

サイズ：300×150×55
価　格：20,350 円（税込）

新薬物標本 コンパクト乱用薬物標本
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啓発資材のご案内

【啓発資材　ご注文ガイド】
①ＰＣなどから財団のホームページにアクセスする。

「ダメ。ゼッタイ。」でキーワード検索またはＵＲＬを打ち込む

http://dapc.or.jp

薬物乱用防止教育の教材として様々な啓発資材をご提供しております。

②ホームページが開いたら、トップ画面右の
「啓発資材のお申込み」をクリック
※啓発資材のお申込みはこちらからのバナーがあります

③啓発資材の一覧が表示されます、スクロールして
ご希望の資材を選びクリックしてください。
対象資材の詳細と購入画面が出てきます。

＊ＦＡＸでご注文の場合
　一覧画面の上部に「こちら
　の申込用紙をプリントして
　お使い下さい」とあります
　ので用紙をプリントし、必
　要事項を記入の上財団へ
　ＦＡＸしてください。

ＦＡＸ番号）
０３－５５４４－８４７３

④そのままＰＣでご注文の場合は、画面に従い
必要資材を「カートに入れる」で必要事項記入
へお進みください。

複数の資材をまとめてご購入の場合は、資材ごと
に選択してカートに入れ、最後に必要事項ページ
へ進んで購入を完了して下さい。

ご不明点などお問い合わせはお気軽に下記担当までご連絡ください。
　電話番号）０３－５５４４－８４３６　資材担当：花田

【薬物乱用防止啓発動画（ＤＶＤ）】
各素材とも小学高学年から大人まで幅広い年齢層に分かりやすく薬物乱用防止についての基礎知識を
解説しています。全般的な知識についてはおおよそ共通していますが、それぞれフォーカスしている
要素に特徴がありますので、用途に応じて活用ください。その一部をご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ホームページ上でも同様のご案内をしております

No50：身近にひそむ薬物乱用
　　身近にひそむ薬物乱用の危険を
　　現役の小学校養護教諭が伝えます。
　　手話による通訳付き
手話通訳　伊丹信子（手話通訳士）

No51：薬物乱用から自分を守る
　　薬物が脳へ与える作用やその影響を
　　最新調査による大麻拡大の実態を
　　交え自分を守る知識を学びます。
協力　国立精神・神経医療研究センター

と」君。イタッゼ。メダ「 ：64oN
　　　　　　　　「ダメ。くま君」の薬物乱用防止教室
　　薬物乱用がなぜ「ダメ。ゼッタイ。」なのかを
　　わかりやすく学びます。
　　危険ドラッグについても取り上げています。

No47：危険ドラッグは “毒” だ！
　　独立行政法人 国立精神・神経医療
　　研究センター和田清部長（当時）
　　監修、危険ドラッグの解説をします。

No48：愛する自分を大切に！
　　「ダメ。ゼッタイ君」と「ダメ。
　　くま君」により危険ドラッグの
　　恐ろしさを中心に解説しています。

No52：大麻警報発令中！～アイメッセージで断ろう～
　　乱用が拡大している大麻についてその危険性・有害性を伝え、それでもなぜ使用
　　してしまうのか、どう断ればいいかの対応と対策について具体的に提示します。
協力：   国立精神・神経医療研究センター / 東京都 / 大場美奈 (SKE48)

薬物乱用防止啓発動画（DVD）（各 ¥ 2,098）

No49：薬物乱用はダメ。ゼッタイ。
　　　　　　　　　　～やさしい解説！～
　　薬物乱用がいかに危険で恐ろしいかを医師の話を交え、
　　身体に及ぼす影響や薬物依存について分かり易く解説。
協力　埼玉県立精神医療センター

薬物乱用防止について全般の基礎知識

薬物乱用防止について全般の基礎知識＋危険ドラッグについての解説

10 代・20 代に急速に乱用が拡大する「大麻」について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～現状と具体的な断り方～

＊DVD の有効な使い方や本編内では説明しきれなかったポイントをまとめ、
　「薬物乱用防止教室推進の手引き」に掲載、解説しています
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啓発資材のご案内

【啓発資材　ご注文ガイド】
①ＰＣなどから財団のホームページにアクセスする。

「ダメ。ゼッタイ。」でキーワード検索またはＵＲＬを打ち込む

http://dapc.or.jp

薬物乱用防止教育の教材として様々な啓発資材をご提供しております。

②ホームページが開いたら、トップ画面右の
「啓発資材のお申込み」をクリック
※啓発資材のお申込みはこちらからのバナーがあります

③啓発資材の一覧が表示されます、スクロールして
ご希望の資材を選びクリックしてください。
対象資材の詳細と購入画面が出てきます。

＊ＦＡＸでご注文の場合
　一覧画面の上部に「こちら
　の申込用紙をプリントして
　お使い下さい」とあります
　ので用紙をプリントし、必
　要事項を記入の上財団へ
　ＦＡＸしてください。

ＦＡＸ番号）
０３－５５４４－８４７３

④そのままＰＣでご注文の場合は、画面に従い
必要資材を「カートに入れる」で必要事項記入
へお進みください。

複数の資材をまとめてご購入の場合は、資材ごと
に選択してカートに入れ、最後に必要事項ページ
へ進んで購入を完了して下さい。

ご不明点などお問い合わせはお気軽に下記担当までご連絡ください。
　電話番号）０３－５５４４－８４３６　資材担当：花田

【薬物乱用防止啓発動画（ＤＶＤ）】
各素材とも小学高学年から大人まで幅広い年齢層に分かりやすく薬物乱用防止についての基礎知識を
解説しています。全般的な知識についてはおおよそ共通していますが、それぞれフォーカスしている
要素に特徴がありますので、用途に応じて活用ください。その一部をご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ホームページ上でも同様のご案内をしております

No50：身近にひそむ薬物乱用
　　身近にひそむ薬物乱用の危険を
　　現役の小学校養護教諭が伝えます。
　　手話による通訳付き
手話通訳　伊丹信子（手話通訳士）

No51：薬物乱用から自分を守る
　　薬物が脳へ与える作用やその影響を
　　最新調査による大麻拡大の実態を
　　交え自分を守る知識を学びます。
協力　国立精神・神経医療研究センター

と」君。イタッゼ。メダ「 ：64oN
　　　　　　　　「ダメ。くま君」の薬物乱用防止教室
　　薬物乱用がなぜ「ダメ。ゼッタイ。」なのかを
　　わかりやすく学びます。
　　危険ドラッグについても取り上げています。

No47：危険ドラッグは “毒” だ！
　　独立行政法人 国立精神・神経医療
　　研究センター和田清部長（当時）
　　監修、危険ドラッグの解説をします。

No48：愛する自分を大切に！
　　「ダメ。ゼッタイ君」と「ダメ。
　　くま君」により危険ドラッグの
　　恐ろしさを中心に解説しています。

No52：大麻警報発令中！～アイメッセージで断ろう～
　　乱用が拡大している大麻についてその危険性・有害性を伝え、それでもなぜ使用
　　してしまうのか、どう断ればいいかの対応と対策について具体的に提示します。
協力：   国立精神・神経医療研究センター / 東京都 / 大場美奈 (SKE48)

薬物乱用防止啓発動画（DVD）（各 ¥ 2,098）

No49：薬物乱用はダメ。ゼッタイ。
　　　　　　　　　　～やさしい解説！～
　　薬物乱用がいかに危険で恐ろしいかを医師の話を交え、
　　身体に及ぼす影響や薬物依存について分かり易く解説。
協力　埼玉県立精神医療センター

薬物乱用防止について全般の基礎知識

薬物乱用防止について全般の基礎知識＋危険ドラッグについての解説

10 代・20 代に急速に乱用が拡大する「大麻」について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～現状と具体的な断り方～

＊DVD の有効な使い方や本編内では説明しきれなかったポイントをまとめ、
　「薬物乱用防止教室推進の手引き」に掲載、解説しています
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啓発資材のご案内

【啓発資材　ご注文ガイド】
①ＰＣなどから財団のホームページにアクセスする。

「ダメ。ゼッタイ。」でキーワード検索またはＵＲＬを打ち込む

http://dapc.or.jp

薬物乱用防止教育の教材として様々な啓発資材をご提供しております。

②ホームページが開いたら、トップ画面右の
「啓発資材のお申込み」をクリック
※啓発資材のお申込みはこちらからのバナーがあります

③啓発資材の一覧が表示されます、スクロールして
ご希望の資材を選びクリックしてください。
対象資材の詳細と購入画面が出てきます。

＊ＦＡＸでご注文の場合
　一覧画面の上部に「こちら
　の申込用紙をプリントして
　お使い下さい」とあります
　ので用紙をプリントし、必
　要事項を記入の上財団へ
　ＦＡＸしてください。

ＦＡＸ番号）
０３－５５４４－８４７３

④そのままＰＣでご注文の場合は、画面に従い
必要資材を「カートに入れる」で必要事項記入
へお進みください。

複数の資材をまとめてご購入の場合は、資材ごと
に選択してカートに入れ、最後に必要事項ページ
へ進んで購入を完了して下さい。

ご不明点などお問い合わせはお気軽に下記担当までご連絡ください。
　電話番号）０３－５５４４－８４３６　資材担当：花田

【薬物乱用防止啓発動画（ＤＶＤ）】
各素材とも小学高学年から大人まで幅広い年齢層に分かりやすく薬物乱用防止についての基礎知識を
解説しています。全般的な知識についてはおおよそ共通していますが、それぞれフォーカスしている
要素に特徴がありますので、用途に応じて活用ください。その一部をご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ホームページ上でも同様のご案内をしております

No50：身近にひそむ薬物乱用
　　身近にひそむ薬物乱用の危険を
　　現役の小学校養護教諭が伝えます。
　　手話による通訳付き
手話通訳　伊丹信子（手話通訳士）

No51：薬物乱用から自分を守る
　　薬物が脳へ与える作用やその影響を
　　最新調査による大麻拡大の実態を
　　交え自分を守る知識を学びます。
協力　国立精神・神経医療研究センター

と」君。イタッゼ。メダ「 ：64oN
　　　　　　　　「ダメ。くま君」の薬物乱用防止教室
　　薬物乱用がなぜ「ダメ。ゼッタイ。」なのかを
　　わかりやすく学びます。
　　危険ドラッグについても取り上げています。

No47：危険ドラッグは “毒” だ！
　　独立行政法人 国立精神・神経医療
　　研究センター和田清部長（当時）
　　監修、危険ドラッグの解説をします。

No48：愛する自分を大切に！
　　「ダメ。ゼッタイ君」と「ダメ。
　　くま君」により危険ドラッグの
　　恐ろしさを中心に解説しています。

No52：大麻警報発令中！～アイメッセージで断ろう～
　　乱用が拡大している大麻についてその危険性・有害性を伝え、それでもなぜ使用
　　してしまうのか、どう断ればいいかの対応と対策について具体的に提示します。
協力：   国立精神・神経医療研究センター / 東京都 / 大場美奈 (SKE48)

薬物乱用防止啓発動画（DVD）（各 ¥ 2,098）

No49：薬物乱用はダメ。ゼッタイ。
　　　　　　　　　　～やさしい解説！～
　　薬物乱用がいかに危険で恐ろしいかを医師の話を交え、
　　身体に及ぼす影響や薬物依存について分かり易く解説。
協力　埼玉県立精神医療センター

薬物乱用防止について全般の基礎知識

薬物乱用防止について全般の基礎知識＋危険ドラッグについての解説

10 代・20 代に急速に乱用が拡大する「大麻」について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～現状と具体的な断り方～

＊DVD の有効な使い方や本編内では説明しきれなかったポイントをまとめ、
　「薬物乱用防止教室推進の手引き」に掲載、解説しています
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啓発資材のご案内

【啓発資材　ご注文ガイド】
①ＰＣなどから財団のホームページにアクセスする。

「ダメ。ゼッタイ。」でキーワード検索またはＵＲＬを打ち込む

http://dapc.or.jp

薬物乱用防止教育の教材として様々な啓発資材をご提供しております。

②ホームページが開いたら、トップ画面右の
「啓発資材のお申込み」をクリック
※啓発資材のお申込みはこちらからのバナーがあります

③啓発資材の一覧が表示されます、スクロールして
ご希望の資材を選びクリックしてください。
対象資材の詳細と購入画面が出てきます。

＊ＦＡＸでご注文の場合
　一覧画面の上部に「こちら
　の申込用紙をプリントして
　お使い下さい」とあります
　ので用紙をプリントし、必
　要事項を記入の上財団へ
　ＦＡＸしてください。

ＦＡＸ番号）
０３－５５４４－８４７３

④そのままＰＣでご注文の場合は、画面に従い
必要資材を「カートに入れる」で必要事項記入
へお進みください。

複数の資材をまとめてご購入の場合は、資材ごと
に選択してカートに入れ、最後に必要事項ページ
へ進んで購入を完了して下さい。

ご不明点などお問い合わせはお気軽に下記担当までご連絡ください。
　電話番号）０３－５５４４－８４３６　資材担当：花田

【薬物乱用防止啓発動画（ＤＶＤ）】
各素材とも小学高学年から大人まで幅広い年齢層に分かりやすく薬物乱用防止についての基礎知識を
解説しています。全般的な知識についてはおおよそ共通していますが、それぞれフォーカスしている
要素に特徴がありますので、用途に応じて活用ください。その一部をご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ホームページ上でも同様のご案内をしております

No50：身近にひそむ薬物乱用
　　身近にひそむ薬物乱用の危険を
　　現役の小学校養護教諭が伝えます。
　　手話による通訳付き
手話通訳　伊丹信子（手話通訳士）

No51：薬物乱用から自分を守る
　　薬物が脳へ与える作用やその影響を
　　最新調査による大麻拡大の実態を
　　交え自分を守る知識を学びます。
協力　国立精神・神経医療研究センター

と」君。イタッゼ。メダ「 ：64oN
　　　　　　　　「ダメ。くま君」の薬物乱用防止教室
　　薬物乱用がなぜ「ダメ。ゼッタイ。」なのかを
　　わかりやすく学びます。
　　危険ドラッグについても取り上げています。

No47：危険ドラッグは “毒” だ！
　　独立行政法人 国立精神・神経医療
　　研究センター和田清部長（当時）
　　監修、危険ドラッグの解説をします。

No48：愛する自分を大切に！
　　「ダメ。ゼッタイ君」と「ダメ。
　　くま君」により危険ドラッグの
　　恐ろしさを中心に解説しています。

No52：大麻警報発令中！～アイメッセージで断ろう～
　　乱用が拡大している大麻についてその危険性・有害性を伝え、それでもなぜ使用
　　してしまうのか、どう断ればいいかの対応と対策について具体的に提示します。
協力：   国立精神・神経医療研究センター / 東京都 / 大場美奈 (SKE48)

薬物乱用防止啓発動画（DVD）（各 ¥ 2,098）

No49：薬物乱用はダメ。ゼッタイ。
　　　　　　　　　　～やさしい解説！～
　　薬物乱用がいかに危険で恐ろしいかを医師の話を交え、
　　身体に及ぼす影響や薬物依存について分かり易く解説。
協力　埼玉県立精神医療センター

薬物乱用防止について全般の基礎知識

薬物乱用防止について全般の基礎知識＋危険ドラッグについての解説

10 代・20 代に急速に乱用が拡大する「大麻」について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～現状と具体的な断り方～

＊DVD の有効な使い方や本編内では説明しきれなかったポイントをまとめ、
　「薬物乱用防止教室推進の手引き」に掲載、解説しています
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外
堀
通
り

2019 年 8 月 2 日から 2020 年 2 月 12 日までに、当センターにご寄付
いただいた団体及びご入会いただいた賛助会員は次のとおりです。
ご協力ありがとうございました。

〔ご寄付団体・個人〕
(一 社）日 本 薬 局 協 励 会 様
太田中学校区青少年補導員 様
日 本 臓 器 製 薬 (株) 様
救 急 薬 品 工 業 (株) 様
久 光 製 薬 (株) 様
大 日 本 住 友 製 薬 (株) 様
ヤ ン セ ン フ ァ ー マ (株) 様
テ ル モ (株) 様
塩 野 義 製 薬 (株) 様

〔個人賛助会員〕

ツ カ モ ト ミ チ コ 様
向 島 ダ ル ク 対 策 委 員 会 様
第 一 三 共 (株) 様
丸 石 製 薬 (株) 様
祐 徳 薬 品 工 業 (株) 様
武 田 薬 品 工 業 (株) 様
藤 本 製 薬 (株) 様
協 和 発 酵 キ リ ン (株) 様
帝 國 製 薬 (株) 様

藤山 智雄 様（継続）

ご 付寄 団 体 及 び 賛 助 会 員
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随想
⿟令和の時代の薬物乱用対策
厚生労働省医薬・生活衛生局 監視指導・麻薬対策課長 田中 徹1
かいせつ
⿟薬物依存症者に対する治療や支援のあり方とわが国の課題
国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 薬物依存研究部
診断治療開発研究室長 近藤 あゆみ2
誌上研修「薬物乱用防止指導者のための実践講座」
⿟最新の大麻情勢 星薬科大学薬物依存研究室 鈴木 勉 6

誌上研修「薬物乱用防止指導者のための実践講座」
⿟小中学校における能動的な学習方法を取り入れた
薬物乱用防止教室の実践例 （公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター理事
東京都薬剤師会 山田 純一16

⿟ 2019 年度「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金状況24

⿟令和元年上半期における薬物情勢（暫定値）について26
⿟センターだより32
⿟啓発資材のご案内34
⿟ご寄付団体及び賛助会員36
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